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「俺と、お前が……魔王学園の反逆者？」

　俺は目の前で微笑んでいる男──浄じよう土どヶが浜はまロストを見つめた。

　頭から上着の黒いフードを被かぶり、その下に赤い髪、そして金色の瞳ひとみが覗のぞいている。

　他の魔王候補のような殺気も、圧倒されるような存在感も、暴力的な魔力もない。

　存在と気配に、不思議と手て応ごたえが無い。

　──しかし、

　何なんだ？　この嫌な感覚は。

　それは、何気ない日常が、実は死と隣り合わせであることに気が付いた時のような戦せん慄りつ。通学路に車が突っ込んで来たり、工事現場で落下物が頭上から降ってきたり、通り魔に襲われたり──そんな当たり前の日々に突然訪れる不幸。

　日常に潜む死の香り。

　突如として目の前にやって来る、避けられない死。

　目の前の男から、そんな底知れない不気味さ、禍まが々まがしさを感じた。

「浄土ヶ浜ロスト……魔王学園で見た覚えはないな。何年何組なんだ？」

　ロストは首をすくめた。

「僕は、魔王学園に入る資格を持っていないんだ」

「え？　でも……」

　確かに、魔王学園の生徒になれるのは、魔族の中でも貴族などの上流階級者だけだ。

　しかし魔王候補は魔王学園に通う決まりだ。だから人間である俺にも、入学許可が下りた。であれば、ロストだって資格はあるはず。

　それに、ロストから感じる気配は魔族のものだ。人間じゃない。だったら、なおさら問題はないはず。

　そんな俺の考えを読んだかのように、ロストは自じ嘲ちようするように答える。

「僕は下級魔族だよ。最下層のね。魔王学園に通っていないのは……まあ、僕にも都合があるってことさ」

　ロストは手をぽんと叩たたくと、親しみを感じさせる笑みを浮かべた。

「僕なんかのことより、キミの話をしよう。正直なところ、僕より下の存在なんていないと思っていた。ところが『恋人ラバーズ』の魔王候補は人間だと言うじゃないか。驚きよう愕がくしたよ。下には下がいるものだって」

　くすくす笑って、ロストは目を細める。

「だから、ずっとキミのことは気になっていたんだよ。僕より最低な魔王候補ってどんな奴だよ？　本当に存在しているのか、半信半疑だった」

「褒められているのか、けなされているのか、良く分からないが……まるでＵＭＡみたいな扱いだな」

「褒めてるんだよ、もちろん。僕にとってはアイドルだ。自分が最低だと思っていたら、まだその下がいたんだからね。嫉しつ妬とすら感じるよ」

「で……どんな奴か確かめに来たってわけか」

「ま、そんなところかな」

　くそっ！　こんなところで魔王候補と出くわすとは思わなかった。ここは休日のアウトレットモール。戦いになったら、大勢の人を巻き込んでしまうかも知れない。

　──だが、素早く周囲を確認すると、不思議なことに人影が一つもなかった。その疑問を察したように、ロストが軽く両手を広げる。

「話の邪魔にならないようにね。人払いの魔法を使ってる」

　俺は少しだけ安心した。それなら無関係の人や、父さんと母さんを巻き込まずに済む。

「そりゃ助かる。で……俺はご覧の通りだ。失望させたか？」

　失望……ではなく、与くみし易いと喜ばせたかも知れない──と思ったが、ロストは、まるで旧友と再会したかのような表情で返事をした。

「まさか。運命的なものを感じたよ」

　──運命？

「それと、やっぱり面白いな、って思ったよ」

「……面白い？」

「魔族であれば、下級魔族のことを見下す。人間であれば魔族を恐れ、媚こびへつらう。しかし人間でも、魔界の事情に詳しい者なら、下級魔族と知れば心の中でバカにする。でもキミはそのどれでもない。素直に、先入観や偏見もなく、ありのままの僕と向き合ってくれている」

「……そりゃ、普通そうだろ」

「違う違う。普通は自分の都合の良いように他人を評価して、分類し、序列を付ける。でもキミは、僕という存在を、フィルターを通さずに、そのまま受け入れてる感じがする。あと、警戒はしてるけど、敵意がない。そこも面白いね」

「そうでもないさ。魔王候補だからな。いずれ戦うことになるかも知れない」

「でも、キミは僕を憎んでいない。殺したいと思っていない」

「そりゃお前に恨みなんてないからな。次期魔王を賭かけて戦ってはいるが、相手のことが憎いわけじゃない」

「どうして？　だって人間は魔族にひどい目に遭ってるじゃないか」

　ひどい目？

　俺が良く分からないという顔をしていたからか、ロストは可お笑かしそうに笑った。

「キミはずいぶんお人ひと好よしなんだね。魔王学園に通っていて、嫌な思いをしたことがあるんじゃないの？　嫌がらせや、誹ひ謗ぼう中傷、色々な攻撃を受けたはずだ。違う？」

「それは……ないわけじゃないが」

　ロストの金色の瞳が、射い貫ぬくように俺を見つめる。

「だったら復ふく讐しゆうしなきゃ」

「復讐？」

「そうさ。僕やキミをゴミ屑くずのように扱った貴族にね」

　俺はロストの言葉に違和感を覚えた。

　人間ならともかく、こいつだって一応魔族だ。それなのに、ゴミ屑のような扱いってどういうことだ？

　そんなことを考えていると、ロストは唐突に言った。

「僕と一緒に、魔王学園を壊そう」

「……な」

　何だと？

「僕らが虐げられているのは、今の魔界を支配している貴族たちのせいだ。そして、その象徴が魔王学園」

「……」

「僕は魔王学園を、魔界を、世界全てを、殺す」

　……何を言い出すんだ、こいつは。

「殺すって……世界全てを？」

「死と再生、それが『死神デス』の役目だからね」

「それじゃ……お前の目的は、次期魔王になることじゃないのか？」

　そう訊きくと、ロストは首を傾げた。

「他の魔王候補を全員殺せば、自おのずと次期魔王になっちゃうけどね。でも、それでもいいと思ってる。新しい世界の始まりには神話が必要だ。最下層の魔族が魔界の頂点に立つ、というのはなかなかにドラマチックでいいしね」

「つまりは、革命か」

「そうだよ。魔界は貴族に完全に支配されている。富めるものはどんどん富み、貧しいものは負の連鎖から抜け出せない。貴族たちの間で支配権が回っているだけだ。僕は貴族と下級魔族の間に立ちはだかる壁を破壊する。だからユート、キミの力を貸して欲しいんだ」

「俺の？」

「ユート、キミは人間だ。魔界や魔族の存在を知らなければ、特に人間であることに不満を抱かなかったかも知れない。けれど、自分たちが魔族のエネルギー源──いわば資源として扱われていることを知って、どう思った？」

「それは……」

「魔族の支配から逃れて、真の自由を手に入れたいとは思わない？」

　ロストの言葉が、じわじわと頭に侵食してきた。

　目の前の問題に手一杯で、そんな遠くのことは考えてこなかった。

　いや、敢あえて目をそらしていたのかも知れない。

　仮に俺が次期魔王になったとして、そのとき魔界や人間界をどうするのか？

　俺は──、

　リゼル先輩やみんなの期待に応えたい。

　みんなや、母さん父さんが笑顔で、平和に暮らせる世界にしたい。そんな手の届く範囲のことしか考えてこなかった。

　──俺には、こんな世界にしたい、という具体的なビジョンがない。

「とはいえ、全ての魔王候補を倒すのは至難の業だけどね。まだまだ強力な敵はいるし、まだ姿を現していない凱旋六王トライアンフもいる」

「凱旋六王トライアンフ……特別な六枚のアルカナを持つ相手か」

　リゼル先輩から聞いたことがある。

　魔王のアルカナの０からⅤまで、先頭の六枚。すなわち『０愚者フール』『Ⅰ魔術師メイガス』『Ⅱ女教皇プリーステス』『Ⅲ女帝エンプレス』『Ⅳ皇帝エンペラー』『Ⅴ教皇ハイエロフアント』。

　支配者を表すカードを多く含むこの六枚は、最初期に生まれたアルカナで、別格の力を持つと言われている。

「それに僕がやろうとしていることは、確実に反感を買う。仮に僕が次期魔王になっても、反乱を起こす奴もいるだろうし、現魔王も素直に玉座を明け渡さないかも知れない」

「それって……あの岩がん洞どう校長とも戦う、ということか？」

「うん。だから僕は本物の仲間が必要なんだ」

「本物の、仲間？」

「僕と同じ視点で、同じ気持ちを持ち、同じ目的を共有する、そんな仲間さ。それは他の魔族では無理だ」

　ロストは真しん摯しなまなざしで、俺をじっと見つめている。

「本当の意味で信頼し合える相手。それはキミだけだ」

　ロストは右手を差し出した。

「僕が魔王になったら、人間界はキミにまかせる。キミが人の王だ。僕と二人でうまくやっていこう」

　差し出されたロストの右手を見つめた。

　良くは知らないが、こいつは魔界で虐げられてきたらしい。そして、新たな世界を作ろうとしている。

　俺はどうなんだ？

　確かにロストの言うことは、間違っていないように感じる。

　それは魔界の身分制度を止めて、平等な世界にするということ。

　しかし、今の魔界の秩序を破壊することになる。それは本当に正しいことなのか？

　そうなったらリゼル先輩はどうなるんだ？

　雅みやびや、ネイトや、アスピーテやゲルトや、他のみんなは？

　貴族だって悪い連中ばかりじゃない。みんなの生活や背負っているものを壊すことになるんじゃないのか？

　それに、ロストは復讐だと言っていた。

　世界を変える理由が、それでいいのか？

「どうしたの？　何を悩むことがあるんだい？」

「俺は……」

「人間を魔族の支配から解放しなくていいの？」

「……それは」

「もしも次の魔王が、容赦なく人間から魔力を搾り取るような奴ならどうするんだい？　今みたいな呑のん気きな世界じゃない。人間界全体が地獄になる。それでもいいの？」

「いや！　それでいいとは言っていない。しかし──」

「キミの選択に、全人類の運命がかかってるんだよ？」

「全人類……？」

　脂汗が背中や腋わきに浮かんでくる。

「僕と一緒に世界を壊し、世界を作ろう」

　俺の右手が、わずかに上がった。その時──、

「『轟爆砕デトネーシヨン』!!」

「!?」

　ロストが立っている場所が炸さく裂れつした。

「うわっ!?」

　熱風と衝撃波に、体が後ろへ飛ばされる。防御魔法が間に合わず、背中から倒れると床を滑った。

「大丈夫!?　ユート！」

　その声は──!?

　倒れたまま見上げると、ひらりと舞うスカートと、黒ストッキングに包まれた長い脚。その先にはストッキング越しの白い下着。おっぱい越しに、リゼル先輩の心配そうな顔が見おろしている。

「リゼル先輩！」

　慌てて立ち上がると、爆発が起きた場所を見つめた。

　オーディオショップの床が凹へこみ、濛もう々もうと煙が上がっている。周囲のヘッドフォンやスピーカーは軒並み吹き飛ばされ、棚が砕けてそこら中に散らばっていた。

「……今のは先輩が？」

「ええ。『死神デス』の魔王候補の情報を追っていたら、まさかユートに会うとは思わなかったわ。大丈夫だった？」

「はい。話をされていただけで……」

「そうだよ。いきなりぶっ放すなんて、貴族のお嬢様のくせに行儀が悪いね」

　煙の向こうにロストがいた。

　ケガをした様子もなく、爆発などなかったかのように平然としている。

「……勝手に、うちの魔王候補に近付かないでくれるかしら？」

「やれやれ、せっかく男同士の友情を温めようと思っていたのに……本当に、ジャマだよね」

「ユートに近付いた狙いは何？」

　鋭い目つきで睨にらむリゼル先輩を無視し、ロストは俺に向かって親しげに片手を上げた。

「それじゃ、今度はジャマの入らないときに。今日は会えて嬉うれしかったよ」

「待ちなさい！」

「ああ、そっちのお嬢様には、僕じゃなくてお友達が用があるそうだよ」

「友達？」

　リゼル先輩が怪け訝げんな顔をしたとき、店内の照明が一斉に落ちた。近くに窓がないせいで、辺りは真の闇に包まれる。

「っ……気を付けて、ユート」

　妙にうわずった声の後で、小さな明かりが灯ともった。

　先輩の手の中に小さな青い炎が燃えていた。そして軽く手を振ると、その炎が床に落ちる。その炎は床を転がり燃え広がった。しかし熱はなく、普通の炎のように火事になったりはしないらしい。暗くなった店内を青白い炎が照らし出す。

　その青い光の中に、人影が浮かび上がった。

「人間を魔王候補として担ぎ上げるなんて、随分と落ちたものですわね。リゼル」

「……あなた」

　暗闇の中に照らし出されたのは、美しい女性だった。腰まである紫の髪に、切れ長の青い瞳ひとみ。華麗にウェーブとロールのかかった髪型と気品のある顔立ちは、その口調と相まって、いかにも貴族のお嬢様、といった雰囲気を漂わせている。

　だが、その服はお嬢様とは遠くかけ離れている。

　リゼル先輩にも引けを取らない見事なスタイルを包むのは、肌に張り付くような黒のラバー素材。首と手足には、拘束するようなベルト。それは体のラインを、よりいやらしく表現するボンデージスーツだった。

　そしてロングコートのような制服の上着を、両肩を出すようにして羽織っている。

　ほぼ露出はゼロなのに、まるで裸で立っているかのようだ。下手をしたら、裸よりも淫いん猥わいに見えるかも知れない。

「先輩……あの人は？」

「『吊された男ハングドマン』の魔王候補。早はや池ち峰ね夜よ鷹たかよ」

　このセクシーな美人が、『吊された男ハングドマン』!?

　アルカナの名前と本人が全然合っていない。そもそも、男じゃないし。

「紹介ご苦労様、リゼル」

　艶えん然ぜんとした微笑みを浮かべ、早池峰夜鷹は俺に視線を向けた。

「ちなみに、わたくしはリゼルの幼い頃からの友人……いいえ、宿敵です」

　──宿敵？

　夜鷹は指先を踊るようにくねらせ、頬に当てる。そして吟味するように俺を見つめた。

「悪くありませんわね。リゼルなんかより、わたくしに乗り換えません？　大切に飼って差し上げてよ」

[image: ]

「夜鷹、それ以上失礼なことを言うなら、私が──」

　リゼル先輩が俺の前に出ようとする。しかし、それより先に、夜鷹の後ろから一人の少女が姿を現す。

「……お待ちください、夜鷹様。人間などを拾われては困ります。ペットはきちんと血統書付きのものにして頂きませんと」

　赤いボンデージファッションの美少女だ。黒髪のショートカットで、日本人形のような雰囲気で可愛らしい。夜鷹と並ぶと、ご主人さまとその奴隷といった風にも見えるが。

「あら、綾あや織おり。あなたも来ましたの？」

「はい。夜鷹様をお一人にすると、何をしでかすか分かりませんから」

　夜鷹はふふっと上品に微笑み、赤ボンデージの少女に指先を向ける。

「こちらは綾織女郎いらつめ。うちのエースですわ」

　奴隷どころか、『吊された男ハングドマン』のエースだった。見た目であなどると、ひどい目に遭いそうだ。

「それで、何の用かしら？　会いに来るなら、アポイントを取ってから来て頂ちよう戴だい」

　警戒心を滲にじませるリゼル先輩に、夜鷹は色っぽく微笑む。

「わたくしも、そろそろ本格的に動こうと思いましたの。それで軽くご挨あい拶さつに来ただけですわ。他の魔王候補が『恋人ラバーズ』を倒してしまったら、リゼル──あなたを殺す大義名分がなくなってしまいますもの」

　随分と物騒な挨拶もあったものだ。リゼル先輩も眉まゆを寄せる。

「そう……『吊された男ハングドマン』も『死神デス』の同盟に入ったわけね。あなたの方こそ、落ちたものね。早池峰家の家名に傷が付くわよ」

　リゼル先輩の挑発に、夜鷹はねっとりと微笑む。その淫いん靡びな笑みに、思わず背筋がぞくっと震えた。

「わざとらしい挑発はいらなくてよ。すぐにあなたを殺し──いいえ、やはり殺さないわ。あなたには、姫ひめ神かみ家が没落するのを見届けて頂かなくてはいけませんもの。そして、ずっと可愛がってあげる……殺してと懇願されても、絶対に殺してあげないの。ふふ……楽しみだわ」

「……相変わらず、品のない最低の趣味ね」

「その澄ました顔が屈辱にゆがみ、泣き叫ぶ様が目に浮かぶようだわ。ああ、早くあなたを縛って、吊つるしたいわ」

「ふふっ、ご冗談を。私もちょうど魔法薬の素材を探していたの。あなたの内臓が、ちょうどいいかも知れないわ」

　殺伐とした内容なのに、二人の表情と仕草は上流階級のお嬢様。何だか余計に怖い。

「夜鷹様。そろそろお時間です」

　綾織が少し焦じれたように催促した。

「あら？　長居しすぎましたわ。ふふっ、ではごきげんよう」

　上品な会釈をすると、夜鷹は踵きびすを返す。綾織は俺をひと睨みすると、夜鷹の後をついて行く。

　暗い通路の奥へと、夜鷹と綾織が消える。と、突然明かりが点ついた。

　明るい店内には、もう二人の姿はない。

　そして遠くから、アウトレットモールの喧けん噪そうが近付いてくる。

「先輩……」

「ついに直接仕掛けて来たわね……『死神デス』が」

　そして露骨に嫌そうな顔をした。

「しかも夜鷹まで……うっとうしいわ」

「なんか、俺よりもリゼル先輩を狙ってるみたいでしたね」

「姫神家と早池峰家は、昔から対立関係にあるのよ。大昔には、戦争をしていた時期だってあるわ。そのせいで、今でも仲が悪いの。おかげで私と夜鷹も、子供の頃からあらゆることで競わされたわ。家同士の代理戦争みたいなものね」

「なるほど……それじゃ先輩も大変ですね」

「今さらよ。もう慣れたわ」

　リゼル先輩は、あきらめたような笑みを見せる。

「それよりも、敵がこれだけ派手に動いてきた以上、私たちにも対策が必要よ」

「はい。でも、どうしたら……」

「いくつか考えていることはあるわ。例えば、戦力の増強。新たなカードを追加するということよ」

　確かに……前にステラにも似たようなことを言われた。

「でも、俺のカードになってくれそうな相手に、心当たりがないというか……」

「それについては、私もハッキリとは言えないけど……でも、見込みのありそうな相手ならいるわ」

「え？　誰なんですか？」

「まだ確証が持てないから、それはまた今度ね。それよりもユートには別の対策をやってもらう必要があるの」

「それは……どんな対策なんですか？」

「この夏の間に、必殺技を身に付けてもらうわ」

「ひ、必殺技ですか!?」

　なんか凄すごく魅力的な響きだ。

「あなたの成長は著しいけど、もっと強くなってもらう必要がある。それも早急に。だから……夏合宿を決行するわ！」

「夏……合宿!?」

　そういえば、前に水着を買いに行ったときに、予告されてたっけ。

「確か、特訓の内容によって行き先が変わるって話でしたよね？　どこへ行くことになるんですか？」

　リゼル先輩は、キッと俺に顔を向けた。

「ハワイよ」

　なんですと!?

「必殺技を身に付けるには、特訓が必要。かなり過酷な合宿になると思うわ」

　ごくりと俺は喉のどを鳴らした。

　先輩がここまで言うからには、相当キツい特訓が待っているに違いない。

　しかし──、

「やります！　どんな特訓であろうと、必ず乗り越えて見せます！」

「いい気迫だわ」

　俺の返事に、先輩は満足そうにうなずいた。

「燃えてきました！　やってやるぞ!!」

　だってハワイだし！

　必殺技だし!!

　庶民の憧あこがれと、男の子の夢のダブルヘッダー!!　もうワクワクが抑えられない！

　早く来い来い夏休み！

「それじゃ、腕によりをかけて練習メニューを考えておくわ。ウルトラゴージャス超スペシャルハード・デス・コースのね」

　そのネーミングは、浮ついた俺の心を冷えさせるのに十分だった。
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　いよいよ夏休みである。魔王学園にも一応終業式があり、通知表もあった。教室で一人一人、担任の滝たき沢ざわ先生から手渡しされるのだが……、

「も、盛もり岡おか……くんっ、た、たとえあなたが魔王候補を三人も倒していようと……そ、それと成績は……べ、別ですっ！」

　滝沢先生は真っ青な顔で、がくがく震えながら通知表を差し出した。

「き、気を利かせて、成績を修正してると思ってるのかも知れませんが、わ、私も、誇り高き魔王学園の教師っ！　成績に手加減を加えるなど、もっての外！」

「え？　いや、手加減するなんて思ってませんけど」

「う……修正しても、その事実を隠いん蔽ぺいしろという脅しですか……しかし！　成績が気に入らないと言われても、直すことは出来ません！　た、たとえ殺すと脅されても、私は教師として死にます！」

　通知表を手渡すだけなのに、なぜそんな不穏なことを口走っているんだ。それに、手心を加えてくれだなんて頼んだ覚えもないんだけど……。

「……ねえ聞いた？　今の」

「ああ……成績を改かい竄ざんするように、滝沢先生を脅してたのか」

「それに先生の怯おびえ方……きっと、相当ひどい目に遭わせてるんだわ」

「人間のくせに、なんて悪魔的な奴だ」

　なんか凄い風評被害が!?

　とっとと済まそうと、俺は手を伸ばして通知表を受け取った。しかし、先生がこれだけ成績に手加減できないと念を押すと言うことは──、

「……そんなに悪いんですか？　俺の成績」

　と何気なく訊きくと、メガネの奥にある滝沢先生の瞳ひとみが恐怖に縮んだ。

　そのリアクションが気になって、ついその場で中を見てしまう。

「う……確かに、これは……ひどいな」

　そうつぶやいて、顔を上げると、

「ひいっ！」

　滝沢先生が後ろに飛び退き、黒板に背中をぶつけた。

「い、いや……やっぱり、死にたく、死にたくない……た、助けて……お願い」

「あ、あの先生？　別に成績が悪くても、俺は先生に八つ当たりなんか──」

　先生のむっちりしたふとももが、がくがくと震えている。その内側を伝い、温かい液体が流れ落ちる。滝沢先生の足下に、水たまりが広がった。

「ちょ！　だ、大丈夫ですか!?　先生っ！」

「お……お願い、お願いします！　何でもしますから!!　命、だけは──」

　そこまで言って、滝沢先生は白目を剥むいて倒れた。

「せ、せんせぇええええええええええ!?」

　その後、先生を抱きかかえて保健室へ急行した。俺としては先生を助けたつもりだったのだが、どういうわけか──、

「『恋人ラバーズ』の盛岡が、教室で滝沢先生にお漏らしを強制したらしいぜ！」

「しかも、その後全裸にして、首輪をつけて校内を散歩させたってマジ!?」

「あいつ人類最強の性魔術師らしいぜ。羨うらやましすぎて殺してえ……」

「前も校庭で堂々とリゼル先輩のおっぱい揉もんでたしな！　くそ！　死ね盛岡！」

　噂が憶測を呼び、デマが量産され、尾ひれが噂をした人の数だけ生えてゆく。

　──結果、

　放課後、俺はリゼル先輩に正座させられ、厳しい取り調べを受けた。

　そんな苦労の果てに手に入れた通知表。家に帰って、おそるおそる母さんと父さんに見せたところ──、

「まーっ！　まーっ！　れいなちゃんったら、オール５じゃないっ！　すっごいわ！　天才!?　天才なの!?　ああんもうっ、可愛くて、いい子で、頭もいいだなんてっ！」

「いや、ホントに凄いな！　よーし、パパ、れいなの欲しいもの何でも買っちゃうぞ！」

　──れいなをチヤホヤしていた。

「そ、そんなそんな……褒めてもらっただけで、れいな嬉うれしいですです……ありがとう、ママ、パパ」

　照れながらそんなことを言うものだから、そりゃ母さんも父さんも悶もん絶ぜつするわ。

　一方、兄貴の威厳を見せなければならない、この俺に対しては──、

「ゆーくんは……ガンバ!!」

「ユート……人間、成績だけじゃないからな。父さんから忠告するとすれば……偉い魔族と仲良くなっておけよ！　きっといい仕事紹介してくれるからな！」

　気を遣われた……なんか、怒られるよりこたえた。

　しかしそんな気分を吹き飛ばすビッグイベントが待ち構えている。

　──夏合宿（泊まり込み）である!!

　恐ろしいタイトルを聞かされはしたが、夏休みにみんなで旅行に行くことに変わりはない。そして行き先は、リゾートの王様ハワイである。

　合宿所は、オアフ島にあるリゼル先輩の別荘。にしても……やはり、リゼル先輩のお嬢様度は格が違う。

　リゼル先輩は慣れたものかも知れないが、俺にとっては記念すべき初海外。このために、俺とれいなは初めてパスポートを作りに行った。そして空港に行くのも初めてと、何から何まで初めて尽くし。

　れいなと海外旅行グッズを買いに行ったり、ガイドブックを一緒に眺めたり、家族で荷造りしたりと、準備だけでめちゃくちゃ楽しかった。

　──そして出発当日。

　初めての成なり田た空港は、まずその広さに圧倒された。どこで待てばいいのかも分からず、スーツケースを転がしながら俺とれいなは途方に暮れた。

「とりあえず一回電話でもしてみるか……」

　と、スマホを出したところへ、

「ごきげんよう。ユートさん」

　……誰？

　清せい楚そな白いワンピースに、つばの広い白い帽子。そこから流れるようにきらめく、ゆるくウェーブのかかった金色の髪。微笑む瞳は、輝くような青い色。

　リゾートにお出かけになる深窓の令嬢そのもの。その言葉遣いや、立ち姿からも上品さが滲にじみ出てい──ん!?

「お前、雅みやびかっ!?」
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　してやったりという笑顔で、くすくす笑い出した。

「もー今のユートの顔ったら、おっかしー」

　いつものギャルっぽい雅ではなく、お嬢様モードの雅だった。服だけでなく、表情や雰囲気まで変わっているので、一瞬別人かと錯覚してしまう。

　くそ、これだから女は魔物だ。いや、雅は魔族だけど。

　れいなも目を丸くして驚いている。

「でも、どうしたんですか？　いつものスタイルと全然違うですです」

　すると雅は困ったような顔で腕を組む。見た目はともかく、態度はお嬢様モード終了らしい。

「それがさー、お母様の言い付けなの。姫ひめ神かみ家の別荘にお呼ばれなら、キチンとしてお行きなさいって。ドレスとか一式持たせるんだもん。荷物が増えて困っちゃうよ」

　雅の後ろから、空港のポーターが台車を押してやって来た。大きなスーツケースが三つもある。

「──私としては、お母様の計らいに感謝したいところだけど」

　と、涼やかな声が聞こえてきた。

「リゼル先輩！」

　雅と対照的な、大人っぽいシックな黒のワンピース。その黒は先輩の白い肌を引き立たせ、上品なのにクラクラしそうな妖よう艶えんさを漂わせている。

「みんな集まったわね」

「うんバッチシ！　『恋人ラバーズ』ずらっと集合ってカンジ！」

　俺とれいなも、笑顔でうなずく。

「それじゃ行きましょうか」

　と、リゼル先輩が微笑んだとき──、

「あーっ、やっぱりユートくんだっ！」

　鈴を転がすような、可愛らしい声に呼び止められる。

　声のした方を見ると、スーツケースを転がしながらやって来る美少女──いや少年。

「ルキ!?」

『審判ジヤツジメント』の魔王候補、好こう摩まルキだった。

　セーラーカラーの白の上着に、ショートパンツ。いつもの制服のホワイトバージョンといった感じだ。スカートでなくパンツなので、男の子っぽいかと言えば……すらっとした脚の露出が増えているので、ちょっとドギマギする。

「ルキ、どうして空港に……？」

「ボク、これから旅行に行くんだ。ユートくんも？」

「ああ、俺はハワイで夏合宿だ」

「そうなの!?　すっごい偶然っ!!　実はボクもハワイで夏を過ごすんだ！」

「なに!?　そりゃ……確かに凄すごい偶然だ。しかも空港でバッタリなんて」

　ルキは俺の手を取ると、きゃーきゃーと嬉しそうに飛び跳ねた。

「便が違うのは残念だけど、向こうで会おうね！　一緒に遊ぼうね！」

「あ、ああ……」

　ぶんぶんと手を振ってチェックインに向かうルキに、俺も軽く手を振り返す。

　無邪気な笑顔を見ながら、俺は心のどこかで疑問を感じていた。

　……本当に偶然なのか？

　以前ルキは『死神デス』の同盟を警戒して、情報交換をしようと持ちかけてきた。魔王大戦を戦う魔王候補の中では、友好的な奴だと思う。

　しかし──、

　あいつがハワイに行くのが偶然でなかったとしたら、どんな理由がある？

　一人だと心細くて、俺たちにくっついてこようとした？

　或あるいは、その逆で──、

「リゼル先輩……ルキの奴、本当に偶然なんですかね？」

「どうかしら？」

　意外にもリゼル先輩はあまり気にしていないようだった。

「それじゃ行きましょう」と歩き出したので、俺は慌ててポーターから台車を預かると、自分とれいなのスーツケースを載せた。そして俺たちはリゼル先輩の後を、カルガモの親子のように列になって進む。

　しばらくすると雅が、あれっと声を上げた。

「ねーセンパイ？　チェックインのカウンター通り過ぎちゃったよ？」

「いいのよ。黙ってついて来て」

　雅は俺とれいなを振り返ると、肩をすくめて眉まゆを寄せる。何だか分からない、と言いたいのだろう。

　しかし、リゼル先輩の足取りに迷いはなく、道に迷っているとも考えづらい。

　しばらく歩くと、特別室っぽいところへ入った。

「ここで出国の手続きをするわ」

　すると雅は、何かに気付いたような顔をした。

「センパイ、ここって……ビジネスジェット用の？」

「ええ、事前に渡したチケットは必要ないわ。私がチャーターしたプライベートジェットで行くことにしたから」

　何だか、普通の海外旅行をすっ飛ばして、次元の違うセレブな旅行をすることになりそうだ。俺とれいなは、もうガクブルものだ。

　何だか良く分からない内に、マイクロバスに乗せられてジェット機のあるところまで連れて行かれた。そして小型のジェット機に乗り込むと、中はまるでホテルのリビングルーム。

　半ば夢を見ているような気分で椅子に座る俺とれいなを、ジェットエンジンの轟ごう音おんと強烈な加速Ｇが襲う。

「お、お兄ちゃんっ、か、からだが椅子に押し付けられるですです！」

「おおっ！　大気圏を脱出できそうな勢いだな！」

　人生初の離陸は大興奮だった。

「お兄ちゃんっ！　大変です！　地面が斜めに！　どんどん小さく小さくっ！」

「うおおお！　アイキャンフライ!!　地球は丸かったのか！　人類にとっては小さな一歩だが、俺にとっては大きな一歩だ！」

「す……すごい盛り上がってる……ね」

　雅に呆あきれたように言われても気にしない。俺とれいなは窓に張り付き、歓声を上げたり写真を撮ったり大はしゃぎ。

「うう～なんか負けたような気がするっ！　アタシもハジケちゃうからねっ!!」

　雅も参加して、もう修学旅行のようなハイテンション。

　他の乗客がいないので、気兼ねする必要もない。飛行機が雲の上に出て、雲海の景色が続くと俺たちの興奮もやっと収まってきた。

　そこでやっと、一人静かに珈コー琲ヒーを飲んでいるリゼル先輩に気が付いた。

「……すみません、リゼル先輩。はしゃいじゃって……」

　しかしリゼル先輩は、子供を見つめるように微笑んだ。その微笑みは、まるで聖母のようで、とても悪魔とは思えない。

「いいえ。楽しんでもらえて私も嬉しいわ」

「すっごいです！　すごく、すごいです！　もう、れいなれいな、すごいです！」

　妹様は、興奮のあまりに語ご彙いが失われてしまったようだ。

「だよねーっ！　せっかくのプライベートジェットだし！　これでハワイに行けるなんてサイコー!!」

「いいえ、ハワイには行かないわ」

「──え」

　俺たち三人は固まった。

「あの、それって……どういう？」

　恐る恐る訊きくと、

「『塔タワー』の一件といい、先日のアウトレットモールでの一件といい、私たちの動きは見張られているとしか思えない」

　俺の頭に、さっき空港で出くわしたルキの顔が浮かんだ。

「だからその裏をかくの。ハワイとわざわざ公言していたのは、敵の目を欺くため」

「えー!?　センパイ、そんなことゼンゼン言わなかったじゃん！」

「敵を欺くには、まず味方からよ」

　雅はがっくりと肩を落とした。

　俺とれいなも、すっかりハワイに行くつもりだったので、がっかりだ。

「そんなに気を落とさないで。リゾートに行くことは変わらないから」

「え？　それってどこなんですか？」

「ふふっ、それは着いてからのお楽しみよ」

　と、イタズラっぽく微笑むと、可愛らしくウインクをした。




　　　　◇　◇　◇




　到着したのは人の少ない、がらんとした空港だった。成田と比べると随分と小さく、簡素な雰囲気。壁の広告には、エジプトの壁画風のデザインや、鷹たかの顔をした神様の絵が多く並んでいる。

「先輩……ひょっとして、ここって……エジプトですか？」

「ひょっとしなくてもエジプトよ。古代に首都のあった場所、ルクソール」

　どうりで、飛行機の窓から乾いた土地ばかりが見えると思った。

　雅があからさまに不満の声を上げた。

「えーっ!?　海は？　リゾートは!?　オシャレなお店とおいしいスイーツはっ!?」

「心配しなくても、ちゃんとリゾートには行くわ」

「それって……ここからまた、移動するってこと？　地中海とか？」

　するとリゼル先輩は思わせぶりな笑みを浮かべた。

「誰もこの世界の、とは言っていないわ」

「それって……あ」

　雅は何かに気付いたような顔になった。

「でも、ここはアタシやセンパイの領地じゃないし。それに──」

「だから、ここで協力者と落ち合うことになっているの」

　──協力者？

「リゼル先輩、それって一体誰なんですか？」

　と訊いた時、

「あ、あの……」

　控えめに呼ぶ声が聞こえたので振り向くと、

「よ、ようこそ……ルクソールへ」

『歓迎、ユートくんご一行様』と書かれた紙を持った、褐色肌の美少女がいた。金髪の前髪で片目を隠し、上目遣いで恥ずかしそうに見上げている。

『戦車チヤリオツト』の魔王候補、二年生のネイト・カルナック。

「ネイト!?　どうして、こんなところに……」

「この辺りは、うちの領地だから……」

「え、そうなの？」

　リゼル先輩が優雅な足取りでやって来ると、ネイトに微笑んだ。

「世話になるわね」

「ううん。ゆっくりしてって。それじゃ、車用意してあるから……こっち」

　民族衣装を着た人たちが、荷物を運んでくれた。きっとネイトの家の使用人なのだろう。空港の前に駐とめられていたリムジンに乗り込み、移動開始。どこへ向かっているのか、さっぱり分からない。俺とれいなは、完全にミステリーツアーの気分。

　車窓からの眺めは日本とは全く違う。ハワイではないが、悠久の歴史を刻む国。これはこれでワクワクが止まらない。

　到着したのは巨大な石の遺跡が並ぶ場所だった。何でも古い神殿の跡だそうだ。

　その奥に、下へ降りる階段があった。

「暗いから気を付けてね」

　そう声をかけると、ネイトは迷わずにその階段を降りてゆく。俺たちもネイトに続き、そのさらに後ろからネイトの使用人が荷物を持って降りてくる。

　暗いのに加えて、壁に描かれたエジプトの壁画が不気味さを醸し出していた。

「っ!?」

　突然、誰かに腕をつかまれた。

「リ、リゼル先輩？」

　俺の腕を胸にぎゅっと抱いていた。しかしバツが悪そうに視線を合わせない。

　これは……もしや、前に雅がからかってた、リゼル先輩はお化け屋敷とか、ホラーとか、暗いところが苦手っていう──、

　そう思い当たったとき、力を込めて腕を抱きしめられる。おっぱいがより強く押し付けられる結果になった。

「勘違いしないで。ちょ、ちょっと暗いから、足下が危ないの。それだけよ」

　先輩としての威厳を保とうとしているようだが、声が少し震えている。

「ですね。しっかりつかまっててください」

「……なにを笑っているのかしら？」

　しまった。つい顔がニヤけてしまった。

「まさか私が怖がっているとでも思っているの？」

「い、いえ！　そんなことはっ」

　大きな声を出してしまったせいで、注目を集めてしまった。雅が「あっ！」と声を上げ、不満そうに頬をふくらませた。

「センパイずっるーい！　アタシだってイチャつく！」

「れいなもれいなもっ、お兄ちゃんと……お手て……つなぎたい」

　ただでさえ狭い通路が、余計に窮屈になった。

「ユートとは、私が腕を組んでいるのだから、あなた方二人で手をつなぎなさい」

　と、先輩は俺の横を死守するように、さらに腕を胸に押しつける。

「えーやだよ！　アタシもユートがいいっ！」

「ちょ……狭いんだから、無理に三人並ぼうとしないで！」

「れ、れいな、お兄ちゃんのシャツの裾すそ、つかんでいいですか、ですか？」

　賑にぎやかなんてもんじゃない。さっきまでの不気味な雰囲気は、すっかりどこかへ行ってしまった。先頭を歩くネイトが、くすくすと忍び笑いをしているのが聞こえる。

「本当に『恋人ラバーズ』のみんな……仲がいいね」

　するとリゼル先輩は眉を八の字にして、慌てて取り繕おうとする。

「ち、違うの。いつもはもうちょっと、ちゃんとしてるわ。旅行だから、みんな盛り上がっているだけなの」

　ネイトはどこか寂さみしそうに微笑む。

「ううん……うらやましいな、って思って」

「え？」

　俺はその笑顔に引っかかりを覚えた。どうかしたのか？　と訊こうとしたとき、ネイトは足を止め、俺たちを振り返った。

「ここが目的地」

「……？」

　と言われても、目の前に立ちはだかるのは石の壁。そこには、いかにもエジプトらしい横顔の人物と、象形文字がびっしり刻まれている。

　一番大きく描かれているのはファラオだろうか？　その前にひざまずく人々が供物を捧ささげている図に見える。

　ネイトはその壁に触れると、呪じゆ文もんを唱え始める。

「これは!?」

　石の壁が真ん中で割れた。そして重い石を引きずる音が響き、左右に開いてゆく。

「……な」

　その向こうには、別世界のような景色が広がっていた。緑が生い茂り、その向こうに青い海が見える、まさにリゾートの眺め。

「そんな……ここ、地下だよな？　それも、相当深く下りてきたのに……」

「これは、うちのプライベートゲートなの」

　少し恥ずかしそうに言うと、ネイトはその門を通ってリゾートへ足を踏み入れる。

　まぶしい景色に恐怖も消えたようで、リゼル先輩は俺の腕を放すと、怖がっていたのが嘘のように颯さつ爽そうと歩いて行く。

「へえ……いいところね」

「ひゃっほー!!　リゾート、りっぞぉ～と～♪」

　雅も、謎の唄うたを歌いながら、まぶしい景色の中へ飛び込んでゆく。俺とれいなも、顔を見合わせてから、その門をくぐった。

　途端に、緑の香りが漂い、潮風が吹き抜ける。

　俺は生い茂る南国風の木々の葉に触れてみた。足が踏みしめる緑の草。そのどれもが、本物の感触だ。やがて、足の下が砂に変わる。木がまばらになり、森を抜けた。

　すると、目の前に雄大な眺めが広がった。白い砂浜に波が打ち寄せる、見渡すばかりの水平線。

　青空には白い雲が浮かび、日差しがさんさんと降り注ぐ。しかし湿度が低いのか、蒸し暑くない。心地好よい風が海から吹いてくるので、暑いのに快適だ。

「一体、どうなってるんだ？　これは……」

　思わずそうつぶやくと、リゼル先輩が立ち止まった。

「ここは魔界よ」

「ま、魔界!?　ここが!?」

　言葉から想像するイメージとはだいぶ違う。と言うか、どこか別の場所に瞬間移動したと言われた方が、まだ納得出来る。

　しかし空を見上げると、いつもとは違うことに気が付いた。普段見ている月よりも、はるかに大きい。さらに、島のような巨大な岩の塊が、宙に浮かんでいる。

　地下にこんな青空がある、というのも不思議な話だ。ひょっとして書き割りなのでは？　と疑いたくなった。

　よく見ると、空を横切るように目盛りの付いた線が引かれていた。そこに沿って魔術文字が浮かんで、ゆっくり動いている。あれも何かの魔法だろうか？

　不思議そうに辺りを見回していると、リゼル先輩が説明をしてくれた。

「本来、『魔界』と『人間界』は、相互に行き来することは出来ないわ。二つの世界の間に、越えられない壁があるようなものなの。その壁に魔法で穴を開けたのが、さっき通ってきたゲートよ」

「そ、そうなんですか……学園の授業では、そんなことは全然……」

「あはは、そりゃそーだよ。そんなの小学校で習うよーなことだしね」

　今まで知らなかったの？　とばかりに雅に笑われた。

　れいなに目を向けると、雅の言うことを裏付けるように、こくこくとうなずく。

「ですです。ゲートを作ってから、人間界の開拓が始まったです……人間からエネルギーを得て、その代わりに知識をもたらし、それによってさらに効率的にエネルギーを回収するようになった……と教わりました」

　リゼル先輩が、よく出来ました、と言うようにうなずく。

「魔界と人間界の行き来は、管理局によって厳密に管理されているわ。でも、伝統と格式を持つ貴族には、今通ってきたようなプライベートゲートを持っている家もあるの。うちにもあるけど、今回はお忍びだからネイトのところのを借りたのよ」

　リゼル先輩が感謝のまなざしを向けると、ネイトは照れたようにはにかんだ。

「使うときは、いつでも言って。リゼルたちが魔界に来ていることは、学園にも、他の魔王候補にも分からな……あ」

「どうかしたの？」

「う、うん。実は、他にも来ている人がいて……断り切れなくて……ごめんね。でもリゼルたちには、あたしのプライベートビーチを使ってもらうから──」

「その声、ネイトとリゼル？」

　砂浜に立てられた、一本のビーチパラソル。その下から透き通った声がした。

　ビーチベッドから体を起こしたのは、白ビキニを身に着けた、透明感のある肢体。細身なのに、出るところはしっかりと出た抜群のスタイル。

「まったく……せっかくオフを、知り合いのいないところで過ごそうと思ったのに」

　現れたのは『星スター』の魔王候補、星ほしガ丘おかステラ。その不機嫌そうな表情だ。

　リゼル先輩も嫌そうに眉まゆを寄せる。

「……ステラ。まさか、あなたもここに来ているなんてね」

「それはこっちのセリフよ。ネイト、何で黙ってたの？」

「う……それは」

　そうか……恐らく、俺たちが来るのは秘密にしなきゃいけなかったから、ステラにも言っていなかったんだ。本当は断りたかったのだろうけど、ステラの押しの強さか、ネイトの性格的なものか……いずれにしろ断れなかったんだろう。

　ともかく、俺たちがネイトに迷惑をかけて、困らせてしまっているのに違いはない。

　俺はネイトを守るように、ステラの前に立ちふさがった。

「ネイトのせいじゃない。俺が無理に頼み込んだんだ。俺たちもステラの予定とバッティングしているとは知らなかった。悪かったな」

「ユートくん……♡」

　その声に振り向くと、ネイトが両手の指を組んで見つめていた。頬も赤く、瞳ひとみに涙が溜たまってうるうるしている。

　泣きそうになるほど困っていたのか。かわいそうに。

「でも俺たちはステラの目の届かないところで過ごすから。休暇の邪魔はしないよ」

「……あたしがここに来ていることをバラしたら、殺すわよ」

「了解だ。お互い、ここでは会わなかった──ってことでいいな？」

「はいはい」

　ステラはむすっとした顔で、事務的に返事をした。気が変わらない内に、立ち去ろうとすると、

「ちょっと待ちなさいよ」

　呼び止められた。

「『塔タワー』のマリオスを倒したのは、ユート……あんたなの？」

「いいや、違う。あと一歩までは追い詰めたけど、逃げられた」

　ステラは少し悩むように、眉を寄せた。

「ねえ、リゼル。『死神デス』の正体はつかんだ？」

「いいえ。うちの生徒じゃないのは間違いないわね。一応、他の学園の生徒も調べたけど、該当する生徒は見つからなかったわ」

「やっぱ、そっか……」

「『死神デス』に会ったみたいね」

「まあね。『塔タワー』『月ムーン』『太陽サン』『力ストレングス』『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』が仲間に付いていたわ。『月ムーン』の北きた上かみルナティックは始末しちゃったけど」

　ステラが『月ムーン』を倒したのは初耳だった。俺の知らないところでも、魔王大戦が行われていることを実感する。

　ステラは俺の方をちらりと見た。

「何者であれ、魔王候補であれば魔王学園の入学許可が下りるわ」

　まさに俺がその生きた例だ、と言わんばかりだった。

「それなのに、『死神デス』……浄じよう土どヶが浜はまロストが入学してないのはなぜ？」

「俺に訊きかれても……」

　と言いながら、先輩の表情を覗うかがう。その目は、余計なことは言うなと語っている。

　俺は肩をすくめた。

「……もしまた現れたら、本人に訊いてみてくれ」

「ま、何か分かったら、教えなさい」

　一方的に言うと、ステラはビーチパラソルの下へ戻って行った。

「……とにかくアレは結構ヤバいわよ。せいぜい気を付けなさい」

「あら？　ステラにしては殊勝な態度ね」

　リゼル先輩が冷やかすと、ステラはふんと鼻を鳴らしただけで、返事もせずにビーチベッドへ横になる。もう話すつもりはないようだ。

「それじゃ行きましょう。ネイト、案内をお願いね」

「う、うん……こっち」

　俺たちもその場を離れ、砂浜を歩いて行く。

　ロストはステラにも会いに行ったのか……一体何を話したのだろうか？

　俺もロストとの会話内容はステラに教えなかったが……しかし、ロストがなぜ魔王学園の生徒でないのか、知らないのは本当だ。

　だが、想像することは出来る。

　ロストにとって魔王学園は憎むべき対象だ。そんな学園には、入学したくない、というのは不思議な話ではない。

　魔王学園の反逆者……か。

　俺は魔界や魔族をどう思っているのだろう？　確かに、俺を見下したり、バカにする相手には腹が立つ。でもそれはその魔族個人に対してだ。種族としての魔族全てを憎んでいるわけじゃない。

　実際、俺はリゼル先輩や雅、れいな、ネイトのことは好きだ。だから、ロストが言うような反逆の意志で次期魔王を目指しているわけじゃない。

　しかし、魔族から見ると違うのだろうか？　人間である俺が魔王学園に通っているだけで、それは魔族に反逆していると映るのか？

　そんなことを考えていると、

「あれが、あたしの別荘」

　ネイトが指さしたのは、海に向かって延びる桟橋。その先に、浮き島のようなコテージがあった。まさに海に浮かぶ別荘。写真でしか見たことのない、海外のリゾートの眺めだ。

「本当に魔界とは思えないな……」

　思わずつぶやくと、リゼル先輩がくすりと笑った。

「人間が『地獄』と聞いてイメージするような場所もちゃんとあるわ。草木一本生えない荒野、噴火を繰り返す山岳地帯と、煮えたぎる湖。霧が立ちこめ、迷い込むと二度と出られない町。恐ろしい魔物が徘はい徊かいする色のない森。そっちの方が良かったかしら？」

「……え」

　するとネイトが気を利かせるように、

「あ……だったら、あっちの山荘の方がいい？」

　そう言って、海とは反対側の山々を指さす。

「何だ……あれ？」

　明らかに異様だった。山から裾すそ野のに広がる森はなぜか灰色で、うっすら霧がかかっている。そして上空は、なぜか紫色に渦巻いていた。

「あの山は『牢ろう獄ごくの山』といって、日の届かない一日中暗い森なの。方向感覚も狂って、一度入るとなかなか抜け出せないの。不気味で、しかも魔獣がいっぱいいて危険なんだけど、一応、山荘はあるから……廃はい墟きよだけど」

「いいえっ！　ここがいいです!!」

　俺と雅とれいな三人揃って、ぶんぶんと顔を横に振る。その様子を見て、リゼル先輩はにっこり微笑んだ。

「ふふっ、それじゃ一いつ旦たん荷物を置いて、それからミーティングよ」

　──というわけで、予定とだいぶ変わったが、夏合宿の始まりである。




　　　　◇　◇　◇




　それぞれに部屋を割り振り、荷物を置いた後、広いリビングに集合した。

「それじゃ、この合宿の目的を説明するわね」

　リゼル先輩が先生のように前に立ち、俺たちは床に座って先輩を見上げている。

　……なぜかネイトも交ざっているのは不思議だけど。

　これは『恋人ラバーズ』のミーティングで、ネイトは『戦車チヤリオツト』の魔王候補。仲の良い友人ではあるが、いわば敵同士である。

　本当にいいのだろうか？　と疑問を感じるのだが、ネイトはこの別荘の家主だし、特訓の場所を提供してくれているので無下にも出来ない。何より、リゼル先輩が気にしていないようなので、俺たちも敢あえて触れなかった。

「最終的な目標としては、ユートに必殺技をマスターしてもらうということよ」

「へーっ！　必殺技!!　なんかめちゃくちゃアツいね!!」

　雅が面白がって、シャドーボクシングをするように拳こぶしを前に突き出す。

「でもリゼル先輩、その必殺技って具体的にはどんなものなんですか？」

　先輩は腰に手を当てて、迷うように少し間を置いた。

「『恋人ラバーズ』の固有魔法よ」

　……ん？

　俺と同じ疑問を感じたらしく、れいなが手を挙げる。

「でもでも、お兄ちゃんは『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』と『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』という二つの固有魔法を持ってます。それなのに……ですか？」

「ええ。三つ目の固有魔法よ」

「えーっ!?　そんなの聞いたことないよ？」

　雅は疑わしそうな顔で、腕を組んだ。

「そう、『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』もユート以前は、誰も実現出来なかった。けれど、その存在は明らかにされていたわ。でも、『恋人ラバーズ』にはまだ隠された力がある。そのアルカナには、誰も見たことのない魔法が埋蔵されているのよ」

　俺は胸に下げた『恋人ラバーズ』のアルカナを手に取る。

　裸の男女が向かい合い、その奥に祝福するような天使の姿が描かれている。

「まだ、見たことのない魔法が……」

「でもさー、何でセンパイはそんなの知ってるの？」

　雅にしては、鋭いツッコミだ。

「企業秘密よ」

「えーっ、ずるーい！」

「姫神家が今まで研究を続けた成果……とでも、思っていて」

「なるほどー……って！　それテキトーすぎ！」

　リゼル先輩は、それ以上の説明をするつもりはないらしく、静粛に──と言うように手をパンと叩たたいた。

「いい？　固有魔法をどうこうする前に、その固有魔法を引き出すためには、前提条件があるわ。まず一つ目、魔力の上限値を引き上げること」

　元々普通の人間だっただけに、俺は大量の魔力を使うことが出来ない。『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』で魔力を生み出せるとはいえ、俺の体はいわば小さなコップ。魔力を使い切れる容量が小さいのだ。あふれる魔力を使い切れていない。一方、先輩の入れ物はバケツ、いやバスタブくらいあるかも知れない。

「でも、体育祭のとき明らかになったように、一度に大きな魔力供給を行うと、ユートの魔力上限値が上がるわ。その効果を利用して、ユートがより強力な魔法が使えるようにするの」

　確かにそれは必要なことだ。しかし、問題なのはその方法。

「それって……『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をするってことですよね？」

「え、ええ……しかも、今までよりも過激な方法でする必要があるわ」

　頬を染めて、リゼル先輩は視線をそらした。すると、すかさず雅が冷やかす。

「うっわ～センパイったら、えっち～」

「し、仕方ないでしょ！　とにかく、目標値は１０００００よ」

　10万!?　今の魔力上限は５万だから、倍にしなきゃいけないってわけだ。しかもゲームの経験値みたいに、地道に蓄積することが出来ない。

　どんだけ……凄すごいことをしなきゃいけないんだ……。

　雅も「ちょっと暑いな～」とか言って、赤くなった頬を手の平で扇あおいでいる。先輩を冷やかしたのも、実は照れ隠しだったのかも知れない。

　れいなも両手の指先を合わせて、もじもじしていた。

「あぅ……お兄ちゃんと、『かげき』なこと……ごめんなさい、ママ、パパ。お兄ちゃんが先輩たちとえっちなことにならないよう、見張りを頼まれたのに……れいなは悪い子ですです……」

　そんな密命を負っていたのか……れいな。

　ネイトだけは分かっていないように、きょとんと首を傾げている。

　リゼル先輩は頬を赤くしたまま、こほんと小さく咳せき払ばらいをした。

「二つ目は、『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を使用するときの限界時間を延ばすことよ」

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の限界時間を？」

「ユート、今の限界時間はどれくらい？」

　俺は首から下げた、『恋人ラバーズ』のアルカナにリゼル先輩の質問を尋ねると──、

『現在の推奨限界時間は、三十秒です』

「──だそうです。粘れば、もうちょっと頑張れると思いますけど」

　と言うことは、れいなの核を交換したときは、相当無む茶ちやをしてたんだな……と今さらながら背筋が寒くなった。

　先輩の話では、無理しすぎると魔術回路がオーバーヒートして、全身の細胞が沸騰して死ぬらしいからな……。

「そんなに短かったのね……ごめんなさい。私が迂う闊かつだったわ……」

　しょんぼりしたリゼル先輩に、俺は慌ててフォローを入れた。

「い、いえ！　こうして元気なんですから、問題ありませんよ！　それに、たとえ止められても俺はやってたと思いますし……それより、どうやったら『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の限界時間を延ばせるんですか？」

「それには『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を実際に何度も繰り返すしかないわ。そうやって体内の魔術回路の強度を上げてゆくの」

「分かりました。でも……それだと一日に何度も出来ないですね」

「そこが『恋人ラバーズ』の魔王候補の強みを発揮出来るところよ」

　リゼル先輩は、ぱちっと片目をつぶった。

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を一度使ったらその度に休憩をして『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をするの。『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』には魔力を分け与えると共に、癒いやしの効果もある。そうすれば、普通の魔族の何倍もの効率で特訓が出来るわ」

　へえ、とネイトは感心したような声を上げた。

「そんなことが出来るなんてすごい……でも、『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』ってどんなことをするの？」

「そ、それは……」

　気まずい顔で、みんな視線をそらした。
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　ミーティングも終わり、いよいよ特訓の開始である。

　それぞれ水着に着替えて、ビーチへいざ出陣。

　……水着？

「それじゃユート。日焼け止めを塗ってくれるかしら？」

　リゼル先輩がビーチマットの上に横たわり、雪のように美しい背中を見せつけている。

　あれ？　特訓はどこへ行ったの？　と思わなくもないが、リゼル先輩の肢体の前には些さ細さいな問題だった。

　それに、雪のような肌を溶かさんばかりに、夏の日差しが容赦なく降り注いでいる。この紫外線から先輩の肌を守らなければならない！　そんな使命感が、突如として俺の心に生まれた！

　そう！　これは使命なのだ!!

「し、失礼します……」

　心の声は威勢がいいのだが、実際の態度は控えめになってしまう。俺は日焼け止めを手の平に出すと、そっと先輩の背中に広げてゆく。

　一旦広げておいて、改めて首筋から。セクシーなうなじと細い首、そして繊細な肩、肩甲骨、それから背骨と背中全体に念入りに塗ってゆく。

「ん……気持ちいいわ。ユートは塗るのが上手ね」

「あ、ありがとうございます」

　褒められると、俄が然ぜんやる気も上がる。にしても、こうして念入りに先輩の肌を撫なで回すのは初めてかも知れない。先輩の体の隅々まで調べているような気持ちになる。

「塗り残しのないようにね？　水着の紐ひもの下も」

　そうか、ズレたりすると、塗り残したところが日焼けするかも知れない。俺は先輩の背中を横切る水色の紐、すなわちビキニのブラの下に指をもぐり込ませる。

「あ！」

　その拍子にホックが外れてしまった。ブラの紐はマットの上に手を広げたように、ほどけた。

「すみませんっ！」

　慌てる俺に、先輩は余裕の笑みで応こたえる。

「大丈夫よ。こうしてうつ伏せになってるんだし。それにここはプライベートビーチよ。見られて困る相手はいないわ。気にしないで続けて」

　そうは言われても……一切隠すもののない背中と、横乳に目が吸い寄せられる。潰つぶされてはみ出したおっぱいが描く魅惑の曲線。ついつい見み蕩とれていると、

「ユート、下の方もお願いね」

　先輩が催促をするように、両脚をぱたぱた動かした。それが妙に可愛らしく、普段は大人っぽく、何でもそつなくこなす先輩とのギャップに悶もだえそうになる。

「了解です。女王クイーンのおおせのままに」

　冗談めかして答えたものの、俺の手は腰のあたりを行ったり来たり。なにせそこから先はお尻しりの山が待ち構えている。お尻を飛ばして太ももに行くべきか？　しかしそれでは、お尻だけ日焼けするという恥ずかしい状態になってしまう。

「もう……ほら、早く」

　先輩は、少しお尻を浮かせた。つまりＯＫという意味だ。

　お墨付きを得た俺は、果敢に先輩のお尻の山へと挑戦する。

　……すっげ、ふっかふか。人を確実にダメにする感触を楽しみながら、水着の下にも少し指を入れて、境目も念入りに塗り込む。

　その間も先輩の口から「ふっ♡」とか「んぅっ♡」とか、色っぽい声が漏れるので、胸の動どう悸きが止まらない。太ももとの付け根に近付くと、先輩の腰が痙けい攣れんしたように震えて、お尻がぶるっと揺れる。

　……つい調子に乗ってしまいそうだが、ここは開放感満点の屋外だ。いくらプライベートビーチとはいえ、自重しなければ。

　名残惜しいがお尻を離れ、太ももへ。すらりとした見事な脚線美に、見えない甲かつ冑ちゆうを装着するべく、日焼け止めを厚く塗ってゆく。

「よし……これでバッチリ──」

　ふわりと、頭の上に何かが落ちてきた。

「何だ？」

　頭の上に載っかっていたものを手に取ると、それは先輩と同じ、水色のビキニブラ。

「ユートぉ？　アタシもぬりぬりして欲しいなーっ♥」

　振り向くと、雅がうつ伏せの姿勢で、挑発的な笑みを浮かべている。自重で潰れたおっぱいは横にはみ出し、その容積を誇らしげに見せつけている。そしてブラは影も形もない。俺が握りしめているのだから当然だ。

「ホラホラ、お尻も塗りやすいように、下の方もちゃーんとほどいてあるから」

　雅の水着は横でひもを縛る形の水着で、そのひもがほどいてある。あれって、そういうデザインなだけで、本当に縛るようなものじゃないと思ってたのに！

「あのあの……お兄ちゃん？」

　見ると、れいなも日焼け止めを胸に抱くようにして立っている。

「ああ、れいなも塗って欲しいのか？」

　れいなも、水色のビキニ姿だった。どうやら、サイズの違いはあれど、全員同じ水着を着ているらしい。俺の海パンも水色で、こうなるとちょっと制服っぽい。

「いいえ！　れいなは、お兄ちゃんに塗ってあげるのです！　それが妹の使命なのですです！」

　ふんすと、鼻息も荒く言うれいなの決意は固そうだ。

　特訓を始める前段階が、なかなか長丁場になりそうな予感だった。
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　やっと日焼け止めを塗り終わり、特訓開始……のはずなのだが──、

「水鉄砲……？」

　全員、ライフル型の水鉄砲を手にしていた。プラスチック製のおもちゃではあるが、意外と強力なやつだ。射程も十メートル以上はあり、水鉄砲というよりもウォーターガンと呼んだ方がしっくりくる。

「特訓……なんですよね？」

「せっかくだから、楽しみながらの方がいいでしょ？」

　にやりと笑って、ウォーターガンを肩に担ぐリゼル先輩。そのポーズがキマっている。

「これは特訓用に改造を施したものなの。水を撃ち出すには、魔力を使う必要があるわ」

「え？」

　試しに引き金を引いてみたが、確かにウンともスンとも言わない。しかし手の平から、ウォーターガンに魔力を流し込み、引き金を引くと──、

「おぅ！　水が出た!!」

　砂浜に水が飛び、砂が濃い色に変わる。

「ユートはゲーム中『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を発動し続けて。キツくなったら、休憩よ。無理しすぎないでね」

「分かりました！」

「それじゃチーム分けね。最初は盛岡家チーム対私と雅でいいかしら？」

「了解です！　頑張ろうな、れいな」

「は、はいっ！　盛岡家の一員として頑張りますですです!!」

　盛岡家チームと言われたのがよほど嬉うれしいのか、れいなはやる気満々の笑顔で、むんと拳こぶしを握りしめた。

　ちなみに、れいなは魔界の公式な登録では、今でも小こ岩いわ井い家の一員になっている。そうしないと、魔王学園に通う資格を失ってしまうという事情からだ。だから学園では、今でも小岩井れいな。そして、魔界と関係のないところでは、盛岡れいなと名乗っている。

「それじゃ、いくわよ！」

　先輩と雅がウォーターガンを構える。

「よしっ！　頼むぞ『恋人ラバーズ』のアルカナ！　『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」

　俺の体の中で魔術回路が組み上がり、魔力が次から次へとあふれてくる。それを水のようにウォーターガンに流し込み、引き金を引いた。

　銃口から水がほとばしる。試しに上に向けて撃ったのだが、放物線を描き、上手うまいこと雅の顔に降りかかった。

「やーん♥　ぶっかけられたぁ～」

　当たっても水なので、雅もはしゃいでいる。

「よし！　飛距離は十分！」

　今度は真っ直ぐに狙いを付ける。そして水の弾丸は、見事雅の大きな胸に命中。高圧の水流は、雅の重量級おっぱいを揺らした。

「おっぱい狙うなんて、ユートのえっち……ありゃ？　色が変わったよ？」

　雅のビキニのブラの色が、水色から黄色に変わっていた。質問するような視線をリゼル先輩に向けると、

「ゲーム感覚で訓練できるように、頼んでおいたの。青から黄色、赤と変わるわ。赤になった状態で攻撃を受けたら負けよ」

　それで全員同じデザインの水着だったのか。

「なっるほどーっ！　んじゃ、反撃いっちゃうぞーっ!!」

　雅が撃ち返してきた。こちらの弾が当たるということは、向こうの弾も当たるということだ。雅のウォーターガンから撃ち出された水が、見事に股こ間かんに当たる。

　距離があったので大したことはなかったが、至近距離からだとちょっとヤバい。急所だし。

「そう簡単に、当てさせないぜ！」

　砂浜を走り回り、ウォーターガンを乱射する。

　歓声を上げたり、笑いながら撃ち合う姿は、夏のレジャーそのものだ。正直むちゃくちゃ楽しい。こんな特訓なら大歓迎だ。

　だが、すぐに頭が痛くなり、息苦しくなる。三十秒しか保もたないのだから当然だが、ここからがガマンのしどころだ。徹底的に体の中の魔術回路を鍛え上げるんだ。

　そんな俺を狙うように、リゼル先輩がウォーターガンを片手にやって来る。

「ふふっ、もう限界かしら？　ユート」

　俺は歯を食いしばって、引き金を引く。

「いいえ！　まだまだです!!」

　しかし、俺の撃った水はかわされ、逆に先輩の水が俺の股間に命中する。

　リゼル先輩の腕前に、俺は驚いた。

　無駄のない、的確な射撃で俺とれいなの水着を、あっという間に赤く染めてしまった。みんな遊んでいる中で、一人だけマジな感じというか……いや、リゼル先輩も笑っているけど、微笑みを浮かべながら正確無比な射撃をするところが、怖いと言うか何と言うか。

「く……」

　つい足が止まり、膝ひざをついた。楽しげだった気持ちが吹き飛び、ただただ苦しい。

　くそっ、さすがにもう限界か……っ!?

「もらったよ！　ユート!!」

　勝利を確信した雅が、俺に向かって引き金を引く。

「お兄ちゃん！」

　咄とつ嗟さに、れいなが俺の前に立ちふさがった。れいなの水着は既に赤色だ。

「ひゃっ！」

　その胸に水を受ける。

　れいなの犠牲は無駄にはしない！

「喰くらえ雅！」

　雅のブラも赤く染まっていた。そこに俺の渾こん身しんの一撃が命中する。ちょうど左胸の先端に水を受け、胸がたわんだ。

「あんっ！　やーんっ！　当たっちゃったよ～」

　残念そうに嘆く雅。そしてブラが溶けて、おっぱいがぼよんと前に飛び出──え？

「あれ？」

「はわわわ!?」

　振り向いたれいなのブラも、溶け落ちている。

「リゼル先輩……こ、これは」

「し、知らないわ。私は、負けが分かるようにしておいて、と発注したのだけど……」

　困惑するリゼル先輩のおっぱいに、雅が銃口を向け、連射した。

「きゃぁっ!?」

　完かん璧ぺきな戦い方を誇っていたリゼル先輩の水着が、あっという間にレッドゾーンを超えて、消失した。

「……確かにコレはハッキリ分かりやすいかも」

「みっ！　雅!!　もうゲームは終わってるでしょっ！」

「だって、アタシだけ剥むかれるの、なんかちぇーってカンジじゃん？　それと……」

　雅はギラリと光る目を俺に向けた。

「ユートだけ無事ってのも、仲間はずれでシクシクだよね？」

　完全に獲物を狙う目。そして、隣のリゼル先輩も……目の色が変わってる!?

「ユートの……い、いえ、別に見たいわけじゃないわ。これは特訓なんだから！」

　うおっ!?　もう限界に来ているここに来て、更なる延長戦がっ!?

　ふらつきながらも、何とか立ち上がる。

　もう限界と思ったところからが、本番だと筋トレの何かで見た気がする！

「まだまだぁああああ!!」

『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を発動し、ウォーターガンに魔力を送り込む。そして、

　──俺は意識を失った。
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「……あれ？」

　見渡す限りの草原。

　雲が浮かぶ、水色の空。

　真っ平らな地平線の彼方かなたに、赤い山が見える。

　俺は、芝生の上で一人、立ち尽くしていた。

「……」

　──ここは、どこだ？

　牧歌的な眺めのようで、どこかおかしい。

　自然にあふれているのに、どこか直線的で人工的。まるで書き割りの中に入ったようだ。

　遠くに見える山も、すぐ近くにあるようにも思えるし、遥はるか彼方のような気もする。

　俺は砂浜で特訓をしていたはず。しかし、海はどこにもない。

　もしかしたら、これも特訓の一環？

　でも記憶が確かなら……俺は雅に対抗しようとして、無理し過ぎて気を失った……と思う。とすると、これは夢なのか？

　夢の中で夢だと思うのは、なかなかレアだ。

　寝ている間に見る夢は、記憶の整理が行われている影響だと聞いたことがある。しかし、こんな光景にまったく覚えはない。

『盛岡雄ゆう斗と』

　──!?

　振り向くと、銀髪の少女がいた。

　ギリシャ神話に出て来そうな、白くシンプルなドレスを身にまとっている。

「な……」

　いつの間に？

　そんな疑問も、その少女の美び貌ぼうにかき消された。

　この娘こは、人間……なのか？

　違う。

　根拠はない。だが心の中で断言した。

　人間にしては綺き麗れい過ぎる。

　柔らかい金属のような銀色の髪も、輝くような金色の瞳ひとみも、透き通るような白い肌も、そのどれもがとんでもなく綺麗で、強烈な印象をもたらしている。

　それなのに、どこか儚はかなげだった。

　魔族なのだろうか。

　しかし、咄嗟に浮かんだ言葉はその全く逆だった。

　──天使。

　──或あるいは女神。

「君は……？」

『私の名は、ザイン』

　──ザイン？

「えっと、ザイン……君は何者なんだ？　それに、ここは……」

『ここは私の世界』

「君の、世界？」

『そして私が何者になるかは、あなた次第』

　……良く分からない。

「謎かけみたいな答えだ」

　ザインは薄く微笑んだまま、表情を変えない。優しさにも、冷たさにも取れるような、不思議な微笑みだった。

『私はずっと待っています。私が解放されて、私が私になれる日を』

　俺は、周りを改めて見回した。

「ここに閉じ込められているかのような言い方だけど……ここは君の世界なんだろ？」

『ええ』

　何が言いたいのか、今ひとつ分からない。

　でも、これが夢なら別に不思議じゃない。夢に論理性を求める方が間違っている。

『盛岡雄斗、あなたなら私を解放してくれると信じています』

　相変わらず耳に優しい、気持ちのいい声。淡々と語っているようでいて、どこかに不思議な親しみを感じる。

　こんな喋しやべり方を、いつも聞いていたような気がするが……？

「解放って……助けられるのなら、そうしたいけど。どうすればいいんだ？」

『その答えは、あなた自身の中に眠っています』

「え……？」

『夢と希望』

　──は？

『それがあなたの可能性です』

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

『それを成し遂げるために、心の底から私を求めたとき、私は応こたえることが出来る』

　夢とか希望とか、そんな気恥ずかしい言葉が出てくるとは思わなかった。小学校の道徳の授業みたいだ。

『私は自ら夢を抱くことが出来ません。他人に必要とされて、初めて私も夢と希望を抱けるのです』

　それは……、

「ちょっと寂しいな」

　初めて、ザインの表情に変化があった。ほとんど気付かないレベル、もしかしたら気のせいかも知れないが、それでも少し笑ったように見えた。

　……なぜだろう。

　ザインとは、前に会ったことがあるような気がする。

　どこで？

「賭かけをしましょうか？」

　背後で女の子の声がした。

　この声……。

　振り向くと、そこにいたのは幼稚園くらいの小さな女の子。

　しかし大人びていて、可愛いと言うよりも美人という表現がぴったりくる。

「リゼル……先輩？」

　この顔立ち、綺麗な黒髪、間違いない。リゼル先輩だ。

　突然若返ったような……いや、先輩の昔の姿のような。

　大きな青い瞳が、じっと俺を見上げていた。

「ユート、あなたは十年後も、今と同じでいられる？」
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「……あれ？」

　何でビーチパラソルの下で横になっているんだ？

　それに後頭部が、やけに気持ちいいというか……。

「気が付いた？」

　視界に、ビキニに包まれたおっぱいが入ってくる。そのおっぱい越しに、リゼル先輩の顔が現れた。

　……ってことは……これ、先輩の膝ひざ枕まくら!?

「す、すみません……俺」

　起き上がろうとした体を、左右から押さえ付けられる。

「まーだ。ジーッとしてて」

「もうちょっとで元気元気になるですです」

　左に雅、右にれいなが俺に抱きつき、体を擦こすりつけていた。しっとりした肌が吸い付くようで、とても気持ちがいい。

「俺、どれくらい気を失ってたんですか？」

「ほんの十分くらいよ」

「そうですか……」

「実戦だと、致命的だけど」

　……うぐ。おっしゃる通りです。

「遊び始めたばっかりなのに、バタンきゅーだもん。もーびっくりだよ」

　ケラケラ笑いながら、雅は弾力の激しいおっぱいを、回すように押し付けている。

　確かに、いくら何でも使用出来る時間が短すぎる。何とか、長持ちさせる方法はないものだろうか……？

「そうだ。弾を撃つときだけ『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を使うようにするのはどうですか？」

　いいアイディアだと思ったのだが、先輩にあっさりと却下される。

「いいえ。連続で稼働することが出来ないと、使い物にならないわ」

　使い物？

　その言い方が妙に気になった。

「それって、俺が修得する必殺技は、連続で魔力を使用する必要がある……ってことですか？」

「必ずしもそうではないけれど、その方が安心だわ」

　……？

　リゼル先輩は、何か想定している魔法があるみたいだ。

「俺の必殺技って、どんなものなんですか？」

「それは教えられるようなものじゃないの。ユート自身が見つけないとダメよ」

　つまり、自分で編み出せということだろうか？

「それよりも、回復状況はどうかしら？」

　胸に下げたアルカナに訊きいてみる。

『魔術回路の回復状況、現在八十％。固有魔法の稼働可能』

「全快じゃないですけど、いけそうです」

「じゃ、もう一度やりましょう。起きられる？」

　雅とれいなが体から離れてから、俺は体を起こした。

「でも、リゼル先輩凄すごかったですね。狙いも正確だし、百発百中っていうか」

「こういうのは得意なのよ。銃は専門じゃないのだけど」

　専門？

「それじゃ、始めましょうか。また私に剥むかれないようにね」

「頑張ります!!」

　ふと、俺も新しい水泳パンツを穿はいていることに気が付いた。誰が穿き替えさせてくれたのか気にはなったが……訊くに訊けなかった。




　　　　◇　◇　◇




　それからチームメンバーを替えて何ゲームかしたが、とにかくリゼル先輩のいるチームが勝った。俺はゲームの度にぶっ倒れて、その度に膝枕＆抱きつかれて癒いやされるの繰り返し。

　何となく情けないような気もするが、これが予定通りの特訓メニューなので仕方がない。

　だが、何度か繰り返している内に、さすがにみんな疲れたらしくビーチマットの上で仲良く並んでぐったりしていた。

　そこへ、さくさくと砂を踏む足音が近付いてくる。

「み、みんな……お疲れ様」

　顔を上げると、近くにネイトが立っていた。手にしたお盆には、氷の入ったジュースと、みずみずしい果物が載っている。

「ありがとう、ネイト。なんか悪いな」

　しかしネイトは首を左右に振って、テーブルにお盆を置く。

「お客様だから……」

　リゼル先輩も起き上がり、色っぽい仕草で髪の毛をかき上げる。

「あまり気を遣わなくて良いいのよ？　ただでさえ無理を言ってるのだから」

　ネイトは微笑んだままビーチマットの上に腰を下ろした。

「それじゃ、その代わり……見学してもいい？」

　仲間になりたそうに見ている──とコメントを付けたくなる表情だった。

　期待のまなざしが、じっとリゼル先輩を見つめている。

「それは……構わないけど……」

　リゼル先輩は、少し悩むような仕草をした。無理もない。なにせ、次の特訓を始める前に、俺を『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』で回復させなければならないからだ。

　その表情を勘違いしたのか、ネイトは寂しげに微笑んで、腰を浮かせる。

「そうだよね……あたしは敵だし。無理言ってごめんね」

「待って！　そ、そうじゃないの。説明しづらいんだけど……」

　目を閉じ、口をへの字にして悩む先輩。しかし、決心したように目を開く。

「いいわ。そこで見ていて……いえ、見て欲しいの。ネイトには」

　先輩の言葉に、ネイトの顔がぱああ、と輝いた。

「あ、ありがとう……リゼル」

「いい？　これからすることは、『恋人ラバーズ』の固有魔法『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』。私たちの魔力をユートに分け与え、同時に体と魔術回路を回復させる儀式よ。あくまで魔法なの。勘違いしないで。それだけは忘れないで欲しいの」

「う、うん？」

　少し不思議そうに首を傾げるネイト。

　本当に大丈夫だろうか？　と心配しながらも俺たちは『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を始めた。

　先輩と雅はビキニのブラを外し、れいなも肩かた紐ひもを外して俺に体を寄せる。先輩の唇が俺の首筋に優しく触れ、雅の指が積極的に俺の下半身に伸びる。

「……」

　ネイトは、わくわくしたような笑顔のまま、固まっていた。

　その顔が真っ赤に染まっていき、汗が流れ落ちる。目がぐるぐると回り始めたところで、さすがに心配になった。

「だ、大丈夫か？　ネイト」

　と話しかけた瞬間、

「きゃぁああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　悲鳴を上げると、脱だつ兎との如く逃げ出した。

　砂を巻き上げ、見事なフォームで砂浜を疾走する。その姿はまさに『覇道最速トツプランナー』。生身でも実に速い。

　みんな苦笑いで、走り去るネイトを見送った。

「あはは……ネイトには刺激が強すぎたかなー。いきなり、ガツンってカンジだったよね」

「なんだか、れいなも恥ずかしいですです……」

　ああいう普通の反応を見せられると、すごく恥ずかしいことをしている、って事実を思い出す。最近、俺たちも感覚が麻ま痺ひしてきてたからな……。

　しかしリゼル先輩は真剣なまなざしで、ネイトの走り去った方角を見つめている。

「……脈はありそうね」

「？　何の話ですか」

「いいえ、何でもないわ。それより続きをしましょう」

　先輩は俺の頭を抱き寄せると、豊満な胸にうずめさせる。

　……おかげで、俺の疑問も吹き飛んでしまった。




　　　　◇　◇　◇




　そして夜。

　この合宿のもう一つの目標、魔力の上限アップの特訓時間。

　辺りは真っ暗で、海に浮かぶコテージだけに明かりが灯ともっている。まるで海に浮かぶ豪華客船。部屋の窓を開けて、バルコニーへ出る。その先にはプールがあり、雰囲気のある間接照明がプールサイドと、水の中に灯っていた。

　俺はバルコニーからプールサイドへと降りた。

　競泳用ではなく、あくまで遊び用のプール。大体、十メートル四方といったところか。

「……まだ誰もいないな」

　プールに来るようにとの、先輩からのお達しだったが誰もいない。

　先に少し泳いでみようか？

　昼間は海に入ってはいたけど、ひたすら遊んで──いや、特訓をしていて、泳ぐ余裕もなかったからな。陸地の方には家らしき明かりも見えるが、沖の方を見ると、本当に真っ暗だ。空に輝く星が、途中から切り取られたように姿を消す。恐らくあそこが水平線。

　昼間は青い海だったが、今は黒い。ふと、死んだときに現れる、黒い沼を思い出して背筋が震えた。

　ただでさえ夜の海は怖いが、ここは魔界の海だ。何が起きるか分からない。

　最初見たときは、周りに海があるのに何でプール？　と思ったが、やっぱりあるに越したことはない。

「お待たせ、ユート」

　待望の先輩の声。日中はトレーニング用の水着だったが、夜は果たして──え!?

「ど、どうかしら？」

　と、はにかみながら、先輩はもじもじと腰をよじる。

　水着と言うより、青い色をしたＶ字形のヒモ。

　確かこれは、スリングショット水着と呼ばれるものなのでは!?

　呆ぼう然ぜんとする俺を見て、先輩はやらかしたように頭を押さえる。

「ああ……私ったら。やっぱり、いきなり過ぎたかしら……」

「いっ、いえ！　素晴らしいです！　美しいです!!」

「そ、そう？」

　不安げな顔に、喜びの微笑みが交じった。

「はい。もうご褒美以外のなにものでもありません！」

「そう、良かった……」

　髪の毛をかき上げ、安心した笑みを見せる。その顔はたまらなく可か憐れんだ。体は異常なほど淫いん猥わいだというのに。

　そして腕を上げる動作だけで、おっぱいがはみ出してしまいそうで、目が離せない。

　泳いだら乳首ポロリ間違いなし。いや、体をひねっただけで多分アウトだ。

　胸の先を少し隠しただけで、おっぱいの美しい曲線は生で鑑賞出来る。そして、昼間日焼け止めを念入りに塗って守り抜いた、白い肌。

　きゅっと絞り込まれたウエストと、きれいなおへそ。その下に驚異的な切れ込み角度で水着が吸い込まれている。

　おっぱいだけでなく、その部分だって、動いただけで色々とはみ出してしまうに違いない。見ているこちらも、ハラハラドキドキが止まらない、穏やかでない水着だ。

　そんな俺の視線を受けているだけで、先輩も頬が上気して息が荒くなっている。

「もう……目がいやらしいわ。ユートったら♥」

　責めるような口調だが、声の悦よろこびは隠せない。

「だって、先輩がそんないやらしい格好してるからですよ。そんなの、目を離せなくなっちゃいます」

「あん……♥」

　触れてもいないのに、先輩は体を押さえて、腰を震わせた。

「ふふ、いけない子ね……ユート」

　リゼル先輩の表情は、既に発情したように蕩とろけている。瞳ひとみには淫みだらな行為への期待と、欲望が光っているようだった。

「そういえば、雅たちはまだかしら？」

　と、先輩はわざとらしく振り向いた。その後ろ姿に鼻血が出そうになる。

　ほぼ隠すものがない。お尻しりの割れ目から申し訳程度のヒモがＶ字形に伸びているだけ。背中はすぐに長い黒髪で隠れたが、綺き麗れいなお尻は惜しげもなく晒さらされている。

「ふふふ♪」

　肩越しに俺を見つめて目を細めている。そして、見せつけるようにお尻を振る。

　こんなの興奮するなという方が無理だ。

『魔力の上限が５５０００に上昇しました』

　早速、アルカナから報告が上がってくる。

「先輩さすがです！　上限が５０００アップしました！」

「あら……まだ水着姿を見せただけなのに……困ったものね。ふふっ♪」

　超ご機嫌な、『恋人ラバーズ』のクイーンだった。

「でも、これからが本番──」

　と、そこにムードをぶち壊す陽気な音楽が鳴り響いた。

「な!?　何だっ？」

　テンポの速いパーカッション。賑にぎやかで激しい曲は、南米のノリ。何を言ってるのか分からないが、突き抜けるようにハイテンションな歌。

　これって、リオのカーニバルとかの……サンバだっけ？

「ひゃっほーっ!!」

　奇声を上げて、ド派手な鳥が出現した。

　いや、赤と金の羽根を、頭と背中から生やした雅だった。

　さらに胸の先と股またの間を、ほんのちょっと隠しただけの金色のビキニ──いや、よく見たらビキニですらなかった。ただのシールだ。金色に光るスパンコールがちりばめられた、星形のシールが貼られている。

「さー夏合宿を盛り上げてゆくよーっ！　ユートも踊ろーっ!!」

　雅は高いハイヒールを履いているのに、器用に激しいダンスを踊る。

　その動きに合わせて、スパンコールがキラキラと光を反射する。それはもう、目にうるさいくらいだ。
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　それでもガン見してしまう男の性さが。

「どう？　アタシのダンス！　ブラジルでも浅あさ草くさでも通用するよ！　きっと!!」

「絶対やめろよな！　こんなの人目に触れさせるわけにいかないだろ!?」

　俺たちしかいないから、まだいいが……いや、でもやっぱやり過ぎ！

　ダンスに合わせて、ぶるんぶるん揺れるおっぱい。そして背中の羽根を揺すろうとして、お尻がぷるぷると震える。

　何と言うかエロい。とにかくドエロい。

　雅の体がそもそもエロいのだが、この絢けん爛らん豪華なコスチュームと派手なダンスが、そのエロさをショーアップしている。

「つか、お前こんなものをスーツケースに入れてきてたのか!?　荷物が増えたのは、お母さんがドレスを持たせたせいじゃなくて、どう考えてもこれが原因だろ!?」

「あははは、だってセンパイに宿題だって言われてたからね！　ビシッと気合い入れてきたんだ！　ひゅーぅっるるるるるるるるるっ!!」

　めっちゃ盛り上がってる。

　調子乗って揺らすおっぱいが一際大きく前後に振れたとき、先端にしがみついていたシールがついに飛んだ。

「おいっ!?」

　雅のピンク色の乳首が、網膜に焼き付く。

「あはは……剥はがれちゃったー」

「って、隠せよ！」

「うーん、でも本場のカーニバルは、おっぱい丸出しの人も多いし……ユートになら見られてもいいかな……それに、この夏は過激な夜を過ごすんだよね？　アタシたち」

「う……」

　張りのある、見るからにおいしそうな雅の胸。俺がじっと見ていることを意識して、上目遣いで誘うように微笑んでいる。

　一方、リゼル先輩はめちゃくちゃ渋い顔をしていた。怖い。ここは、マジメに魔力の上限アップを考えていることをアピールしておかなければ。

「あー雅？　確かに、過激なことをするのは特訓の一環だが……遊びじゃないんだぞ」

「えーでも、コーフンしちゃうでしょ？」

　雅はその場で、くるりとターンをキメた。

　……確かにこのコスチュームは、雅のエッチな体をよりそそるように見せている。しかし、こんなネタみたいなもので、魔力の上限が上がるとは──、

『魔力の上限が６００００に上昇しました』

　く……悔しい！　でも上がっちゃう!!

　──ん？　待てよ。

「宿題って……もしかしてれいなも？」

「そーだよー。じゃ、次はれいなだね。音楽止めていいよー」

「わ、分かりましたですです」

　と、部屋の中かられいなが返事をした。どうやらＢＧＭの担当はれいなのようだ。

「お二人みたいに、ステキな衣装じゃないのですが……」

　音楽が止まり、部屋の中から現れたれいなの姿は──、

　白いミニの──ふんどし姿だった。

　──れ、れいなぁああああああああああああっ!?

「えへへ……ちょっと予算がなかったので、余った布で作れるものにしたですです」

　恥ずかしそうに笑っているが、きっと恥ずかしがっているポイントが違う。

「ふんどしは、古くから伝わるサムライの正装だったと聞きます。れいなも剣を使うものとして、身が引き締まるですです」

　いや、本当に締まってるな……。そして予算がないと言った通り、最低限の面積。むしろ、超ハイレグのひもパンに、ちょっと布を挟んだ感じ……じゃないだろうか？

　胸には辛うじてサラシが巻かれている。

　いつもは腕に巻いているやつだ。その端を、ひらひらとなびかせている。

　ん？

　どう見ても、ほどけかけている。

「えっと……どうですか？　お兄ちゃん」

　はにかみながら、やって来るれいな。俺の前まで来る頃には、サラシが全てほどけてプールサイドに落ちた。

　ふくらみかけた、れいなの可憐なおっぱい。そして無邪気な笑顔という、背徳のダブルパンチ。しかも今では兄妹きようだいという禁断のオプション付き。

「れいな……その、サラシが……」

「へ？」

　れいなはうつむくと、自分のおっぱいと対面した。

「あ、あわわわわっ！」

　顔を真っ赤にして、両手で胸を隠す。

　うむ、久々にれいなのラッキースケベが見られて、お兄ちゃんはほっとしたぞ。

　そんなバカなことを思っていると、

　はらり、

　と、今度はふんどしがほどけて落ちた。

「ふひゃにゃぁああわわあわあわあわわわわっわわ!!」

　さすがに見てはいけないところな気がしたが──手遅れ。

　ラッキースケベで畳みかけるとは、さすが我が妹。

『魔力の上限が７００００に上昇しました』

　……とりあえず、特訓は順調のようだった。







[image: 第二章　リゾート・ラバーズ]

　それからも、合宿の日々が続いた。

　ウォーターガンだけでなく、メニューは色々ある。

　例えば、海の上にブイのような大きな浮き島を幾つか浮かべて、その上で組み手をする。海に落ちたら負けという、まるでバラエティ番組のような特訓。

「さあー、いっちょ揉もんでやるか！」

　ご機嫌な笑顔で指を鳴らす雅みやび。まあ、格闘系なら雅だよな。

　そして俺は面白いように海に落とされた。

『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を使い続けているので、魔法のパワーは十分なはずだが、上手うまくいなされ、かわされ、カウンターを喰くらう。こちらの力が抜けたところを、的確に突いてくる。

　足下が不安定ということもあって、パワーを活いかし切れない。それに、扱う魔力が増えたせいで、魔法の並列処理が逆に大変になったこともある。

「うおおおおおお……おっ!?」

　俺のパンチを搦からめ捕るように腕を巻き付け、雅はいとも簡単に、俺の体を海に放り投げた。俺は水面に浮上すると、泳いで雅のいるブイまで戻る。

「雅、なんか腕を上げた感じがするんだけど……」

　反応速度や動きのキレもさることながら、『魔障壁バリカーデ』や『装甲鬼アルマード』、『魔導力マキシマイズ』といった基本的な魔法の使い方が上手くなっている。

　海に落ちた俺を引っ張り上げながら、雅は得意げな笑顔を見せた。

「えへへ、イビザのときに『乙女ギヤルテイツク直撃・ストライカー』を身に付けてから、なんか開眼したってゆーか、何段か上のレベルに上がったカンジがするんだよねー」

「そっか……一つのきっかけが、大きな進歩を生むことがあるんだな。俺も勇気づけられるよ」

「ま、ユートのおかげだけどね！　まだまだ体術ならユートに後れを取ることはないから！　どーんと胸を貸しちゃうよ！」

　そう言って巨大な胸を張るので、上下に激しく弾む。目が自動追尾してしまうのは、条件反射のようなもので、止められない。

「じゃ、もう一本いっとく？」

「おう。今度は雅を海に落としてや──」

『警告。これ以上の「無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ」の連続使用は危険です』

「と……アルカナのドクターストップだ」

　俺は首から下げた『恋人ラバーズ』のアルカナを手に取って見つめた。いつも通りチェーン付きのケースに入れているのだが、今回は防水仕様だ。

　何度か無む茶ちやをしたせいか、本当に限界になる前にアルカナが警告してくるようになった。気が利くというか、ありがたいことだ。

　俺を魔王候補に選んでくれた、アルカナ。

　未いまだに、なぜアルカナが意思を持って、俺を選んでくれたのか良く分からない。しかも、普通はアルカナの声など聞こえないという。俺には声が聞こえるどころか、気の付く優秀な執事かメイドのような印象なのに。

「でも、けっこー長く使えるようになってきたんじゃない？」

「そうだな……安定して使えるのは、まだ五十秒くらいだけどな」

「じゃ、砂浜に戻ろ。そこで……アタシがたっぷり癒いやしてあげるから」

　頬を染めながら、甘えたような目つきで言われるとちょっと照れくさい。

　最近、夜は色々と、他人に言えないような『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をしているせいで、何かこう……みんなとの距離もより親密になっている気がする。

「そ、そうだな。じゃ、浜まで競争だ」

　ブイを蹴けって、海に飛び込む。

「あっ！　ちょ、ひゃぁああっ！」

　大きくブイが傾き、雅が海に落ちた。本日の初勝利だった。




　　　　◇　◇　◇




　──というような感じで、日中はビーチで激しい特訓を続けた。

　尤もつとも、第三者から見ると、遊んでいるとしか思えないだろうが……それでも、徐々に俺の『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の限界時間は延びていた。

　そして、夜になると第二ラウンド開始。毎晩、刺激的なプレイをして魔力の上限値を上げる特訓。こちらも何とか８５０００までは増やすことが出来た。しかし、目標の１０００００までは、あと少しのようで遠い。

　そういえば──初日は『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を目の当たりにして逃げ出したネイトだったが、次の日からも、特訓の合間に差し入れに来てくれた。タオルや飲み物、軽い食事を用意してくれたり、すっかり運動部のマネージャー、いやそれ以上だ。

　そして逃げ出すことなく『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』も見学するようになった。毎日やって来るところをみると、『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』の現場を見るのも、それほど嫌ではないのかも知れない。

　ネイトは他にも、掃除や食事といった身の回りの世話一切をしてくれている。

　しかしネイトは別荘の持ち主である上に、貴族のお嬢様である。そんなことをさせるのは申し訳ない、自分たちで何とかするよ──そう何度も言ってみたが、その度に首を横に振って「こういうの、好きだから」とやんわり断られた。

　というネイトなのだが──、

　今日は姿を見せていない。いつもなら、そろそろ差し入れを持ってくる時間なのだが。

　俺は、海に浮かぶコテージを見つめた。

　……やはり昨夜ゆうべのことがあって、気まずいのかな。

　というのも、昨日の夜、『恋人ラバーズ』のみんなで俺の部屋に集まって『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』で限界突破のチャレンジをしていたのだが……。

　途中で飲み物を取りに行こうとして部屋の扉を開けると、廊下に座り込んでいるネイトと出くわした。頬を染め、とろんとしたまなざし。右手は胸に、左手は股またの間。

　二、三秒固まった後、ネイトは声にならない叫び声を上げて逃げ出した。

　あれって、絶対覗のぞいてたんだよな……しかも、自分で慰めて……。

　普通なら絶対に見られたくない、そんな現場を見られたわけだ。ネイトのショックは、相当なもののはずだ。

　後でフォローをしなければ、とは思うが……ネイト本人からすると、顔も合わせづらいに違いない。傷付けずに、どうやってフォローしたものか？

「どうしたの？　ユート」

　リゼル先輩に声をかけられ、はっと我に返る。

　今は特訓の休憩中。『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』で魔力の回復と魔術回路のクールダウンを行っているところだ。その方法は……リゼル先輩を後ろから抱くようにして、胸を揉んでいる。

　ビーチパラソルの下で、リゼル先輩はしどけなく俺に体を預けていた。密着度は最高で、体の前面に感じる先輩の肌は、最高級のシルクよりも素晴らしい。そして、黒髪と首筋からは、とてもいい香りがする。いわば、最高の癒やしである。なのにボーッとしてるなんて、我ながら勿もつ体たいない。

「せっかく私のおっぱいで癒やしてあげているのに、心ここにあらずね」

「す、すみません……」

　謝りつつも、ちょっと拗すねたような先輩も可愛いなと、内心思った。

　今ビーチにいるのは、俺と先輩だけだ。

　すっかりネイトの差し入れに慣れきっていたので、自分たちでは飲み物一つ用意していなかった。雅とれいなは、コテージへ飲み物や軽食を探しに戻っている。

「実は、昨晩のことなんですが──」

　俺は昨夜のことをリゼル先輩に話した。おっぱいを揉みながら。

「ん♥……そう。それで……今日は姿を見せていないの、ね……」

「傷付いてなければいいんですが……」

「そうね……いっ……いい機会だから、あんっ♥　私からネイトに、話してみる、わ」

「いい機会？」

「ええ、前から思っていたのだけど、ネイトは──」

　その瞬間、ヒリつくような緊張を肌に感じた。

「!?」

　俺は、咄とつ嗟さに魔法を起動。リゼル先輩を抱いたまま、後ろへ大きく飛び退く。

　その直後、空を斬り裂く鋭い音が駆け抜けた。

　ビーチパラソルが真っ二つになって、空に跳ね上がる。

　上から見おろすと、砂浜を真っ二つにして、衝撃波が駆け抜けてゆく様が目に入った。

　──一体、何が!?

　俺は着地すると、リゼル先輩を砂浜に下ろした。

「……どうやら、あの連中の仕業みたいね」

　衝撃波がやって来た方向──山に向かって広がる森の中から四人の姿がやって来る。

　その先頭に立っているのは、背の高い痩そう身しんの男。軍服っぽい服を着崩し、片手には抜き身の日本刀。無造作な黒髪をかき上げると、不敵な微笑みを浮かべた。

「俺の一撃を避よけやがったな……てめぇ、ナニモンだ？」

　全身から険けん呑のんな雰囲気を漂わせている。恐らくは、どこかの魔王候補のカード。

「あはは、刀とう剛ごうサンが初撃を外すなんて、珍しいですねぇ」

　背の高い男の陰から、対照的に小柄な男が現れた。

　童顔で元気のいい少年といった雰囲気。剣を持ち、背の高い男と同じく軍服風の上着を着ている。

　しかし二人とも学園では見覚えがない。

「うるせえぞ、拵こしらえ。それより、奴らはナニモンなんだ」

「知りませんよ。僕、ほとんど登校してないんで」

「使えねーな」

「刀剛サンもじゃないですか」

　呑気なやり取りをしているが、只ただ者ものではない魔力を放っている。二人とも、かなりの実力者と見ていい。だが、どこから情報が漏れたんだ？　ネイトとステラ以外は、俺たちがここにいるのは知らないはずなのに。

「ま、何にせよ斬ればいい。おい新入り、お前が殺やりたければ、譲ってもいいぜ？」

　その隣には、見覚えのある少女が立っていた。薄茶色の髪に、レースのあしらわれた目隠し。白いフェミニンな制服。

「……」

　あれは二に本ほん枠どうソーディア？　確か『月ムーン』のⅡだったはず……。

　そうか、『月ムーン』の北きた上かみルナティックは、ステラが倒したと言っていた。とすると、改めて別の魔王候補のカードになったということか。

　黙っているソーディアに、刀剛と呼ばれる男がイラついた顔を見せる。

「ちっ、無口な新入りだぜ」

「待て、鉢はち巻まき」

　俺の想像通り、ソーディアの後ろから、『月ムーン』の北上ルナティックではなく、別の魔王候補が姿を現した。それは──、

『力ストレングス』の山さん王のう……力りき丸まる？

　朱色の髪をポニーテールにした髪型。緑の瞳ひとみ。その顔立ちは間違いなく、力丸のものだ。

　だが、服はジャージではない。ファンタジーに出てくる騎士のような格好で、背中には丈の短いマント、腰には剣も下げている。

　さすがにフルアーマーではないが、胸と肩には甲かつ冑ちゆうまで身に着けているので、よけいに騎士っぽい。しかし服は女性的。ミニスカートから生の太ももがよく見える。

　力丸……なんだよな？

　前と違うのは服装だけではない。表情というか雰囲気がまるで違う。

　あのハイテンションでおちゃらけた雰囲気はどこにもなく、実に凜り々りしい表情だった。別人のような力丸は、涼しげな声で背の高い男に話しかけた。

「鉢巻よ、貴様はどうにも軽率が過ぎる」

「どういうことすか、大将」

「よく見ろ。あれは我らが追っている獲物ではない」

「あー……まあ、似たようなモンじゃないっすか。俺は、つい目の前に生き物が現れると、条件反射で斬っちまうんすよ」

「もう少し思慮深くなれ、鉢巻刀剛。でなければ、我のエースは務まらぬぞ」

　力丸とは思えない威厳に満ちた態度。まるで別人だ。それにカードがボディビルダーじゃないのも驚きだ。

　力丸って、二重人格か何かなのか？　それとも、気分でキャラを演じてる？　まさかとは思うが、こいつも魔王候補。普通の人間の感覚と違っていても、驚きはしない。

　鉢巻への説教を終えると、力丸は俺の方へ顔を向けた。

「そこの貴様ら、ちとものを尋ねたい。この辺りで獣を見なかったか？」

「……獣？」

「ああ。魔王大戦に本格的に参戦するにあたり、軽く肩慣らしに狩りをしているのだ。しかし、獲物を追っているうちに道に迷ってしまった」

　あれ？　こいつ、俺のこと忘れてるのか……？　それなら、こちらにとっても都合が良いい。今はまだ戦う準備が出来ていないしな。

「獣なんて、見てないな。山の方じゃないのか？」

　俺が「牢ろう獄ごくの山」を指さすと、力丸は、なんと、と声を上げた。

「うちの領地を出てしまったのか……しかも、よその山を越えてしまっているではないか。ここはどこだ？」

　その質問に、拵と呼ばれていた童顔の男が答える。

「あー、この辺りは『戦車チヤリオツト』の領地だと思いますよ」

　力丸は鋭い目で俺とリゼル先輩を睨にらんだ。

「すると貴様らは『戦車チヤリオツト』のカードか？」

「いや……違うけど」

　ちょっと風向きが怪しくなってきた。どこの誰かと追及される前に、立ち去った方が良さそうだ。リゼル先輩も同じ事を考えていたらしく、軽く頭を下げた。

「私たちは旅行でここに来ているだけです。皆さんの邪魔は致しませんので、これで失礼致します」

　俺と先輩は波打ち際に沿って歩き出そうとした。しかし──、

「待て」

　力丸が疑うような目で、俺たちを呼び止めた。

「貴様ら只者ではないな。身分と名を明らかにせよ」

　くそ……まずいな。力丸のくせに、意外と鋭い。

「いやあ、名乗るほどの者では……」

　愛想笑いを浮かべて、小物感を演出しようとしたとき、

「『恋人ラバーズ』の魔王候補、盛もり岡おか雄ゆう斗とと、そのクイーン、姫ひめ神かみリゼル」

　それまで人形のように佇たたずんでいた二本枠ソーディアが、ぽつりとつぶやいた。

　この人喋しやべれたの!?　あと、目隠ししてるけど、見えてんのかよ!?

「……なんだと？」

　険しい目つきの力丸に続き、鉢巻が興奮したように笑い出した。

「わははははは！　コイツはいい！　ホンモノの獲物がかかりやがったぜ!!」

　くそっ！　あっさりバレた！　今までバレなかった方がおかしいけど！

　俺とリゼル先輩は、じりっと後ろへ下がる。

「っしゃあ！　んじゃ殺し合おうぜ！」

　鉢巻が日本刀の切っ先を俺に向ける。

「待て、鉢巻」

　力丸が止めに入ったので、少しほっとする。なにせ魔王候補同士の戦いだ。向こうだって出くわして突然戦うよりも、それなりの準備をして臨みたいのだろう。

「まず名乗れ。お互いが名乗りを上げる。それが正義だ」

「……めんどくせーなぁ。おい、俺は『正義ジヤステイス』のエース、鉢巻刀剛だ」

　──『正義ジヤステイス』？

　なぜ『正義ジヤステイス』のエースが『力ストレングス』の魔王候補に付いているんだ？

「剣を取っては魔界一の男だ。これでいいか、大将？」

「良かろう。殺せ」

　何だよ、そりゃ!?

「それの一体どこが正義なんだよ！」

　皮肉を込めたつもりだが、力丸には通じなかったようだ。むしろ、頭の悪い奴を相手にして疲れる、とでも言いたげに溜ため息を吐いた。

「貴様は正義をなんと心得る？」

　せ、正義？　急に言われても……何て言葉で表現したらいいんだ？

　言葉に詰まっていると、力丸は事も無げに言い切った。

「正義とは我だ」

「は？」

「分からないのか？　我が正義だ、と言っている。我の思うこと、言うこと、成すこと、全てが正義である」

　いや、それは正義とは言わないだろ。

「故に、我に敵対する者は、存在自体が悪であり、罪だ。我は正義として、悪を滅ぼさねばならぬ。悪にはどんな仕打ちをしても構わん。当然の報いだからな」

　何て独善的な。そんなの正義でも何でもない。

「そういや、前にも力こそ正義とか言ってたもんな……だがな、そんなものは正義でも何でもない！　ただのエゴだ！　『力ストレングス』の山王力丸！」

　力丸の涼しげな顔が歪ゆがんだ。

「……何だと？」

　そして、怒りの表情──いや、憤ふん怒ぬの炎を上げ俺を睨みつけた。

「誰が『力ストレングス』だと!?　この無礼者が！」

　それまでの冷静な態度から一転、炎を吐きそうなほどの激怒だった。

「我の名は、山王正せい義ぎ!!　『正義ジヤステイス』の魔王候補だ！」

　──は!?

『正義ジヤステイス』だって？　しかし『力ストレングス』の力丸にそっくり……なんてもんじゃない。完全に同一人物だ。態度とか、喋り方とか、雰囲気は全然違うけど。

「力丸などという、痴しれ者の姉と混同するとは……許さんぞ！　『恋人ラバーズ』!!」

「……姉？」

　俺は隣のリゼル先輩へ、尋ねるような視線を向けた。

「本当よ。『力ストレングス』の山王力丸と『正義ジヤステイス』の山王正義は双子の姉妹なの」

　姉妹!?　それも双子だって!?

「双子揃って魔王候補だなんて……」

　とつぶやいたとき、脳天気な笑い声がビーチに響いた。

「あはははははははは！　そのとーりっ!!　史上最強の姉妹！　それが──」

　どこから現れたのか、太陽を背に宙を舞う姿。ぐるぐる回転して、砂浜に降り立つ。

「颯さつ爽そう登場！　『力ストレングス』の力丸ちゃんとその妹！」

　半はん袖そでジャージにヘソ出しのトレーニングウェア。なぜか得意そうな笑顔。

　ああ……このバカっぽい登場の仕方は間違いない。こっちが本物の山王力丸だ。

　そんな力丸を、あからさまに嫌そうな顔で正義が睨む。

「……何しに来たのだ、痴れ者の姉よ。それと我のことをおまけ扱いするな。斬るぞ」

　正義とは実に対照的な笑顔で、力丸が答える。

「あははは！　実は力丸ちゃんは、本格的な魔王大戦に備えて、山ごもりをしてたのだ！　でも、道に迷って、気が付いたらここにいたのだ!!」

　なぜか自慢気にＶサインをする力丸。

　それを苦々しく見つめる正義。

　何となく、二人の関係が察せられる。しかし、同じく魔王大戦に備えた特訓、しかも同じ場所を選んで、同じく道に迷ってしまう辺り、やはり双子なのだろうか。なんてことを考えていると──、

「力丸様!!」

　さらに足音が幾つも近付いて来た。

「千客万来ね……」

　やって来た連中を見て、リゼル先輩はうんざりした顔をした。

　それは筋肉の集団だった。

　もう、どこからどう見ても『力ストレングス』のカードであると嫌でも分かる。

「ここにいらしたのですか!?　みんな捜してるんですよ！」

　と、大声で走ってくるのは──なんと銀髪の美少女。

　背は雅と同じくらい。他の『力ストレングス』のカードに比べると、さすがに細身だ。鍛え上げた格闘家のような体形をしている。

　服はスポーツブラと、びっちりしたホットパンツ。鍛え上げた肉体を見せつけているかのような服装だ。実際、腕も足も腹筋も、見事なほどにバッキバキ。

　違うコスチュームで日焼けをしてしまったらしく、二の腕と太ももに日焼けの跡がくっきり付いているのが妙にセクシーだった。

「おーフロル!?　お前ら、あれが我が『力ストレングス』のクイーン。石いし割わりフロルだ!!」
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　まさか女子がいるとは思わなかった。

　その後ろからもう一人やって来るのは、いかにもな感じ。いや──今までのボディービルダーとは少し雰囲気が違う。魔力や存在感が段違いだ。

　二メートルを軽く超える身長に、異常に盛り上がった筋肉。顔は一言で言うならモアイ。その顔より太い首は、何があっても折れることはなさそうだ。

　そして体も信じられないくらいごつい。広い肩幅に、普通の人の肩幅くらいはある分厚い胸板と、対照的に細い腰。全身に筋肉が浮かび上がり、深い溝が走っている。その肉体に凄すご味みを加えるように、全身に入れ墨を入れていた。

「こいつは、エースの大だい凶きよう筋きんイゴールだ!!　凄い筋肉だろ!?」

　やはりこいつがエースなのか。体から熱と共に魔力があふれ出ている。体の中にも強きよう靱じんな魔術回路が潜んでいるのを感じる。

「……」

　そしてモアイの如く無口。

「どうだ!?　いい仕上がりだろ！　力丸ちゃんたちは、この筋肉だけで勝てる!!」

　いや……確かに凄い筋肉だけど……何か違うような気がする。

　正義が忌々しそうな顔で、姉の力丸を睨んでいた。

「やめろ。それ以上、我が山王一族の恥をさらすな。恥辱の姉よ」

「何を照れてるんだ!?　妹よ！　他の魔王候補にいじめられたら、おねーちゃんに言うんだぞ！　仇かたきを取ってやるからな！」

「寝言は寝て言え！　我が貴様に助けを求めるなど、魔界が滅びても有り得ぬ！」

「小ちっちゃい頃、いじめられて泣いて帰ってきたとき、仇を取ってやったじゃないか！」

　正義は顔を真っ赤にして、剣の柄つかに手をかけた。

「この場で貴様を殺す!!」

「あはは！　反抗期だな！　よーし、それならおねーちゃんが相手をしてやるぞ!!　ボコボコに可愛がってあげるからな！」

　そんな不毛な言い合いを聞かされる、俺とリゼル先輩。もう帰っていいか？　と訊ききたくなる。

「……どうしますか、先輩？」

「あの二人がここへ来たのは、本当に偶然のようね……出来れば、私たちとじゃなくて、姉妹同士で戦ってくれると助かるんだけど」

　確かにそれが理想的だ。こっちは何の準備もしていないし、人数も少ない。山王姉妹とカード全員を相手にするのは、正直厳しい。このまま姉妹ゲンカをしたまま、どっかへ行ってくれないものか。

　あちらさんにしても、力丸と正義以外のカードたちは暇そうだ。

「えーっと、『恋人ラバーズ』の魔王候補とクイーンさん？　あ、僕は拵剣けん次じって言うんだけど」

　童顔の『正義ジヤステイス』のカードが、暇を持て余したように話しかけてきた。

「あなたたちは、どうしてこんなところに？　まさかバケーション？」

「ああ、そんなところだよ」

「へえー余裕っすね」

　すると今度は、銀髪の筋肉女子──石割フロルが俺たちを興味深そうに見つめる。

「それじゃこの偶然に感謝ね。夏休みに入ってから、『恋人ラバーズ』は行方不明だったから。まさか、こんな場所にいるなんて思わなかったわ。もしかして……私たちのこと待っててくれた？」

　と、首を少し傾け、ぱちっと片目をつぶった。

　リゼル先輩が渋い顔をした。

　き、気持ちは分かります！　先輩の狙い通りでいい作戦だったと思います！　ただ、運が悪かっただけです……と、フォローを入れたい気持ちでいっぱいだ。

「ユート!!　センパイ!!」

「お兄ちゃんっ!!」

　異変に気付いたのか、コテージから、水着姿の雅とれいなが駆けてくる。その姿を見て、フロルは好戦的な笑みを浮かべた。

「当然、いるわよね……夕ゆう顔がお瀬ぜ」

　砂を撥はね上げ、雅に向かってゆく。

「え!?　フロル!?」

　雅が急ブレーキをかけるように立ち止まる。れいなはそのままこちらにやって来るが、フロルは目もくれない。

「夕顔瀬!!」

　フロルは走るスピードを活いかして、雅に向かって飛ぶ。そして、空中で体をひねり、殺人的な回し蹴げりを叩たたき込んだ。雅は前に出て、その蹴りを腕でガードする。

「く……っ！」

　雅の体が、横に吹っ飛ばされる。しかし、砂に手を突き、くるりと体を回転させて着地。フロルを睨にらみ付けた。

「いきなり何すんの!?　フロル！」

「あはは、いーじゃない。私たちライバルでしょ？」

　雅はうんざりした笑みを浮かべる。

「もう……勝手にライバル認定するの、やめてよ……てかフロル、やっぱ『力ストレングス』に入ったんだ」

　何だ？　恨まれているわけじゃなくて、友達なのか？

　二人の関係がよく分からずにいると、先輩が補足してくれた。

「あの二人は中等部からの付き合いなのよ。石割家は伯爵で、雅の少し下。それで、雅を引き立て役にしようとして、何かというと絡んでくる……と聞いているわ」

　うわぁ……それは面倒臭そう。

　フロルは得意そうに、ふんと鼻先で笑う。

「私は『力ストレングス』のクイーン。あなたは『恋人ラバーズ』のプリンセス。つまり、私の方が上を行ってるってことよ！　どう？　敗北を認めなさい！」

「あーすごいね……」

　雅の返事は、あからさまな棒読み。それでもフロルは満足らしい。胸を反らして、鼻を鳴らす。

「ふっふーん。当然でしょ？　あんたみたいな、ぶよぶよの体とは違うんだから。筋肉量でも、体脂肪率でも私が勝ってるわ！」

　フロルはお腹に力を込め、シックスパックを見せつける。

「ぶよぶよ言うな！　太ってないし！」

「だったらダイエットすれば？　脂肪落とせば、あんたも結構筋肉あるでしょ？」

「いや……だって、可愛くないし」

　ブチッとフロルがキレる音が聞こえた気がした。

「私が可愛くないですって！」

　フロルは拳こぶしを構えると、雅との距離を詰めた。

「そんなつもりじゃ……あーもーっ！　しょーがないなーっ!!」

　雅も拳を握り、構える。

　何だか勝手に戦いを始めてしまった。一方、俺のもとへ駆け寄ったれいなは、二本枠ソーディアを険しい目で見つめている。

「お兄ちゃん、どうしてあの人が……」

「どうやら『正義ジヤステイス』のカードになったみたいだ……そういや、前も知り合いみたいなことを言ってたな？　何か因縁でもあるのか？」

「れいなの、姉弟子ですです」

　姉弟子？

「それって、剣の？」

「ですです」

「強いのか？」

「……一度も勝てたことがないです」

　そいつは……。

「でも、れいなもあれから強くなったです」

　れいなは背負った日本刀の紐ひもをほどくと、抜刀した。れいなの身長ほどもある長剣を構えると、ソーディアではなく鉢巻がにやりと笑う。

「剣とはうれしいねえ……じゃ、いっちょ殺やり──あ、おい！」

　鉢巻を無視し、ソーディアが前に出る。そして静かに抜刀。腰に下げた二本の剣、それぞれを左右の手に持つ二刀流。

　無視された格好の鉢巻は、忌々しそうに舌打ちをした。

「てめぇ、先輩を無視すんじゃねーぞ!?」

　だが、隣の拵は笑いをこらえながらツッコミを入れた。

「だって、さっき刀剛サンが、譲るって言ったじゃないですか」

「……反応遅すぎだろ」

　渋い顔で腕を組む。どうやら割り込む気はないようだ。

　当のソーディアは、そんなやり取りなど耳に入っていないかのように、れいなと対たい峙じした。目隠しで見えないが、その瞳ひとみはれいなに向けられている。れいなもまた、険しいまなざしをソーディアに向けた。今、この二人の目には、お互いの姿しか映っていない。

「来なさい。れいな」

「……承知」

　普段の可愛い妹の顔から、剣豪のような鋭い表情へと変わる。

　砂が高く跳ね上がり、れいなの姿が消えた。

　次の瞬間には、ソーディアの前で火花が散る。二本の剣が交差し、れいなの日本刀を受け止めていた。

「速い。そして力も格段に強くなった」

「今のれいなは、前のれいなとは違うですです！」

　ソーディアの剣が弾はじかれ、れいなが追撃する。しかし華麗な身のこなしで避よけると、ソーディアは反撃に転じる。

「……っ！」

　二本の剣を巧みに使ってれいなを追い詰める。その剣を受けきり、れいなはわずかな隙から、長剣を振り回す強烈な一撃を放った。

　受けた剣が折れるのでは、という太刀を二本の剣が防ぎ、ソーディアはわずかに下がる。

　戦闘モードのれいなに対して、ソーディアは鉄仮面。目隠しをしているので目つきまでは分からないが、口や頬には、わずかの変化もない。本当に人形のようだ。

　れいなの炎のような剣を、冷たい剣が受け流し、わずかな隙を見つけるや冷静に斬り込んで行く。

　そのやり取りに触発されたように、力丸が体を震わせた。

「何だ何だ!?　盛り上がってるじゃないかっ！　力丸ちゃんもまぜろ!!」

　力丸が空高く飛び上がり、俺目がけて落ちて来た。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

「ダメよ！　避けて!!」

　防御魔法を展開しようとした俺に、リゼル先輩が叫ぶ。

　その時、力丸の体から金色の魔力が放出された。

「力こそ正義！　力こそパワー!!」

　引いた拳の周りが揺らめいている。

『警告。あの攻撃は防げません。回避を推奨』

　──なに!?

　アルカナの声が頭の中で響く。

「くっ！」

　俺は砂浜を蹴って、大きく横へ逃れた。

　ちょうど宙に浮いた俺の背中を、衝撃波が突き飛ばした。

「うおぉおおおおおお!?」

　つんのめるようにして、砂浜を転がる。回る景色の中で、砂浜が爆発を起こしているのが見えた。舞い上がった砂は高さ数十メートルにまで達している。

　まるで隕いん石せきが落下したかのような衝撃と爆発だった。

　──なんだ……あれは。

　砂浜には巨大なクレーターが生まれ、その真ん中に山王力丸がしゃがんでいた。右の拳は、砂の下から現れた岩盤にめり込んでいる。

　力丸の体の中には魔術式も魔力も感じる。しかし、今の爆発からは魔力をまったく感じない。まるで、ただの物理現象のように思える。

　いや──そんなバカな。

　魔法を使わなければ、魔族とはいえ力丸だって女の子。あんな爆発的な威力を持つパンチなど、打てるはずがない。

　力丸は立ち上がると、思いっきりドヤ顔を見せつけた。

「これが力丸ちゃんの固有魔法『空想物理ストロンゲスト』!!　力丸ちゃんに壊せないものなどない！」

「固有魔法だと!?」

　着地した俺に向かって、力丸が走ってくる。

「ユート！」

　離れた場所に着地した先輩も、俺に駆け寄ろうとする。

　しかし──その前に、巨体が立ちふさがる。『力ストレングス』のエース、イゴールだ。

「邪魔よ！　どきなさい!!」

　しかしイゴールは無言。返事をする代わり、巨大な拳を振り上げた。その拳には入れ墨のような魔術文字が浮かび上がっている。

　拳が振り下ろされると同時に、猛烈な炎と旋風が巻き起こる。

「先輩!?」

　突風が先輩の体を軽々と巻き上げた。

「くっ……力だけは立派ね！」

　魔法を使って姿勢を制御しようとしていた──そこに、もう一方の拳が真っ直ぐに突き出される。

「……っ!!」

　先輩は瞬間的に『魔障壁バリカーデ』を立ち上げ、拳を防ぐ。しかしイゴールのパンチは、爆発的な破壊力を容赦なく先輩の細い体に叩き込む。

　先輩は防御魔法ごと大きく吹き飛ばされて、海に落ちた。

　奴は今までみたいな、ただの筋肉じゃない。あの巨体の中に、とんでもない量の魔力と、高密度の魔術回路を感じる。

「リゼル先輩!!」

　一瞬ひやっとしたが、先輩はすぐに立ち上がり、髪の毛をかき上げた。

「私の心配はいらないわ！　気を抜かないで!!」

　助けに行きたいのはやまやまだが、俺の前にはイゴールよりもさらにヤバい奴がいる。

　──『力ストレングス』の魔王候補、山王力丸。

「さーさー!!　どうしたどうした『恋人ラバーズ』の！」

　俺よりも背が低く、女子の中でもどちらかと言えば小柄。屈強な肉体を誇るカードたちに比べると、あまりにも普通の体形。石割フロルと比べても、ずっと細い。

　しかし、そのパワーは──、

「ふあああああああっ!!」

　力丸が俺に向かってパンチを放つ。

　ジェット機が一瞬で通過したような、空気を切る音が横を駆け抜ける。見えない何かが走り去ったように、砂浜に溝が刻まれ、遠くの木々がはじけ飛んだ。

　パンチが生み出す衝撃波だけで、この威力。俺の額から冷や汗が流れ落ちる。

　この状態で、さらに正義と、そのカードにまで襲われたら──、

　ちらりとその様子を覗うかがうと、鉢巻が不満そうに口を尖とがらせている。

「大将、俺らは参加しねえんですかい？」

「新入りにやらせておけ。我らの出る幕ではない。姉との共闘など反へ吐どが出る」

「僕らは観客ってワケですね。楽しみましょ」

　あの三人が参加する様子がないのは救いだ。とは言え、力丸一人でも手一杯。倒すどころか、攻撃を凌しのぐだけで必死だ。

　力丸は、さらにテンションが上がったように、軽快なステップでシャドーボクシングをしている。

「さーさー!!　反撃しないなら、このままなぶり殺しちゃうぞ！　でも死ぬのに変わりはないけど！　なぜなら力丸ちゃんが強すぎるから！」

　先輩も、雅も、れいなも、みんなそれぞれ戦っている。

　俺も自分の力で切り抜けなければ！

「いくぞ！　『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」

　今こそ特訓の成果を活いかすとき──とは言え、限界時間は一分程度。その間にケリを付けなければ、死ぬ。

「『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

　いきなり上級魔法。

　だが、出し惜しみなど出来る相手じゃない。ただのバカ力とはいえ、あそこまで突き詰めたら本物だ。力丸の一挙手一投足は、まるで核爆弾のようだ。

　これ以上長引かせるわけにはいかない。速攻だ!!

「いけぇええええええええええええええ!!」

　地獄の釜かまをひっくり返したような炎が魔法陣からほとばしる。溶岩と火山弾の噴火が、力丸に襲いかかった。

「ふおおおお……」

　力丸は拳こぶしを思いっきり引く。

　まさか……パンチで『魔炎焦土フアイドゼノン』に対抗しようとでもいうのか!?

「はぁあああああああああああああっ!!」

　そのまさかだった。

　力丸は炎に向かって、拳を叩たたき付けた。

　地獄の業火が止まる。

　その豪腕は、まるで物理法則をねじ曲げたかのように『魔炎焦土フアイドゼノン』を跳ね返した。

　自分で撃った『魔炎焦土フアイドゼノン』が、自分に向かって襲いかかる。

「くそっ！　『駿足鬼ストライド』！」

　海岸線を移動して避ける。一いつ旦たん距離を取って、対策を考えなければ！

「さーさー、次の魔法はなにかな？」

「え!?」

　真横を力丸が走っていた。

「……なっ!!」

「遠慮はいらないぞ！　力丸ちゃんは全身これ凶器！　だからな!!」

　力丸からは『駿足鬼ストライド』の魔法は感じない。あくまで、自分の脚力で走っている。

　いや、違う。これは──、

「攻撃しないなら、こっちからいっちゃうぞ！」

　力丸が手刀で宙を切った。

　その瞬間、俺の横を突風が吹き抜け、頬がぱっくりと割れた。

「ぐおぅ!?」

　俺は砂につまずき、その場に倒れる。

　これも力丸の『空想物理ストロンゲスト』なのか!?　教えてくれ、アルカナ！

『解析。山王力丸の固有魔法「空想物理ストロンゲスト」は、運動エネルギーを操り、現実的には起こり得ない物理的な現象を実現させる魔法。但し、その効果は魔法によるものではなく、あくまで物理現象として影響を及ぼす』

　要は、トンデモ物理ってわけか！

　俺は飛び起きると、すぐに次の手を打つ。『装甲鬼アルマード』を体にまとわせ、並行して爆発系の魔法を発動。炎系とちがって、ピンポイントで爆発を起こすこの魔法であれば、跳ね返すことは出来ないはず！

「『魔爆粉砕デストラツシヤー』!!」

　この合宿中に身に付けた、爆発系の上級魔法。

　力丸の足下で爆炎が広がる──が、それより先に、俺の視界が上下反転した。

「な……」

「遅い、遅いぞ！　魔法の発動より、力丸ちゃんの動きの方が速いからな！」

　力丸にぶっ飛ばされ、俺の体は砂浜を転がった。

　勝ち誇ったような力丸の背後で、『魔爆粉砕デストラツシヤー』の爆炎が立ちのぼる。

　畜生……っ！

　効かないのか。

　合宿の成果として、新たに身に付けた上級魔法が。

　力丸の『空想物理ストロンゲスト』の前では、役に立たない。

　もっと、俺に力が、

『空想物理ストロンゲスト』にも負けない、強い攻撃手段があれば！

　俺は歯を食いしばった。

　泣き言を言うな、盛岡雄斗。

　今ある手段で、どうにかするしかないんだ。

　まだ手はある！　氷系の魔法で、動きを止めれば──、

『警告。これ以上の「無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ」の連続使用は危険です』

　突然、魔力の供給が途絶えた。『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』によって体の中から生み出されてくる魔力が消え、全身に激しい疲労感、そして頭痛が走る。

「く……くそ!!　もう時間切れなのか……っ!?」

　がくりと膝ひざをついた俺を見て、力丸が笑い出した。

「あはははは！　なーんだ、大したことないな！　『世界ワールド』や『悪魔デビル』、『塔タワー』を倒したって聞いてたのに。でもそれは力丸ちゃんが強すぎるから！」

　力丸は俺の目の前までやって来て、最大級のドヤ顔で胸を反らす。

「なにせ、現魔王は『力ストレングス』の魔王候補だったから！　だから今回も力丸ちゃんが優勝するのは当然の結果なのだ！」

「……なんだって？」

　岩がん洞どうバルバトス校長が、『力ストレングス』の魔王候補だった……？

　それなら『力ストレングス』が次期魔王の最有力候補というのは説得力がある。一方、俺は最弱といわれた『恋人ラバーズ』の魔王候補。

　それじゃ、俺が勝てないのも無理はない──、

「ユート!!」

　リゼル先輩の悲痛な声が聞こえた。

　朦もう朧ろうとする頭で、声のした方を見つめる。そこでは、海に太ももまで浸つかった状態で、自分の何倍もの巨体を持つイゴールと対たい峙じしているリゼル先輩の姿があった。

　イゴールは砂浜で先輩が上がってくるのを待ち受けている。俺を助けに来たくても、来られない、そんな状態に見えた。

　先輩は唇をぎゅっと結ぶ。その瞳ひとみが青く光り、イゴールを捉とらえた。

「──もう、あなたに構っている暇はないわ」

　左手を前に伸ばす。

　魔法を放つのかと思った。しかし、攻撃魔法の魔法陣を展開する代わりに、リゼル先輩の左手に巻き付くように、魔術文字が流れてゆく。手を握り、その文字列を掴つかんだ。

　魔術文字が縦に走り、物質へと変換されてゆく。

　あれは……？

　──弓だった。

　白く、美しいフォルムをした、弓。

　あまりに神々しく、魔族の武器と言うよりは、神の授けた武器のように思えた。

　リゼル先輩の左手には、弓。

　そして右手には、いつの間にか矢が握られている。

　イゴールは危険を察知したのか、先輩へ向かって駆け出した。海の水をものともせずに、一直線に襲いかかる。

　しかし先輩は表情を変えることなく、

　矢をつがえ、

　弓を引き、




　矢が──




　イゴールの体を貫通した。

　風が、俺と力丸の間を吹き抜ける。

　金属音が通り過ぎた。

　力丸の前髪が揺れ、

　切断された髪が、風に飛ばされていった。

　──本当に、一瞬の出来事だった。

　早過ぎて、矢が見えなかった。

　矢というより、まるで光だ。

　力丸も、目を丸くして顔を引きつらせていた。

「ひゃー……これは、びっくりだ」

　ギギギと音がしそうな動きで、矢の飛んで来た方を見つめる。

　イゴールが、水しぶきを上げて倒れるところだった。その巨体が、波間に沈んでゆく。

　その向こうには、リゼル先輩が鷹たかのような瞳で、こちらを見つめていた。

　既に二の矢をつがえて、引いている。

　俺の喉のどが、ごくりと鳴った。

　頼もしい──と言うよりも恐ろしかった。

　一発で『力ストレングス』のエースを倒したその威力に戦せん慄りつする。

　そして貫通した矢は、あと少しで力丸の頭を射うち抜くところだった。

　リゼル先輩が弓矢を使うなんて、知らなかった。

　しかもこの凄すさまじい威力。

　一体、何なんだ、あの弓は？

「離れなさい。山王力丸」

「へー、噂には聞いてたけど、それが姫神家の血族魔法……『弓婚破弾キユーピツト』かあ」

「次は、あなたの頭を射ち抜くわ」

「あはは、力丸ちゃんの？　そんなこと出来ると思ってるのかー？」

「簡単よ」

「……」

　さすがの力丸も、脳天気な態度が影を潜めた。冷めた瞳が先輩を見つめる。

「山王力丸、あなたもここでゲームを終わらせたくはないでしょう？　愚かでないのなら、今は引きなさい」

　力丸は目を細め、ニヤリと微笑んだ。

「でも、ここまで追い詰めたしなぁ……せっかくだから」

　視線を俺に戻す途中、力丸の瞳がほんの一瞬、正義の姿を捉えた気がした。

　力丸の拳に金色の光が集まる。

「『恋人ラバーズ』の首、もらってく!!」

　拳が俺に向かって振り下ろされる。

　先輩の弓から矢が離れる。

　正義が剣を抜いた。

　誰が先か、

　目の前に、力丸の拳、

　その金色の光が視界を覆い──、




　……あれ？




　目の前に力丸が拳を振り上げて立っている。

　びっくりしたような、わけが分からないといった顔。

　そしてリゼル先輩も、矢をつがえたまま呆ぼう然ぜんとしている。

　見回すと、正義、雅とフロル、れいなとソーディア、『正義ジヤステイス』のカードも、『力ストレングス』のカードも、みんな戸惑ったような顔をしていた。

　これは、まさか──、

「困るなあ。みんな自分勝手なんだから」

　やんちゃなクラスメートを咎とがめるように、砂浜を歩いてくる男が声をかけた。

　──あいつは、

　フードを被かぶった、黒い上着。その下に赤い髪と、薄く微笑む顔。

　浄じよう土どヶが浜はまロスト。そして──、

　その後ろから付いてくるのは、『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の魔王候補、下しも鹿か妻づまりんね。その腕から、赤い血が垂れている。

　やはり、時間を巻き戻したのか。

　……まさか、俺を助けた？

　正義が、眉み間けんにしわを寄せた。

「勝手なのは貴様もだろう。愚姉の軽率な行動とはいえ、魔王大戦の勝負。みすみす覆水を盆に返すとは、どういうことだ？　返答によっては──」

　正義は、改めて剣の柄つかに手をかけた。ロストはそれを見て、苦笑いを浮かべる。

「今後のための教訓だよ。いずれは、同盟のみんなとも戦うことになるけど、今は力を合わせ、意思を統一する必要がある。今回のことは、それを肝に銘じてもらうためさ」

「解せぬ」

　正義が剣を抜いた。

　そして力丸も俺から離れ、ロストの方へ歩いて行く。

「おや？　二人ともどうしたんだい？　怖いな」

　ロストは素早く二人に視線を走らせる。

「そういえば、貴様の実力をまだ見せてもらっておらぬな……」

「だよねー。いつもりんねの後ろに隠れてるだけで。実は全然弱かったり？」

　すると、ロストの後ろに控えていたりんねが、すっと前に出た。

　力丸とりんねが睨にらみ合う。

「ん？　何かな？　力丸ちゃんに文句でもあるのか？」

　りんねの表情は変わらない。いつもの笑顔のままだ。

　しかし──怒っている。

　空気が張り詰めた。

　ロストの出現で、突如として流れが変わった。また別の組み合わせで仲間割れが始まりそうな予感がする。

「……やれやれ、仕方ないなあ」

　緊張感を破るように、ロストが呑のん気きな声を出した。

「下がっていて、りんね。僕がやるから」

　りんねはもの言いたげな顔をしたが、素直に従った。

「気は進まないけど……でも、そんなことで納得してもらえるなら、殺されてあげてもいいよ」

　さあ、どうぞ、とでも言いたげに、ロストは無防備に両手を広げた。

　力丸と正義は、一瞬視線を交わしてから、じりっとロストと距離を詰める。

　そして──、

　同時に仕掛けた。

　完全にシンクロした動き。

　まるで練習を重ねたかのような、見事な連係。

　力丸の拳こぶしがロストの左胸を貫き、正義の剣が右胸を貫いた。

　ロストが、

　──負けた。

　あっさりと。

　体に開いた二つの穴から、どろりと、黒い粘液があふれた。

　死んだ魔王候補は、黒い沼に呑のまれ、煉れん獄ごくへ送られる。黒い沼は死の使いであり、魔族といえども、そこから逃れることは出来ない。

　そのはずだ、

　しかし──、

　ロストは相変わらず、穏やかに微笑んでいる。不気味なほどに。

　そして勝ったはずの、力丸と正義の表情が冴さえない。

　力丸と正義はロストから離れ、後ろに大きく飛び退いた。

「な、なあ、せーぎちゃん。ぜんっぜん手て応ごたえが、なかったぞ？」

「ああ……此こ奴やつの体は、一体──」

　ロストの体を呑み込むと思われた、コールタールのような黒い粘液は、突然力丸と正義に向かって襲いかかった。

「な!?」

　二人はさらに大きく後ろへ跳んだ。

「な、何なのだ!?　何で力丸ちゃんたちを呑み込もうとしたのだ！」

「分からん……なぜ、死者ではなく、我々を呑み込もうとする!?」

　ロストはにっこり微笑んだ。

「あれ？　僕を殺せないの？　ちょっと期待してたのになあ」

　黒い沼は魔族を死者の世界へ送る、死の使い。

[image: ]

　──死神。

　まさか。

　正義は剣を構え直した。

「何のまやかしか知らぬが……我が剣に、斬れぬものなし!!」

　再び仕掛ける。

　今度はさらに速い。目にも留まらぬ踏み込み、一撃がロストの頭を叩たたき割った。

　──かに見えた。

「な……」

　ロストの右手が、正義の剣を受け止めていた。

　その手は、漆黒の装甲に包まれている。

　禍まが々まがしさの伝わってくる腕──まさに死神の甲かつ冑ちゆうのようだ。

「貴様……いつの間に」

　さっきまでは素手だった。

　しかし、一瞬──見えた。ロストの腕に、黒い沼が張り付くのを。

　これは、あの黒い沼が硬化して出来たものなのか？

　ロストが穏やかに微笑む。

「これが僕の固有魔法『夢望無残ドリーミング』だよ」

　正義は眉間にしわを寄せ、剣の柄に力を込めた。そんな正義を、ロストはなだめるような笑顔で見つめた。

「まだやるの？」

「何だと？」

「だって、僕の実力が見たかったんでしょ？　だったら、もう目的は果たしたじゃない」

「……かも知れぬな。だが、貴様に後れを取ったと思われるのも癪しやくだ」

　正義は砂を蹴けると、後ろへ飛んでもう一度距離を取る。

「我も本気を出させてもらう」

　正義から感じる魔力が変わった。先程までとは別人のように強大になってゆく。

　剣を引き、切っ先をロストに向ける。

「あの世へ行って誇るがよい。我の固有魔法により屠ほふられた誉れをな」

　砂の中から、突然剣が生えた。

　一本、二本、続々と、そして数え切れないほどの剣が、切っ先を上にして突き出てくる。

　たちまちロストは、針の山の中で孤立した状況になった。

「我が固有魔法、その身に刻むが良い」

　地面が揺れ、砂浜の砂が躍り始めた。正義の魔力がどんどん増大してゆく。今までとは別人のように、強大さと恐ろしさが膨れあがっていった。

「へえ……これが『正義ジヤステイス』の固有魔法なんだ」

　ロストは慌てる様子もなく、景色を楽しむかのように並んだ剣を見回した。

「受けるがいい！　『６６６シクサーズ』!!」

　そう正義が叫んだとき──、




「ふああぁあ……ああああ～っと」




　あまりにも場違いな、呑気なあくびが聞こえた。

　離れた砂浜に、ビーチベッドが置かれて、そこに寝っ転がっている姿があった。

　……一体、いつからそこにあったんだ？

「ったく、若いモンは元気だねぇ……昼寝も出来やしないよ」

　ビーチベッドから体を起こしたのは、アロハシャツに短パン姿。かけていたサングラスを取った顔は──、

「校長!?」

　魔王学園の校長、岩洞バルバトスだった。

「いよう、ユート。相変わらず、モテモテだな」

「へ？　い、いえ、むしろ修羅場が三つくらい重なってる感じなんですが……」

　戸惑いながら答えると、校長は、わはははと大笑いした。

「うらやましいよ！　いやマジで！　嫉しつ妬とすら感じるね!!」

　背中をバンバン叩かれた。本当に目がマジなので、ちょっと怖い。

「それはそうと……」

　校長はロストへ視線を向ける。

「お前さんが『死神デス』の魔王候補か」

　ビーチサンダルを履いた足で、何気なくロストに向かってゆく。

　常に余裕の微笑みを浮かべているロストの顔に、初めて緊張の色が浮かんだ。

　校長は目の前で立ち止まると、顎あご髭ひげを撫なでながら、品定めするようにロストを見つめた。

「一度くらい、顔を出して欲しかったけどなあ。どうして学園に来ないんだい？」

　その質問を無視し、ロストは不敵な笑みを浮かべた。

「まさか……ここで現魔王に会えるとは、思わなかったよ」

「はっはっは、君が魔王学園に入学すれば、いつでも会えるぞ！」

「僕はあんな学園に興味はない」

「ほう？」

「あんなものは砂上の楼閣だ。いつか崩れる。いや、僕が崩してあげるよ」

「何だ何だ？　校内暴力か？　そーゆーの先生は──」

　校長は、にやりと笑った。

「大歓迎だぜ」

　背筋がぞくっと震えた。

　特に魔力を放ったわけでも、魔法を使おうとしたわけでもない。

　しかし、その瞬間、校長がとてつもなく恐ろしく感じた。

　そんな校長を前にして、ロストは恐れることなく挑戦的な笑みを浮かべる。

「……僕は魔王学園を潰つぶす。それに、あんたもね」

「ほう、なかなか頼もしいな」

「そんな顔をしていられるのも、今のうちだよ」

「そうかぁ？　こう見えてもセンセーも結構強いんだぞ？」

「昔はでしょ？」

　皮肉な笑みを浮かべると、ロストは踵きびすを返した。

「もう、あんたの時代は終わったよ」

　そして振り返ることなく、森の方へ去って行く。りんねもその後を追って姿を消した。

　突然の幕引きに、俺たちが呆ぼう然ぜんとしていると、

「ほれほれ、お前らも！　先生の昼寝のジャマするなって。解散、解散！」

　手をぱんぱんと叩き、生徒たちを追い払う。

　不満や疑問もあるが、魔王兼校長に言われては、従わざるを得ない。

「……行くぞ」

　不機嫌そうな声で正義が命令すると、鉢巻、拵の二人を従え、元来た方角へ戻ってゆく。

「んじゃ、力丸ちゃんも帰るとするかー!!　フロルーっ、いっくぞーっ！」

『力ストレングス』のクイーン、石割フロルもしぶしぶ拳を下ろした。

「夕顔瀬！　次も私があんたより上だって思い知らせてあげるから！　覚悟しなよ！」

　雅は疲れたように溜ため息を吐いた。

「はいはい。どっちにしろ魔王大戦だしね。受けて立つよ」

　そして、れいなとソーディアの方は──、

　二人とも剣を構えたまま、まだ睨にらみ合っている。

　だが、ソーディアが二本の剣を納めると、れいなも、ほっとしたように刀を下ろす。

　その瞬間、

　──再びソーディアが抜刀した。

「れいなっ!!」

　冷たい刃が、れいなの喉のど元もとに突き付けられる。

「……っ!?」

　れいなは身動き一つ取れない。わずかでも動けば、剣が喉に刺さる。

　ソーディアは感情のない声で話しかけた。

「れいな、これは試合じゃない。相手が剣を納めたからといって、油断しない」

「……は、い」

　ごくり、とれいなの喉が鳴る。流れる汗が、剣の切っ先に移った。

　ソーディアは剣を引くと、今度こそ剣を納めて、背中を向けて去って行った。

「れいな！　大丈夫か？」

　駆け寄ると、れいなは眉まゆを八の字にして微笑んだ。

「また、負けちゃいました……」

「いや……無事で良かった」

　安心させるように、れいなの肩を抱いた。

　とりあえず……俺も、れいなも、先輩も雅も無事だった。

　──とはいえ、かなり危なかった。とてもじゃないが、喜べる雰囲気じゃない。

「ん？　ユート、君たちはどうして帰らない？」

　その場に残った俺たちを、校長は疑問の目で見つめた。

「いえ、俺たちは、ネイトにこの場所を借りているんです。別荘に厄介になってて」

「ああ！　そういうことか！」

　さっきの寿命が縮みそうなやり取りなどなかったかのように、校長は明るく笑った。

「ここはいいビーチだからな！　お忍びにはぴったりだな！」

　……ということは、校長も？

「もしかして、校長先生もネイトに頼んで、休暇を過ごしてるんですか？」

「いや、先生は不法侵入だ！」

　ええええっ!?

　いや、まあ……魔王なんだから、それくらい許されるんだろうな。

　と思ったのだが、その後ネイトがやって来るのを見て、

「やばっ！　いいか、センセーが勝手に遊んでたのはヒミツだからな！」

　慌てて逃げ出していた。

　あれが魔王の姿だと思うと、少し微妙な気持ちになった。
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　夏休み──サマーバケーションである。

　魔界では、人間界で休暇を過ごすのがステイタスシンボルだ。なぜなら、自由に人間界に行くことが出来るのは、一部の貴族だけだからだ。

　当然『世界ワールド』の魔王候補アスピーテ・ラインも、夏は人間界で過ごすのが恒例だった。

　だが、今いるのはリゾートではない。何の変哲もない住宅街の一角。目の前に建つ家の表札には「盛もり岡おか」と書かれている。

　敵同士ではあるが、前回『恋人ラバーズ』の《騎士ナイト》である小こ岩いわ井いれいなを救うのに協力してやった。その貸しを、返してもらう必要がある。そこで魔王大戦に復帰するにあたり、ユートが知っている情報を開示させるつもりだった。

　それに、今の自分は戦力が心こころ許もとない。カードは全て契約解除リリースしてしまった。屋敷も今はまだ廃はい墟きよ同然で、改修の真っ最中だ。安全が確保出来る場所がないのは問題だった。

　学園には宮殿パレスもあるが、一時的な会合ならともかく、ずっと滞在するのは厳しい。それに見張られたら、動きづらくもある。当面、こちらの陣容が整うまでは、何らかの対策が必要だ。

　──場合によってはユート、貴様と一時的な共同戦線を張ってやらんこともない。

　とアスピーテは心の底で思っていた。

　なにせ自分は『世界ワールド』の魔王候補。これほどの戦力、ユートにとっても悪い話ではない。

　そんなことを考えながら、呼び鈴を押そうかどうしようか、十分くらい悩んでいた。

　大体、何で俺の方から奴の家なんかに来なきゃいけないんだ。奴の方から来るのが筋というものだ。

　と、帰りかけるが、電話で呼び出そうとすると、リゼルが漏れなく付いて来そうだ。

　わざわざここまで来たのだ、とまた門の前に戻ると──、

　唐突に扉が開き、女性が顔を出した。

「あら？」

「お……」

　不意を突かれたように、アスピーテは固まった。

「あ！　もしかして、ゆーくんの友達!?」

　ゆーくん!?

　奴は……家でそんな恥ずかしい呼び方をされているのか。

「い、いや、友達というわけではないが……何と言うか、関係を表すのが難しい」

「まーっ！　すっごいイケメンね！　かっこいいっ！」

「か……」

　な、何だこの女は？　調子が狂うな。

　どうやら人間のようなので、奴のカードではあるまい。となればメイドか？　いや、庶民の家では、メイドを雇う余裕はないはず……となると、奴の姉か？

「もーホントにゆーくんったら、ちゃんと男の子の友達もいるんじゃないの。よかったわ～。連れてくる子が女の子ばっかりなんだもん。それもすっごい美少女ばかり！　これって大丈夫なの!?　色んな意味で！　とか思ってたの！」

「そ、そうか……いや、知らんが」

　く、落ち着け。この奇妙なノリに巻き込まれるな！

　アスピーテは意識して、キリッとした顔を作った。

「それで、盛岡雄ゆう斗とはどこにいる？」

「え？　今は海外に行ってるけど？　ハワイに」

「なにぃいいっ!?」

　ハ、ハワイだと!?　この熾し烈れつな魔王大戦の最さ中なかに！　この俺でさえ、この地に留とどまっているというのに！

「もしかして、知らなかったの!?　ごめんなさい！　リゼルちゃんたちと一緒に行ってるの。あ、雅みやびちゃんと、うちのれいなちゃんも一緒よ？」

　アスピーテは自分でも驚くほどショックを受けた。

「この俺様が……わざわざ足を運んでやったというのに……不在どころか海外……あの女どもと……」

　なぜ自分が、これほどまでにダメージを受けたのかも良く分からない。

　だから腕を掴つかまれるまで、女が玄関から出て来たことに気が付かなかった。

「さ、上がって、上がって」

「なっ、何をする!?　貴様！」

「せっかく来てくれたんだもん。上がっていって。お詫わびの証しるしに、アイスあげる！」

「い、いらんっ！　そんなもの！」

「そう言わないで！　いーからいーから！　ゆーくんの学校での話も聞きたいし！」

「よ、よせ！　引っ張るな！」

　振りほどこうと思えば出来るはずなのだが、なぜか出来なかった。

　そしてアスピーテの姿は、盛岡家の扉の中へ吸い込まれた。




　　　　◇　◇　◇




　先日の『正義ジヤステイス』と『力ストレングス』の襲撃について、リゼル先輩が裏取りをしたところ、本当にただの偶然だったことが判明した。

　ネイトは申し訳なさそうに頭を下げた。

「侵入者がいるって報告を受けて、急いで戻ろうと思ったんだけど……色々手間取って、戻るのが遅れちゃって……ごめんね」

　コテージのリビングでネイトと二人、ソファに座って向かい合っていた。

「いや、ネイトが謝るようなことじゃないって。本当に、俺たちはネイトに感謝してるし、何よりネイトが巻き込まれなくて良かった」

　しょんぼりと頭を下げるネイトを、俺は必死に慰めた。

　あのとき、ネイトは人間界にいたそうだ。急いで戻ってみると、魔王候補級の魔力がプライベートビーチにいるのを感じ、ステラに応援を求めたそうだ。

　その交渉にも時間がかかり、駆けつけるのが遅くなった……という経いき緯さつらしい。

　だが、そんなゴタゴタのおかげで、一時は気まずい雰囲気になっていたネイトと、また普通に顔を合わせられるようになった。

「えっと……ユートくん、あの……」

　真っ赤になって、言いたくても言い出せない、そんな風に体を揺らしている。

　……普通に顔を合わせられるようになった──というのは言い過ぎだったようだ。

「ネイト、あのことなんだが──」

　俺の方から切り出そうとしたとき、ちょうど雅がキッチンから顔を出した。

「ユート！　そろそろ行こう！　今日の特訓は新メニューだよ！」

　腕を引っ張られて、仕方なくソファから腰を浮かす。

「すまないネイト、また後で」

　ネイトは微妙な笑顔で、手を振ってくれた。

　俺は雅に引っ張られるままコテージを出て、砂浜へ向かう。

「で、新メニューって何をするんだ？」

「スイカ割りだって！　ぱっかーんって！」

　それは本当に特訓なのか、激しく疑問だった。




　　　　◇　◇　◇




「で、ではっ、せっ、説明するでやでしゅ!!」

　先生は直立不動で、噛かみまくった。

「うう……れいなが先生だなんて、きっ、緊張しますです……ですぅ」

「あのな、れいな。生徒はお兄ちゃんなんだから、そんなに緊張しなくてもいいぞ」

　腰を屈かがめて目の高さを合わせ、頭を撫なでてやる。

「えへへ……ありがとうございます。ちょっと、緊張が取れたです」

「ちょっとーっ！　ユート、アタシのときと扱いが違い過ぎない!?」

　たちまち雅から文句の声。しかし俺は受け付けない。

「大事なうちの妹だからな。そりゃ違うだろ」

　口をとがらせ、ぶーぶー言う雅。一方うちの妹様は、ほくほくの笑顔だ。

　リラックスしたれいなが教えてくれた特訓の手順はこうだ。

　①まず、木刀を用意する。

　②目隠しは必要ない。

　③用意したスイカが空を飛んで襲ってくるので、木刀で叩たたき割る。

　──って、何だそれ。俺が知ってるスイカ割りと違う！

　つか、スイカが空を飛ぶか！

「ぐわっ!!」

　飛んで来たスイカの強烈な一撃を食らい、俺は何度も砂浜に倒れた。

「ユート、しっかり！」

　という、リゼル先輩の応援に支えられ、立ち上がる。

　俺を取り囲むようにふわふわ浮いている、緑に黒い線の入った球体スイカだ。つやつやとして、きっと冷やして食べたらおいしい。

　しかしスイカは意思があるかのように、トリッキーな動きをして俺を翻ほん弄ろうする。近付いたり、離れたり、まるで挑発しているかのようだ。

「くそ……なんでスイカが空を飛ぶんだ……凶暴だし」

「だらしないぞお兄ちゃん！　ガッツだ！　ズバッとキメろーっ!!」

　という、雅のヤジに腹が立ち、なにくそ！　とやる気が出る。でもムカつく。

　そこへ妹先生からのアドバイスが飛んでくる。

「お兄ちゃん、もっと木刀と仲良くしないとだめだめです」

　……仲良く？

　木刀は友達、とでも言えばいいのだろうか？

　れいなは何もない空間から、愛用の剣を引っ張り出した。

「魔族同士による剣の戦いは、剣と一緒の戦いになるです」

「一緒のって、そりゃ武器として使ってるから……って意味じゃなくてか？」

「はい。魔族の武器は人間とは違います。武器の扱い方を覚えて、操る訓練をするのではないです。武器の能力を引き出す練習をするです」

　俺は手にした木刀を見つめた。何の変哲もない木刀にしか見えないが……？

「それは練習用ですが、銘を『天てん下か布ふ武ぶ』というです」

「木刀にしちゃ、頑張り過ぎなネーミングだな……」

　れいなは手にしていた、身長よりも長く、ごつい刀を抜いた。

「ちなみに、れいなの刀は『ぽんちゃん』というですです！」

「……可愛い、いい名前だな」

　褒めてやると、むふーっと鼻息も荒く、得意満面。かわいい。

「それでそれで、です。魔族の武器には、すでに力が宿っているです。攻撃力だったり、スピードだったりの性能がもう決まってます。持ち主がするのは、武器が本来持っている力を、どれだけ引き出せるか……その練習なのですです」

「するとこの場合は、戦闘は天下布武まかせで、俺は特に剣術の練習をする必要はないってことなのか？」

　れいなは首を縦に振った。

「ですです。その代わり、強い武器にはそれに見合った魔力が必要になるです。それと、武器を使った戦闘を繰り返して、その武器との親しん睦ぼくを深めるです。そうすることで、武器の持っている能力を上限まで使えるようになるです」

　つまり、天下布武を使って経験値を溜ためると、自然と俺も強くなるってことか。

「能力を上限まで引き出せるようになったら、どうなるんだ？」

「それ以上の戦闘力が必要なら、より強い刀に持ち替えるしかないです」

　なるほど。ちょっとゲームっぽいな。

「この木刀……天下布武は、どれくらい強いんだ？」

「そのスイカといい勝負ですです」

　天下布武────っ!!　名前負けにも程があるだろ!?

「初心者の練習用なので……でも、とっても扱いやすいから、オススメですです」

「わ、分かった。とにかく今の俺の相棒は、こいつなんだな？」

　れいなはにっこり笑ってうなずいた。

　俺は天下布武を構えて、スイカと対たい峙じする。

「木刀に自分の魔力をあげるです」

　言われたとおり、手の平から木刀に魔力を送り込む。

「……お？」

　何だか、今までの木刀から何かが変わった気がした。まるで枯れ木が息を吹き返し、生命力にあふれる木に戻ったみたいというか……。

　──おい、天下布武。

　心の中で、話しかけてみた。

　返事が聞こえたわけではないが、何か心の中に響いたような気がした。

　──あのスイカを割りたい。

　そう話しかけているとき、素早くスイカがぶつかってきた。

「っ！」

　自然と腕が動き、天下布武がスイカの突進を受け止めていた。

　俺の意思じゃない。いや、防ごうとは思ったけど、実際に腕をどう動かすか、ということは考えていなかった。

　天下布武と俺の体を動かしているような、俺と木刀が一つになったような──不思議な感覚だった。

「その調子ですです！」

　れいなの応援に後押しされ、俺は天下布武を構える。

　──いくぞ。

　隙を覗うかがうように、目まぐるしくスイカが飛び回る。俺はそのスイカに向かって駆けた。

　スイカはフェイントをかけるような動きをしてから、急に襲いかかる。

「!!」

　手の中の天下布武と俺の体がシンクロした。

　自分でも惚ほれ惚ぼれするような動きだった。

　天下布武を一いつ閃せんすると、スイカが赤い果汁を噴き出し、真っ二つに割れた。

「やった、やったです！　お兄ちゃんっ!!」

　俺は、自分でやったという実感が全く持てないまま、手にした天下布武を見つめた。

「そうか……これが魔族の武器、その戦い方か……」

　天下布武に俺は語りかけた。

「これからも頼むぜ！　相棒!!」

「あ、天下布武はもういいですです」

「え？」

「今の一撃で、もうお兄ちゃんは天下布武の力を全部引き出しちゃったですです」

「な……何だって──っ!?」

　なんてこった……お前とは、もうお別れなのか！

　天下布武とはわずか数時間の付き合いだが、なぜか、妙に悲しくなった。

「ひゅー、ひゅーっ！　カッコいいよ、ユート!!」

「上出来よ、ユート」

　雅もリゼル先輩も、ぱちぱちと拍手をしてくれた。

「ありがとうございます……あ、そういえば」

　リゼル先輩が『力ストレングス』のエースを倒したときのことを思い出す。

「この前見た先輩の弓ですけど、あれが先輩の武器なんですか？」

「ええ。姫ひめ神かみ家に伝わる血族魔法『弓婚破弾キユーピツト』」

「凄すごかったですよね。俺があんな状況じゃなかったら、楽に力りき丸まるを倒してたんじゃ」

「いいえ。『力ストレングス』の魔王候補は、そんなに甘くはないわ」

「え？　でも『簡単よ』って……」

「ハッタリだもの」

　……こういうところはさすがだ。肝が据わっているというか──恐ろしくすらある。

　俺が殺されそうな状況ではあったが、躊ちゆう躇ちよなくイゴールを射い貫ぬく冷徹さ。

　誤射が許されないあの状況で、正確に矢を射る精神力。

　一本の矢でイゴールを倒し、力丸を威嚇しようという大胆さ。

　改めて、リゼル先輩の凄味を感じた瞬間だった。

　普段の優しい先輩とは別の、魔王大戦を戦う魔族としての一面。

　優しいだけでなく、ときには容赦なく敵を倒す。そういう決断を下す必要がある。

　そうでなければ、とびきりの化け物ども、居並ぶ最強たちを蹴け散ちらすことなんて出来ない──と、教えられた気がした。

「アタシもあれ滅めつ多たに見たことないし、使うのけっこーレアだよね？」

「そうなのか？」

「うん。アレが使えるから姫神家は『恋人ラバーズ』の魔王候補を輩出してたんだよ。だから次の魔王候補は、センパイだとみんな思ってたんだけどね」

「そうね。いわば『弓婚破弾キユーピツト』が『恋人ラバーズ』の魔王候補の証あかしと言われていたわね」

「そうだったんですか……」

　それを俺が横取りした格好なのか。何だか先輩にも、その一族にも申し訳ない気持ちになる。

　しかし……俺も『恋人ラバーズ』の魔王候補ならば、同じ武器が使えるのではないか？

「あ！　雅の血族魔法をコピーしたように、俺に先輩の血族魔法を移植することも出来るかも？」

　リゼル先輩は困ったように微笑む。

「この血族魔法は門外不出なの。いくらユートでも、あげるわけにいかないわ。それに、相性がかなりあるから、移植しても正常に機能しないと思うわよ」

「そうなんですか……なんか、無む茶ちやなこと言ってすみません」

　なぜか急に恥ずかしくなった。

　そんな俺にフォローを入れるように、リゼル先輩は俺の体に寄り添い、腕を組んだ。

「そんな残念そうな顔しないで。ユートには、もっといいものを身に付けてもらうつもりだから」

　──え？　もっと、いいもの？

「それは、ユートにしか使えない魔法」

　いいものって、そういうことか。

「この特訓で身に付けようとしている必殺技……ですね？」

　でも、それが何なのか、全然想像が出来ない。

　そんな俺の心を読んだように、リゼル先輩は尋ねた。

「ユートは、今の自分に必要なのは、どんな固有魔法だと思う？」

「そう言われても……」

「よく考えて。この前力丸と戦ったとき、ユートはなにを感じた？」

「それは……」

　己の、力不足だ。

　力丸の『空想物理ストロンゲスト』の圧倒的な力。あの力の前には、俺がこの夏に身に付けた上級魔法も役に立たなかった。いくら『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を長く使えるようになったところで──？

「あ……」

　俺は、うわごとのようにつぶやいた。

「……攻撃能力」

　リゼル先輩は満足そうにうなずいた。

「そう『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』も『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』も、愛の力によって魔力を分けたり、魔力を生み出したりする魔法。それは敵と戦うための魔法じゃない。とても『恋人ラバーズ』らしく、ユートらしい美しい魔法だわ。でも、それだけじゃ戦いに勝てない」

　俺も力強くうなずいた。

「だからユート、あなただけの攻撃魔法が必要なの」

『恋人ラバーズ』の攻撃固有魔法か……。

　自然と、リゼル先輩の弓が思い浮かぶ。

「俺も、自分の力で『弓婚破弾キユーピツト』を身に付けろってことですか？」

　しかしリゼル先輩は、困ったように首を傾げた。

「私にも分からないの。それはまだ誰も見たことのない魔法だから」

「でも……リゼル先輩は、その存在を知っていたんですよね？」

「ええ。私もとある人に教えてもらったの」

　え？

「えっと、その……ある人って？」

　リゼル先輩は人差し指を唇に当て、片目をつぶった。

「ヒミツよ♡」

　俺は力なく笑うしかない。

「攻撃の固有魔法のことは、まだ先よ。今はとにかく魔力量の上限を上げる。『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の限界時間を延ばす。そのことに集中して」

「は、はい！」

　とは言うものの、気にはなる。

『恋人ラバーズ』のアルカナに眠っている固有魔法……。

　それは一体、何なんだ？




　　　　◇　◇　◇




　その数日後から、より実戦に近い訓練になった。

　ビーチの背後にそびえる「牢ろう獄ごくの山」に入り、出現する魔物を倒すというものだった。

　──が、

「……迷った」

　ネイトが言っていた通り、日中だというのに薄暗い。晴れているはずなのに、フィルターをかけたかのように空も暗い。森の木も全て灰色で、気分が滅め入いってくる。

　さらに、方向がまったく分からない。山なんだから下へ向かっていけば、ビーチに戻れるかと思いきや、いつの間にかまた坂を上がっている。

　一度入ると、なかなか抜け出せないというのは本当のようだ。これなら、力丸や正せい義ぎが道に迷ったのも理解出来る。

　遠くから、獣が吠ほえる声が響いてくる。

　危険な魔獣が沢山いるという話だったが、幸いにしてまだ一匹も出くわしていない。いや、特訓なのだから、魔獣と遭遇しないのは不幸なのか？

　しかし、本来は四人パーティで魔獣と戦う予定だった。途中で霧が濃くなった、と思った時にはもうみんなとはぐれてしまっていた。

　もし、このまま会うことが出来ずに……本当に遭難したら……？

　この鬱うつ々うつとした森のせいか、悪い方向にばかり考えが進む。

「……ん？」

　木々の切れ目から、何か見えた。

　真っ直ぐな木の板。屋根か何かのようだ。

　背の高い草をかき分けて進んでみると──、

　そこは少し開けた場所で、奥に一軒の山小屋が建っていた。

「ネイトが山荘があるって言ってたけど……これのことか？」

　背後の灰色の森に、呑のみ込まれる寸前──といった雰囲気だ。全体的に少し傾いていて、入り口のドアも外れかかっている。壁にはツタが絡み、屋根は草が生え放題。なかなかの廃屋ぶりだった。

　こんな状態でも、外で休むよりは安全かも知れない。それに、緊急用の連絡手段とか、食料とか、何かあるかも知れない。

　ドアの隙間から中に入ってみると、まさに山小屋の雰囲気。一応家具も揃っているが……？

　足下に何か落ちている。見ると、破れた包装紙とビスケットの食べかすのようなもの。

　なんだこれ？　誰かここでおやつでも食ったのか？

　顔を上げると、目の前の戸棚が開いていて、中が荒らされたように見える。

　まさか……魔獣が食料を漁あさった？

　ぞくっと背筋が寒くなる。立ち上がると、警戒して部屋の中を見回した。

　まだこの山小屋の中にいるかも知れない。

「アルカナ、危険は近付いてないのか？」

『報告。周囲に脅威となるものはありません』

　そうか──と、安あん堵どに胸をなで下ろしたとき、

「ぐおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおんんんっ!!」

　戸棚の上段が開き、小さな体が飛び出して来た。

「っ!?」

　魔獣か!?

　アルカナが察知出来なかったなんて！

　半ば混乱しながら、飛びかかってきたそれを、空中で受け止めた。

　それは、がるるると興奮した唸うなり声を上げ、毛を逆立てている。

　頭から飛び出した耳。むき出した牙きば。くるりと丸まった尻尾しつぽ。

　……犬？

　だが顔も体形も人間だ。それも小さな女の子。なんだか、豆まめ柴しばを擬人化したような雰囲気だ。

「はっ、はなせ！　はなすんだわんっ!!」

「ああ……悪い」

　そっと床に下ろしてやる。すると素早く手の中から逃れ、背後のテーブルの上に飛び乗る。そして四つん這ばいになって、威嚇するような唸り声を上げた。

「おまえっ！　ポランを殺しに来たわん!?　そう簡単にはやられないわんっ！」

「お、落ち着けって。何もしないって！」

「嘘だわん！　おまえ貴族に違いないわん！　狩りでなきゃこんな山、来ないわん！」

「いや、俺は人間だから」

「……わん？」

　その子は俺を頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで、首を上下させて見つめた。

　急に小馬鹿にしたように笑った。

「なーんだ。人間だわん？　だったら怖くないわん」

　さっきまでの慌てた様子はどこへやら、テーブルの端に腰をかけ、精一杯の尊大な態度をとって見せた。なんか可愛い。

「おまえ、ポランに食べられたくなかったら、言うことをきくわん」

　フランクフルトをくわえるのも精一杯なんじゃ、という小さな口で偉そうに言った。

　見た目は小学校中学年から高学年くらい。

　耳と尻尾の生えた魔族となると……混血魔族か。

　体育祭の練習のときに絡んできたギガラや、茶トラ猫風の猫ねこ辺べみゃーと同族だ。そういえば、みゃーは本当にデビューしたらしく、猫キャラとしてテレビでいい味を出していたな、余談だが。

「分かったよ、ポラン。俺の名はユートだ」

　するとポランは天井に向かって話しかけた。

「おーい、こいつは大丈夫だわん。みんな出てくるわん」

　みんな？　と思っていると、天井の一部が開き、そこからさらにちびっこい子犬のような子供がわらわらと飛び降りてきた。全部で五人、いや六人か。

「ずいぶん大勢いるな……どうして屋根裏に？」

「隠れてたわん。ポランたちは、貴族に狩られてるわん……」

「狩られて……って」

　俺は不安そうに見上げる子供たちを見つめた。

「それって、遊びとかじゃなく、本当に？」

「もちろんだわん。見つかったら殺されるわん。他の仲間も、多分もう……」

　ポランが悔しそうにつぶやく。すると、他の子供たちの目に涙が浮かんだ。

「でも、混血魔族といえど魔族だろ？　狩られるって……どうして」

「ポランたちの村をまるごと買い取った貴族がいるわん。そいつが、魔王大戦の練習だとかで、ポランたちを狩りの獲物にしてるわん」

　──まさか。

『ああ。魔王大戦に本格的に参戦するにあたり、軽く肩慣らしに狩りをしているのだ。しかし、獲物を追っているうちに道に迷ってしまった』

　山さん王のう正義が言ってた狩りって……このことなのか？

　ポランやその仲間たちを改めて見つめると、種類は違えど、みんな耳や尻尾の生えた混血魔族。魔獣の血を取り入れた魔族だ。

　純血に比べて身分が低いとはいえ、中には貴族の称号を手に入れ魔王学園に通っている者もいる。その一方で、こんなひどい目に遭っている魔族がいるとは知らなかった。

　そのとき、天井裏からもう一人小さい子供が下りて来た。

「た、たいへんだわん！　領主がこの家の前にいるわん！」

「!?」

　子供たちが、きゃんきゃんと、不安そうにざわめき始めた。

「どうしたんだ？」

「何を呑のん気きなことを言ってるわん！　ここの領主は魔王候補っ！　魔王候補は恐ろしく残忍で、冷酷で、恐ろしい力を持ってる奴らだわん!!　見つかったら、間違いなく遊び半分に殺されて……お前なんか、見られただけで死ぬわん!!」

「そ、そう……」

　でも、ここの領主って……ネイトだよな？

　入り口の扉が軋きしみながら、少し開く。

「ユートくん……いる？」

　案の定、少し不安そうなネイトの顔が、隙間から覗のぞいた。

「きゃいぃぃいいいいいいんんんっ!?」

　混血魔族の子供たちが、一斉に俺の後ろに隠れた。

「な、なに？　どうしたの？」

　ネイトはびっくりしたように目をぱちくりさせた。

「その子たち……もしかして」

　俺は後ろに隠れた連中に笑いかけた。

「大丈夫だ。あのお姉さんは優しい人だ。魔王候補にも、いい人はいる」

　すぐには信じられないらしく、毛を逆立てたまま、ブルブルと震えている。

「すまないネイト。この子たちなんだが、ここに逃げ──」

「ユートくんの、隠し子……」

「違うわ!!」

　まさか、そんな斜め上の誤解をされるとは、思わなかったわん。




　　　　◇　◇　◇




「そっか……そんな大変な目に遭ったんだ……かわいそうに……」

　ネイトは膝ひざの上に一番小さな子を乗せて、頭を撫なでてやっている。他の子たちも、ネイトの体にぴったりくっついている。まるで体温を分け合っているかのようだ。

　ネイトが入って来たときは、全員死の恐怖に怯おびえてただ震えるだけだったが、すぐにネイトが怖い貴族じゃないと分かったようだ。

　その様子を見つめ、ポランはぽかんと口を開けた。

「驚いたわん……こんな貴族もいるなんて……しかも魔王候補だなんて」

　そして疑わしそうな目で俺を見た。

「ユートが魔王候補というのは、まだ信用出来ないわん……」

「はは、俺もそう思うよ」

　それにしても、こんな小さな子たちがこんな苛か酷こくな目に遭っているなんて……。

「なあ、ネイト。相談なんだけど……」

「うん。この子たちなら、うちの領地の施設に連れて行くよ。そこなら安全だし、他の魔王候補も手出しは出来ないと思う」

　……さすが。

「本当に、優しいな。ネイトは」

　ネイトはちょっと赤くなって、うつむいた。

「……あたしも、自分のことしか考えてないよ」

「十分、他の人のこと考えてるじゃないか」

「ううん。あたしは、自分がいじめられたくないから……だから、出来るだけ他人から嫌われないようにしよう、そんな理由なの。ユートくんみたいに、本当に相手のことを考えているわけじゃないと思う」

　そういう考え方になるのか？　人間だったら、十分に「人間が出来てる」って評価になると思うんだけど……。
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「ただ……魔王大戦で誰が勝つのか分からないけど、新しい魔王によっては、あたしの領地も奪われるかも知れないし……そうしたら、この子たちだって……」

　……そうか。

　もし、正義が魔王になったら、自分の獲物を横取りしたネイトを許さないかも知れない。下手をしたらカルナック家を取り潰つぶしとか……そうしたらネイトも、この子たちも、どうなるかは分からない。

「……だから、あたしずっと悩んでるの」

「何を？」

　ネイトは力ない笑みを浮かべた。

「あたしが次期魔王になるのは無理って分かってる」

「ネイト、そんな風に──」

　ネイトは笑ったまま、否定するように首を振る。

「だって、ステラやリゼルがいるんだもん。あたしに勝ち目なんかないよ……でも、一族のみんなや、領地のみんなは、あたしが勝つことを期待している。みんなの運命がかかってる……」

「ネイト……」

　改めて、俺は自分のお気楽さを思い知る。分かってはいた。みんな、リゼル先輩も、雅も、他の魔王候補だって、そのカードたちも、色々なものを背負ってるって。

　でも、実際に本人から苦しげな言葉を聞くと、こたえる。

「ねえ、ユートくん」

「な、何だ？」

「もし、ユートくんが魔王になったら、どんな世界にしたい？」

「俺は……」

　どんな世界にか……。

　魔王候補になったばかりの頃は、そこまで考える余裕がなかった。

　ただ、目の前のことに必死で。

　でも、いつまでもその問いから逃げてちゃいけない。

　そうだ。答えを見つけるんだ。

　いつかじゃなく、たった今。

　リゼル先輩たちの期待に応こたえたいのは本当だ。

　でもそれだけじゃ、他人に責任を押し付けているみたいだ。俺の意志で、俺の言葉で、どうするのか、どうしたいのか。それを答えるんだ。

　大勢の運命を左右することだ。間違えるのは怖い。

　だからといって、答えないのは誠実じゃない。

　間違っていたなら、後で改めればいい。

　今の俺の正直で、嘘のない、正しいと思うことを。

「俺は……みんなが平和に楽しく暮らせる世界にしたい」

　ネイトの青い瞳ひとみが、子供たちの小さな目がじっと俺を見つめている。

「全員の望みを全て叶かなえることは出来ない。それでも、出来るだけの希望を叶えたい。そして日々の幸せを、愛情を感じられる、そんな世界にしたい」

　ネイトの瞳が揺れた気がした。

「でもな、ネイト。出来るだけ望みを叶えると言ったけど、絶対に聞けない望みもある」

「それは……なに？　ユートくん」

「命を奪うこと。自由を奪うこと。領地を奪うこと。それは絶対に許さない」

　ネイトの、そして子供たちの瞳がうるんだ。

「そっか……うん。よくわかったよ……ユートくんの望む世界が」

　ポランが涙の溜たまった瞳を向けた。

「そんなこと……ホントに出来るのか？」

「やれると思ってやらないと、実現しないさ。夢は誰かが与えてくれるものじゃない」

「ホントに、人間はバカだわん」

　鼻をくんくん言わせながら笑うポランに、俺は微笑み返した。

　そのとき──ネイトの顔色が変わった。

　膝の上から子供を下ろし、立ち上がる。そして窓の方を見つめた。

「ネイト？　どうかし──」

　窓が割れた。

　炎と、折れた木の枠とガラスが、小屋の中に飛びこんで来る。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　ネイトが咄とつ嗟さに防御魔法を展開し、子供たちの前に立ちふさがった。

　俺は弾はじかれるように、壊れた窓から外へ飛び出した。

　外には一人の男が剣を抜き、その切っ先を山小屋に向けている。その先端には、今放ったであろう魔法の魔法陣が残っていた。

　俺より少し小柄で、元気のいい少年といった雰囲気のそいつは──、

「『正義ジヤステイス』の……拵こしらえ剣けん次じだったな」

　あどけなさが残る顔に、狡こう猾かつな笑みが浮かんだ。

「ちなみに《王子プリンス》だよ。実は、行方が分からなくなった獲物を、ずっと捜してたんだ。悪いけど、うちの獲物を返してくれないかな」

「それは聞けない相談だな」

　俺は体の中で、攻撃魔法の魔術回路を組み立てる。

「あの子たちは、絶対に渡さねえ！」

　拵はふっと笑うと、背中を向けて逃げ出した。

「……え？」

　灰色の森に静寂が戻ってくる。

　何だ？　やり合うのかと思ったら、すぐに逃げ出したぞ？

「ユートくんっ！」

　ネイトも山小屋から飛び出してくる。

「ああ、ネイト。相手は『正義ジヤステイス』のプリンスだった。すぐ逃げちゃったけどな」

「えっ……」

　ネイトはプリンスが消えた森を見つめ、さっと顔色を変えた。

「きっと、報告に行ったんだ……次は正義と、他のカードが来る……」

　……そうか！

　居場所が知られたら……奴らなら、ネイトの領地にも強引に踏み入って来る。

「追うぞ！　ネイト!!」

「うんっ！」

　ネイトは懐から、一枚のカードを取り出した。それは『戦車チヤリオツト』のアルカナ。描かれているのは、二頭のスフィンクスが古代の戦車を引いている姿。

「『覇道最速トツプランナー』!!」

　複雑な魔術式が、アルカナに描かれているのと同じ戦車を作り上げてゆく。

　美しくも頑強な装甲で守られた車体。全てを蹴け散ちらす、トゲのついた車輪。その車を引くのは、仮面を着けた黒と白のスフィンクス。

　まさに王の乗り物という威厳と豪華さを備えた戦車を、子供たちは口を開きっぱなしにして呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「みんな乗って！　ユートくんも!!」

　子供たちを連れて行くのは危険だが、ここに残してゆく不安の方が大きい。

「よし！　みんな急げ！」

　俺とポランは子供たちを抱き上げ、急いで戦車に乗せる。そして最後に俺が乗ると、戦車の装甲にしがみつく。

「よし、いいぞネイト！」

「みんな、しっかりつかまってて!!」

　ネイトがスフィンクスにムチをくれた。すると、二頭のスフィンクスは、重低音の咆ほう哮こうを上げ、駆け出す。

「きゃぁああああああんっ!?」

　その加速力とスピードに、ポランと子供たちが悲鳴を上げる。

「すっ、すごいわん……ぁあ!?　ま、前っ!!」

　目の前には木々が密集して生えている。しかし、ネイトの戦車はまっすぐに突っ込んだ。

「何ものであろうと、あたしを止めることなど出来ない!!」

　ネイトは目をギラギラさせ、口元に微笑みを浮かべていた。

　手綱を握ると人が変わる。しかし、それが心強い。

　目の前に立ちふさがっていた木を、粉砕した。

「おおおおおおっ!?」

　俺も子供たちも、目を丸くした。

　戦車は立ちふさがる森を、ものともせずに進む。

　枝をへし折り、幹をなぎ倒し、道なき森に道を敷くかの如く、一直線に森を突っ切り、猛烈なスピードで駆け抜けた。

　手綱を握るネイトは、遠くの一点を見つめ続けている。

「この先は山王家の領地なの。そこに逃げ込まれたら、手を出しづらくなる……うちの領地から出る前に、絶対に捕まえる……っ！」

「方向はこっちで合ってるのか!?」

「……たぶん」

　突然、目の前が開けた。山道に出たらしい。幅は狭いが、どこかへ通じる道だ。

「きっと、この道を行ったに違いない！」

「うん！　スフィンクスも足跡を見つけたみたい！　飛ばすよ!!」

　ネイトの目の色が変わった。そして再びスフィンクスにムチをくれる。

　さらに加速。景色が風のように飛んで行く。

　そして道の先に、走る人影が見えた。

「いた！」

　あの後ろ姿、間違いなく拵だ。しかし速い。恐らく『駿足鬼ストライド』を使っているのだろうが、俺よりも格段に速いスピードだ。

　左右の森が切れた。

　草原が広がり、その先に川が横たわっている。

「あの川を渡られたら、山王家の領地!!」

　川は浅く、幅が広い。拵は既に川に入り、水しぶきを上げ走り続けている。

「ユートくん、お願い！」

　ネイトは必死のまなざしを向けた。

「おうっ!!」

　俺は手を伸ばし、電撃系の魔法陣を展開する。

　雷撃よ、空を走り、奴を撃ち落とせ！

「『爆雷鎚サンダリオ』!!」

　稲妻が川に落ち、水の中を走った。

　電気の腕が、拵の体に一瞬で追いつき、搦からめ捕る。

「ぐっ!?　ぎゃぁあああああああああああああああああ──っ!!」

　拵の足が止まり、全身を痙けい攣れんしたように震わせた。

「……が」

　全身から白い煙を上げ、ぐらりと体が傾く。

　そして、水しぶきを上げ、川の中に倒れた。その体を、川の中から黒い液体のようなものが湧いてきて、川の中へ引きずり込んでゆく。

　ネイトは手綱を引き、スフィンクスは向きを変えてスピンターン。川の手前ギリギリで横を向いて停車した。

「何とか間に合ったな」

　川の手前で、戦車は止まった。

「うん。ありがとう……ユートくん」

「俺の方こそ、ありがとう。ネイト」

　するとネイトはさっきまでの凜り々りしさはどこへやら、うつむいて両手の指をもじもじと絡ませている。

　ポランが俺をじっと見つめていた。

「おまえは……本当に魔王候補だったわん……」

「ああ、一応な」

「くやしい、わん……」

「悔しいって、何がだ？」

　ポランは唇を噛かんだ。

「……人間でもあんな風に強くなれるのに……なのに、ポランは……」

　そうか……自分の力では仲間たちを守れないことを気にしてるのか。

「まだ小さいからな。大きくなれば、強くなれるかも知れないぞ？」

　しかしポランは、がっくりと肩を落とす。

「ダメだわん。混血魔族は融合した魔物以上の力は出せなくて……強くなるには、さらに他の魔物の血を取り入れないとダメなの……わん」

　ネイトが心配そうな顔をした。

「それって、危険だよ？　止めた方がいいと思うな」

「分かってるわん。それで、犠牲になった仲間もいたわん」

「犠牲……？」

「ポランがもっと小さかった頃、貴族が村にやって来て、別の魔物と融合して強くなりたくないかって、希望者を集めたわん。それで何人かの仲間が、その貴族に連れて行かれたわん」

「それって……実験──」

　ネイトが、はっと口を押さえる。

　しかしポランは気付かなかったのか、そのまま話し続けた。

「その中には、ポランが大好きだったお兄ちゃんもいたんだわん。本当のお兄ちゃんじゃないけど、強くて、優しくて、村の子供たちはみんな好きだったわん」

　ポランの尻尾しつぽが、自然と左右に揺れた。

「いじめられている子がいたら助けに来てくれたり、ケガをしてたら手当てをしてくれたり、お腹が空すいてたらごはんを分けてくれたり……本当に、みんな助かってたわん。ポランの憧あこがれだったわん」

「それで……そのお兄さんは、どうなったんだ？」

「……死んだって聞いたわん」

「……そうか」

　ネイトも悲しげに瞳を伏せた。

「あのな、ポラン……みんなそれぞれ役割があると思うんだ」

「？」

「戦うのは俺やネイトにまかせて、お前は小さな仲間たちの面倒をみてやってくれ」

「でも……」

「それだって大事な戦いだ」

　ポランは納得出来ない様子だったが、小さな仲間たちの姿を見て、渋々うなずいた。

　その時、

　ずっと聞きたかった声が俺を呼んだ。

「ユート！　こんなところにいたのね」

　森の中から出て来た人影が、手を振っている。

「リゼル先輩！　それに雅、れいなも！」

　続けて姿を現した雅とれいなが走ってくる。

「もーさんざん捜したよーって、何でネイトが？」

「それに、小さい混血魔族が……かわいいですです♡」

　俺は先輩に経いき緯さつを話し、それから揃って山を越えてビーチに戻った。

　ネイトが特殊なコンパスを持っていて、案内をしてくれた。それを使えば方角が分かるらしい。

「これを持たずに山に入るのは、自殺行為」

　と、控えめな声で、訥とつ々とつとリゼル先輩に説教をした。

「そ、そうね、ごめんなさい」

　と、素直に謝る先輩。リゼル先輩が説教されるなんて、実に珍しい光景だ。

　子供たちは、施設への移送準備が出来るまで、コテージで預かることにした。

　正義たちも、ここでかくまっているとは知り得ないはずだ。

　先日一度ここへ来ているし、もう一度調べに来るということは考えづらい。しかも校長の仲裁まであったのだ。

　これでもう大丈夫。

　──が、子供がいる状態で、俺たちの特訓をするには……問題がある。色々と。

　どうしたものかと思っていると、リゼル先輩が思い付いたように言った。

「合宿場所を変更しましょう」

「え!?」

　俺と雅、れいなは顔を見合わせた。

「えっと……次は、どこへ？」

　リゼル先輩は腕を組み、気合いの入った顔で微笑む。

「ヒミツよ」

「……ですよね」

　今度はどこへ連れて行かれるやら。俺たちの心に期待と不安が渦巻いた。
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　──人間界の繁華街。

　ネオンが光り輝き、その光に誘われる虫の如く、大勢の人間がやって来る。そんな群れの中を、一人の女が歩いていた。

　綺き麗れいな金髪に、少し日に焼けた健康的な肌。まるでプールサイドにでもいるような、リゾート感ただようスタイル。夏にぴったりの格好だが、街中の繁華街を歩くには煽せん情じよう的すぎた。

「おっ、キミすごくスタイルいいね！　カワイイし！」

　五十メートル歩く度に、チャラい男が声をかけてくる。しかし彼女には用事があった。その全てを無視して歩いて行く。

　しかし、次に声をかけてきた茶髪の男はしつこかった。

「オイオイ、そうガン無視すんじゃねーって」

　イラついた声に、わずかに恫どう喝かつが交ざる。女の前に回り込み、行く手をふさいだ。

　女はふっと微笑んだ。

「あら、あまり近付くとヤケドするわよ？」

「ははっ！　なにソレ？　ズイブン古くせー決めゼリフ……!?」

　次の瞬間、男の体が発火した。

「ぎゃぁああああああああああああああああああああっ!?」

　燃える服を必死に脱ぎ、地面を転がる。茶色に染めた髪の毛も燃え上がり、手で掻かきむしり消そうとする。しかし、火は消えずに手をただれさせた。

「だっ、誰かっ！　たすけてくれぇええええっ！」

　闇雲に走り回り、周りの人たちは悲鳴を上げて逃げ惑う。そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんのるつぼと化した通りを折れて、金髪の女は颯さつ爽そうと歩いて行く。

　そして、工事現場の一角に姿を消した。

　繁華街のど真ん中にぽっかりと開いた空き地。再開発のために、古い飲み屋街を潰つぶした土地である。まばゆいネオンの海の中で、そこだけは深海のように暗い。

　女はその中に入ると、声をかけた。

「遅くなってごっめーん。も～男共がうるさくってさ～♪」

　闇の中で待っていた赤い髪の男が、薄く微笑んだ。

「やあサンサ。これで全員集合だ」

　浄じよう土どヶが浜はまロストは闇の中をぐるりと見回した。

　ロストを囲むようにして、五人の魔王候補が集まっていた。

『太陽サン』のサンサ・サマーズ。

『力ストレングス』の山さん王のう力りき丸まる。

『正義ジヤステイス』の山王正せい義ぎ。

『吊された男ハングドマン』の早はや池ち峰ね夜よ鷹たか。

『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の下しも鹿か妻づまりんね。

　ロストは満足そうにうなずいた。

「さて、これだけの戦力を有する我々は、この魔王大戦において最強の軍団だ。当面は、このメンバーで邪魔者を排除していこうと思う。他の魔王候補を全員始末したら、そこからが本当の戦いの始まりだ。いいね？」

「はーい、いいわよぉ♪」

　返事をしたのはサンサだけだ。しかし、他の魔王候補も反対というわけではないらしい。異議なし、という意味を持つ沈黙だった。

　だが、ただ一人、山王正義だけは鋭いまなざしを向けていた。

「我との対決も、それまで持ち越せと言うか」

「うん。別に僕は逃げやしないよ。でも、その前に凱旋六王トライアンフとか、倒しておいた方がいいじゃない」

　それについては、全員うなずかざるを得ない。だが、正義は尚なおも食い下がる。

「もう一つ訊ききたい。『恋人ラバーズ』の始末はどうする？」

「『恋人ラバーズ』……？」

　突然、力丸が素っ頓とん狂きような声を上げた。

「あーっ！　この前いいところまで行ったのになーっ！　力丸ちゃんとしたことがっ、仕留め損ねた!!」

　サンサは少し驚いたような顔をした。

「え？　『恋人ラバーズ』って力丸が手こずるくらい強いの？」

　すかさず、早池峰夜鷹が口を挟む。

「魔王候補が問題なのではありませんわ。『恋人ラバーズ』は実質、姫ひめ神かみリゼルのチーム。リゼルが要かなめであり、最も警戒すべきは彼女……」

「まー確かに、力丸ちゃんもあの矢にはびっくりしたなー」

　呑のん気きな口ぶりに、正義は苦々しい表情を浮かべる。

「まったく、山王家の面汚しだな」

「なんだとーっ!?　いくらせーぎちゃんでも許さないぞ!!」

　力丸がファイティングポーズを取れば、正義が剣の柄つかに手をかける。

「だったら何だ？　我は限界などとっくに超えている。今すぐその首、落としてやろうか」

　呆あきれたように、夜鷹が溜ため息を吐く。

「もう……またですの？　本当に飽きませんわね」

「ホントよねぇ。姉妹なんだから、もうちょっと仲良くしなさいって」

「外野は黙っていてもらおう。姉妹故に、許せんことも、余計に腹立たしいこともある」

　しかし仲裁の効果はあったようで、正義は柄から手を離した。

　そして自分を落ち着かせるように溜め息を一つ吐き、正義は目だけをロストに向ける。

「ともあれ──そうであれば、まず先に『恋人ラバーズ』を叩たたくのはどうだ？」

　夜鷹が待ったをするように、軽く手を挙げる。

「いいけど、リゼルはわたくしがとどめを刺しましてよ？　それで良ければ」

「力丸ちゃんのカードも、『恋人ラバーズ』のプリンセスにラブラブみたいだからな！　そいつの首はもらうぞ！」

「我のところの新入りも、『恋人ラバーズ』のナイトとは縁浅からぬ関係のようだ。どうだ？　軽く肩慣らしに『恋人ラバーズ』を血祭りに上げるというのは？」

「……」

　ロストは微笑んだまま、空を見上げた。

「そうだね……まあ、いいんじゃないかな」

　そんなロストを、笑顔で見つめるのは『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の下鹿妻りんね。しかしその笑顔には誰にも気付かれない程の、不安が隠されていた。

　正義は満足げに微笑むと、一同を見回した。

「よし、決まりだな！　奴らは魔界のカルナック家の領地に隠れている。後ほど、諸君らに集合場所を連絡しよう」

　正義はいち早くその場を立ち去った。工事現場を仕切っている扉から外へ出る。

「せーぎちゃんだけじゃ、あてにならないしな！　よーし！　力丸ちゃんも色々準備するぞー!!」

　と、駆け出すと正義が出て行った扉から、飛び出した。

　そこには一台の車が駐とまっている。

　力丸は当然のように、後部座席に乗り込んだ。

　車は走り出し、大通りへ出るとスピードを上げた。

「それでそれで？　どーするのだ？」

「浄土ヶ浜ロスト、奴は信用出来ない」

　隣に座っている正義は、腕を組んだまま答える。

「奴は貴族ではない。しかし『恋人ラバーズ』の例もあるように、人間でも魔王学園に入学は出来るのだ。単に魔王学園が嫌いなのではなく、何か入学出来ない理由があるに違いない」

「で、その理由はもう分かってるんだな!?」

　バカっぽい顔で、見透かしたように言った。

　少し驚いたような顔をしてから、正義は口をへの字にした。

「そういうところが嫌なのだ……姉様は」

「えへへ、力丸ちゃんは、せーぎちゃんのそういうところは大好きだぞ！」

　正義は頬を赤くして、ふんと鼻を鳴らした。

「と、とにかくだ、これはまだ誰にも知られていない情報だ。姉様もくれぐれも口を滑らせないで欲しい」

　力丸は力強く、うんうんとうなずいた。

「『死神デス』の魔王候補は、もうこの世にはいない」

「……？」

「『死神デス』のアルカナを受け継いできたのは、ゴルゴダ子爵家。辺境に住み、他の家とも交流のない変わり者の一族だったが……その一族がまるごと消えた」

「消えた？」

「まだ確認は取れていないが、十中八九殺されている」

「じゃあ……他の魔王候補がもう殺したってことか？」

　その質問には答えず、正義は続けた。

「おそらく『死神デス』の魔王候補になったのは、ゴルゴダ家の次期当主。魔王学園の二年に在籍している、モルス・ゴルゴダだろう。だがモルスは新学期になってからというもの、学園に来ていない」

「……何か匂うのだ」

「ああ。しかし死んだのであれば、『死神デス』のアルカナは持ち主から離れ、魔界の管理局に戻る。その反応は当然、管理局や校長の知るところとなる。だが、その様子もない。すなわち『死神デス』の魔王候補は生きているということになる」

　力丸の顔からバカっぽい笑顔が消え、眉み間けんにしわが刻まれた。

「ロストの正体が、モルス……なのか？」

「学園の資料を探ってみたが、明らかに違う。先日、魔界のビーチで校長が現れただろう？　あれは恐らく、校長も『死神デス』の魔王候補が誰なのか、確認しに来たのであろう」

「で、結局正体は誰なのだ？」

「分からん。ロストはモルスではない。しかし魔王大戦の管理局が『死神デス』を失格にせず、アルカナも戻って来ないということは、『死神デス』の魔王候補が生きていると考えるしかない。それに、校長が問題にしなかったということは、ロストは魔王候補として正式な資格を所有しているということだ」

「……わけが分からないのだ」

「まったくの他人であれば、なぜ『死神デス』のアルカナを持っている？　なぜ魔王候補の資格がある？　全然分からん。だから奴は信用に値しない」

　力丸は、窓の外を流れる夜景をぼんやりと見つめた。

「元から、力丸ちゃんは誰も信用していないのだ」

　正義も、力丸とは反対側の夜景に目をやった。

「せーぎちゃんを除いて、だけどな」

「……姉様」

　思わず力丸の方を向く。すると、ニマニマした笑顔が迎えていた。

「久しぶりに、せーぎちゃんの嬉うれしそうな顔を見たのだ」

　みるみる正義の顔が真っ赤に染まってゆく。

「く……だから姉様は嫌いなのだ！」

　つんと顔を背けた。

「いーではないか、二人っきりなのだし」

「姉様は、つい人前でも親しげな態度を取ってしまうからな……おかげで我が、必要以上にキツく当たる必要に迫られる。皆に気付かれるのではないかと、我は心配だ」

「あははは、ついせーぎちゃんを可愛がりたくなるな！」

　正義は真剣な顔で、身を乗り出した。

「いいか姉様。他の者たちには、我々が仲が悪いと思わせておくのだ。カードの連中にもだ。一族以外の全員を欺く必要がある。それがいざという時に、切り札となる……って、聞いているのか？　姉様！」

　一生懸命に説教をする妹を、力丸は楽しそうに眺めていた。

「で、どーするのだ？　予定通り、凱旋六王トライアンフを倒した後で、全員でロストを始末するか？」

「……その前に『恋人ラバーズ』の盛もり岡おか雄ゆう斗とを片付けよう」

「えー何でだ？」

「浄土ヶ浜ロストが唯一、執着を持っている対象だからだ。奴は何かを知っているに違いない。盛岡雄斗とロストの関係が、何なのか……そしてロストは何者なのか……半殺しにして、ロストの秘密を吐かせる」

「なるほど！　分かったのだ！」

　力丸は、にっこりと笑いかけた。

「絶対に二人で勝ち残るのだ。どっちに転んでも、山王家が次期魔王だからな！　世界を支配するのだ!!　信頼出来る相手が、同じ魔王候補にいる。こんな最強の武器を持っている奴は他にいないのだ!!」

「ああ。必ず……必ず我が、姉様を勝たせてみせる」

　力丸は眉まゆを寄せ、正義の顔を覗のぞき込むように見つめた。

「あのな、せーぎちゃん。最後はガチ勝負でもいーんだぞ？」
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　しかし正義は首を左右に振る。

「我らの目的は山王家が魔界を支配することだ。それならば、頂点には姉様が立つ方がいい。我はそれを支えるのが合っている」

「立派な魔族なら、自分第一で考えなきゃダメなんだぞ？」

「我らは双子。どちらも自分なのだ。姉様が勝つということは、我が勝つということだ」

　力丸はくすぐったそうに笑った。

「あはは、それもそーか」

「それに我は、重すぎる責任は性に合わないのだ。無責任な方が、我は能力を発揮出来る」

「でも、せーぎちゃんにいっぱい迷惑をかけるぞ？」

「姉様は、せいぜい我を振り回すがいい。我は昔から正義に殉じている。我にとっての正義とは、姉様なのだ」

　力丸は、目を細めて微笑む。

「そっか。力とは正義……だもんな！」




　　　　◇　◇　◇




　八月も上旬になり、夏休みも中盤戦である。

　合宿場所を変更するという宣言の直後──、

「だけど一いつ旦たん、人間界に戻って一休みしましょう」

　と、リゼル先輩からのお達しがあった。

「でも、いいんですか？　あまりのんびりしてる暇はないんじゃ……」

「もう二週間も頑張ったわ。後半戦を乗り切るためにも、休憩は必要よ。ここもリゾートではあるけれど、自宅の方が落ち着くでしょ？　それに、お母様もお父様も心配なさっているでしょうし」

　正直、あまりにも居心地がいいので、そんなにストレスが溜たまっている気もしないのだが……しかし、母さんと父さんと聞いて、れいなの目が輝いたのを兄としては見過ごせない。もしかしたら、ホームシックだったのかも。

　ネイトがおずおずと手を挙げた。

「あの、でもみんなはお忍びで来てるんだよね？　だったら、ここにいた方が……」

「だからこそよ。私たちがここにいるのはもうバレている。だから一旦、リセットするわ。ネイトにもこれ以上迷惑かけられないしね」

　リゼル先輩は安心させるように微笑んだのだが、ネイトはなぜか残念そうだった。

　そんなわけで、俺たちは一時帰宅を果たした。

「まーっ！　まーっ！　おかえりなさい!!　れいなちゃんっ！」

「ただいま、ただいまです！　ママっ！」

　そして玄関先で熱い抱擁。微笑ましい。

「ゆーくんもご苦労様！　疲れたでしょ？　さ、とにかく家に入って！　冷えたスイカもあるわよ！」

「ああ、空を飛んで襲ってこないスイカが恋しかったよ」

「へ？」

　首を傾げる母さんに苦笑いで応こたえ、階段を上って自分の部屋へ。

　疲れていないと思ったが、自宅に戻ってくると、急に疲労に襲われる。やっぱり気を張っていたから気付かなかっただけで、確実に疲れが溜まっていたんだ。

　やっぱり家に戻ると気がゆるむんだな、と妙に感心してしまった。

　それから、父さんに「本当に何ごともなかったんだろうな!?　姫神様や夕ゆう顔がお瀬ぜ様のお嬢様方に粗相はなかっただろうな！」としつこく問いただされた。

　勿もち論ろん、ただの先輩後輩と、同級生という清い関係でした、と答えた。嘘も方便である。

　これも父さんの精神状態を気遣ってのことだ。許して欲しい。

　久々に自宅の風ふ呂ろに入り、母さんの手作りの夕食。

　やっぱり、いいもんだなとしみじみ思う。

「あっ、ゆーくん。そーいえば、留守中にお友達が遊びに来たわよ」

「友達？」

「うん。アスピーテくん」

　ア!?　アスピーテ……くん!?

「そ、それで？」

「うちに上がってもらって、色々お話聞いたわ！　ゆーくんに男の子の友達がいて安心した！　でも、とってもシャイな子ね」

　……シャイ。

「それで、アスピーテは何をしに来たんだ？」

「アイスを食べて帰ったわ」

　アイス!?

　それは本当に俺の知っているアスピーテなのか？　まさか、力丸と正義みたいに、双子とかじゃないだろうな。

　母さんの、ぶっきらぼうだけど照れ屋さんのいい子ね！　という評価に、ますます双子説の信しん憑ぴよう性せいが高くなった。

　一体、何をしに来たんだ……あいつは。

　まあ、自宅での休養は一週間ほど。その間に一度連絡を取ってみよう。

　そして休養の後は、合宿の後半戦。今度はどこへ行くことになるのか、不安もあるが楽しみでもある。

　夜、久しぶりに自分のベッドで横になると、一瞬で眠りに落ちた。




　　　　◇　◇　◇




　帰ってきてからしばらくは、家でダラダラと過ごしていた。

　しかし本日──日曜日には、近所の神社で夏祭りがある。そして、夜には市内で花火大会が行われる。これは毎年恒例なので、れいなを連れてぜひ行きたい。

　しかし、他の魔王候補の襲撃も考えられる。

　先輩に相談したところ──、

「へえ……これがユートの地元のお祭りなのね」

『恋人ラバーズ』全員で、お祭りと花火大会をハシゴすることになった。

　リゼル先輩は物珍しそうに、屋台の並ぶ参道を見渡している。

　着ているのは、藤の柄が入った、青い浴衣ゆかた。大人っぽいリゼル先輩にぴったりで、しっとりとした色っぽさ。浴衣も見るからに高級そうだ。

「アタシも初めてー。なんかこうキラキラワイワイしてて、すっごい楽しい！　浴衣も着れて、うれしー♡」

　そういう雅みやびは、ピンクと紫の紫陽花あじさいがちりばめられた、華やかな浴衣。

「着物を着るのは初めてなので……うれしいですです」

　と言うのは、もちろん妹のれいな。

　実は昨日、夏祭りに行くと母さんに言うと──、

「ふっ、ふっ、ふ……こんなこともあろうかと！」

　と、白をベースとした朝顔の可愛らしい浴衣を、ばっと広げた。

　それを今、れいなが着ている。

　初めて着る着物に、妹様は大興奮のご様子。

「時代劇の主人公になったみたいで、ドキドキするです！　三み船ふね敏とし郎ろうか千ち葉ば真しん一いちになったみたいで！　何だか剣豪になったような気分ですです！」

　……うちの妹の刺さるポイントが、分からなくなった。下着がふんどしでないことを祈るばかりだった。

　一応俺も、縦たて縞じま模様の入った紺色の浴衣を着ている。

　こんな格好で、他の魔王候補に襲われたらまずいのでは？　と思ったが──、

「本来、魔王大戦で無関係の人を巻き込むのは禁止されているわ」

　絶対というわけではないが、これだけ密集して人が集まっている中で仕掛けてくることは、まずない。

　というわけで警戒はしつつも、夏祭りと花火大会を満喫することにした。

「とにかく、楽しみましょう。あ、あれは何かしら？」

　と、先輩はいつになくはしゃいだ様子で、射的を指さした。

　その顔は、十七歳という年相応の顔に見える。

　いつも俺たちのことを気にかけ、色々な面倒を見てくれる。『恋人ラバーズ』の実質的なリーダーであり、参謀。そして主砲ですらある。

　本当に世話になっている。

　でも……どうしてそんなことが出来るのだろう？

　先輩は出会ったばかりの頃、一人の魔族の意思で、全てが決まる世界が嫌だと言った。だから、愛で支配する魔王になって欲しいと。

　でも、それだけなのだろうか？

　本来自分が担うはずだった魔王候補を、よりにもよって人間に奪われて、それでどうしてこんなに献身的に働けるんだ？

「やったわ、ユート！　こんなに景品を取れたわ！」

　そう言って、射的の景品の入った袋を見せる先輩。その笑顔は、普段とのギャップで幼く見える。

　ふと、魔界で意識を失ったときの光景が蘇よみがえった。

　とんでもなく美しい少女、ザイン。

　彼女は何者だったのか。

　そして、見たことがないはずの──幼い頃のリゼル先輩。

　何で俺はあんな夢を見たのだろう？

「ユート？」

「あ！　さ、さすがですね！　先輩は何と言うか、魔弾の射手っていうか！」

「……どうかしたの？」

「いえ……別に」

　何でもなくはないが、このもやもやを何て表現したらいいかが分からない。

「いや、別にどうってことのない話なんですけど……先輩、前に──」

　と、そのとき背中に何かが飛び乗った。

「……な!?」

「ユートっ！　ユートだわぉおおおんっ!!」

　吠ほえ声と共に、頭をぐりぐり首筋に擦こすりつけられる感触……これは！

「ポラン!?　どうしてここに！」

　背中に張り付いているのでよく見えないが、前のボロい服ではなく、ちゃんとしたワンピースを着ているらしい。

「ネイト様が連れてきてくれたわん！」

「こ、こんばんは……」

　遠慮がちにネイトがやって来た。服は浴衣ではなく、いつもの制服姿。

「あの、おうちの方に行ったのだけど、お祭りに行ってるって聞いて……」

「行き違いになったのか、それは悪かったな……」

　ネイトは慌てて手を左右に振った。

「ううん！　約束もせずにいきなり来ちゃってゴメンね！　ポランが会いたいって言うから……」

「そっか。でも、どうして人間界に？」

　と、俺はポランをおぶったまま、ネイトに訊きいた。

「うん……向こうに一人でいるのも、ちょっと……そ、それに、あの子たちにも、一度こっちの世界も見せてあげたいと思って……でも、一度に全員は難しいから、今回はポランだけ」

「人間界も思ったよりすごいのわん！　人間のくせになかなかやるわん！」

　当然のように背中に乗ったまま、ポランは興奮したようにはしゃいでいた。

　確かにこうして自分の目で見て、自分の肌で実感すれば、人間がどういうものか分かってもらえるだろう。

「それじゃ、ネイトも一緒にお祭り回らないか？」

「い、いいの？」

「もちろんだ。ほら、ポランもそろそろ下りろって」

「でも、ユートの背中は居心地がいいわん」

　そんなポランを、ネイトが有無を言わさずに引き剥はがした。「甘えるのもほどほどに」と、びしっと言うあたり、しっかり保護者をしている。

　それからみんなで出店を巡った。ポランの耳や尻尾しつぽに気付かれて、ごまかすのに苦労したり、金魚すくいを手でやろうとしたり、というハプニングもあったが、とても楽しかった。雅とれいなは、わたあめや、あんずあめなどお祭りグルメを満喫していた。チョコバナナを食べる姿は、ちょっと……アレだったが。

「あ！　ユート、あれって盆踊り？」

　少し離れた広場に櫓やぐらが組まれ、その周りで人が輪になって踊っている。

「雅は見るの初めてなのか？」

「うん、踊ろ踊ろ！」

「れ、れいなも、やってみたいですです！」

「それじゃ、久々に踊ってみるか」

　盆踊りなんて、小学生以来だ。ちょっと恥ずかしいが……ま、みんな一緒ならいいか。これも夏休みのいい思い出になりそうだ。

　というわけで、雅、れいな、ポラン、ネイト、俺、リゼル先輩の順番で並び、超久々の盆踊り。踊り方なんて忘れてるし、みんなも当然知らない。他のおばさんおじさんの踊りを、見よう見まねだ。しかし、難しいものではないので、みんなすぐに上手に踊れるようになった。

　そうなると、俺の前後に並ぶ美少女軍団に、嫌でも注目が集まる。

『飛び入りのきれいどころのお嬢さん！　どうぞお立ち台の上に！』

　なんて、テントの下の実行委員がマイクで煽あおる。

　櫓の周りは一段高い台になっていて、そこにも踊りの輪が出来ている。

「よーし！　アタシたちのダンスで、もっと盛り上げちゃおーっ！　行くよ、みんな！」

　雅はれいなの手を引っ張り、その後からスキップするように続くポラン、そして恥ずかしそうにとぼとぼ歩くネイト。

　俺も続こうとしたとき、

「ちょっと、いいかしら？　ユート」

　リゼル先輩に、そっと袖そでを引かれて、盆踊りの輪から離れた。

「どうかしたんですか？　先輩」

　しかし先輩は、黙ったまま俺の手を引いてゆく。

　参道を折れて、明かりのない小道に入る。両側には背の高い植え込みがあって薄暗い。しかし人通りの多い参道とは目と鼻の先で、賑にぎやかな声がすぐ近くを通っているように聞こえた。

　先輩は太い木の幹に隠れると、俺を見上げた。その瞳ひとみには、淫みだらな光が灯ともっているように見える。

「ユート、ここで『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をしましょう」

「え!?」

　リゼル先輩は人差し指を立てて、唇に当てた。

「しっ、見つかるとまずいわ」

「じゃあ、何でこんなところで……」

「こちらに戻って来てから、色々研究したの。男性向けのアダルトものを色々と観て、どういうものが興奮して盛り上がるのかを調べたわ」

　いえ……リゼル先輩がそんなものを一人で観ている、という話だけで興奮します。

「まずは浴衣。こういう普段とは違う格好が、いいらしいの。水着も人気があるようだけど、それはビーチで散々やったしね」

「確かに、先輩の浴衣姿は素晴らしいですが……」

「ふふ、ありがと。それはともかく──」

　肩に掛かった髪を払うと、白いうなじがちらっと見える。黒髪と浴衣ゆかたから覗のぞく、華きや奢しやな首と白い肌が、何とも言えずなまめかしい。

「他人に見つかるかも知れないという、緊張と恐怖がドキドキする気持ちを盛り上げるらしいわ。それと、恥ずかしいという気持ちもね」

　理屈で説明されるとえっちな感じが薄まり、学問的な追究をしているような気になる。恥ずかしいことではなく、高尚なことをしているような……気のせいだけど。

　にしても、リゼル先輩はこういうえっちなことにもマジメなんだなと、しみじみ思った。

「分かりました。それで……えっと、どうしましょう？」

「そ、それは……」

　口を開きかけて、やっぱり恥ずかしいと思い直したように視線をそらす。手を口元に当て、思い切ったように囁ささやいた。

「ユートの、好きにしていいわ……」

　う……確かに、女性に訊くようなことじゃなかった。いや、これも恥ずかしさを煽るという意味では、良かったのか？

　とにかく、先輩の期待には応こたえなければならない。後輩として。

　ついでに……女性の期待に応えられる男にもなりたい。

　先輩と見つめあった。リゼル先輩の頬は、もうほのかに赤く染まっている。上目遣いの瞳は、何かを求めている。物欲しそうに、少し開いた唇。見るからに柔らかそうな唇が、急に欲しくなった。

　先輩が何を求めているかは、分からない。でも何もしないわけにはいかない。だったら、自分のしたいことを、まずは──。

　木の幹の向こう、賑やかな参道にちらっと目をやってから、俺は先輩に顔を近付けた。

　唇を近付ける。

　近くで見る先輩の顔は、いつも以上に綺麗だ。透き通るような肌。形のいい眉まゆ。長い睫まつ毛げに飾られた目には、宝石のような青い瞳。

　距離が近付くのに比例して、先輩のまぶたも狭まり、目が閉じる。

　そして先輩とキスをした。

　契約の時は唇が触れただけだったけど、今度は──、

　思い切って舌を差し込んでみる。すると、先輩は素直に受け入れてくれた。さらには、積極的に舌を絡めてくる。

　待っていたかのように、待ちかねていたかのように、激しく舌を絡め合った。

　どれくらいそうしていたか分からない。

　永遠に続けられそうな気がした。

　ずっと、こうしていたい。でも、まだまだしたいことはある。

　唇を離すと、先輩のまぶたが開く。キスする前よりも涙でうるみ、光り輝いている。

「ユート……」

　先輩の手が俺の胸に触れた。俺も、先輩の体にもっと触れたくて、背中に手を回す。

　そのとき、参道を折れてこちらに向かってくる足音が聞こえた。

「──っ」

　先輩は顔を隠すように下を向き、俺の胸に顔をうずめた。俺はそんな先輩を、他人の視線から守るように抱きしめる。

　横を足音が通り過ぎてゆく。視線を感じるが、とてもじゃないが見返すことが出来ない。そのまま足音が遠ざかるのを、じっと待った。

「……凄すごく、ドキドキしたわ」

　足音が聞こえなくなってから、先輩がそっと囁いた。

「ええ。なんか緊張感が……すごいですね」

「でも、悪いことをしてるみたいで、少し楽しいわ」

　そう言って、少し笑顔を見せる。

「じゃあ、もっと悪いことしちゃいましょうか？」

「ふふ、賛成よ」

　先輩は何気ない仕草で襟元を緩める。俺は誘われるように、先輩の豊かな胸に触れる。

「あ……♥」

　それだけで、先輩の唇から甘い吐息が漏れる。

　浴衣の生地は薄いので、その下にあるブラの感触までもが分かる。もう片方の手を腰に回し、お尻を撫なで回す。こちらも、下着の形が手に取るようだ。力を込めると、他では得られない弾力を手の平に感じる。

「んっ……あ……あぁっ」

　先輩のあえぎ声が、だんだん大きくなってきた。

「先輩、聞こえちゃいますよ」

「……っ」

　慌てて唇を噛かむと、手で口を押さえた。

「何だか今日は……凄く感じてしまうの……」

　俺は両手で先輩のお尻をつかみ、強く抱き寄せる。

「やっぱり、このシチュエーションですかね？」

「ええ……それに、こっちに戻って来てから、ユートと会っていなかったから……」

　先輩の繊細な指先が、俺の股こ間かんに触れた。

「先輩……ぅっ」

　いよいよ先輩の反撃が始まった。愛いとおしむように、撫で回してくる。

「合宿中は頻繁に『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をして、抱いてもらっていたでしょう？　だからかしら……今はもう、少し離れているだけで、体が切なくなるの……」

　どんな固有魔法よりも、絶大な破壊力を持つ告白だった。

　俺の喉のどが、ごくりと音を立てる。

　普段上品で、慎つつましい先輩からそんな言葉が出るなんて……興奮しないはずがない。

　俺を見つめる先輩の顔は、上品な貴族のお嬢様から、淫らな悦よろこびに蕩とろける表情へと変わっていた。

「ユートが私をこんな体にしたのよ？　責任を、取って……ね♥」

　そんなことを言われたら、もうガマン出来ない。

　ここがどこかも、他人に見られても、そんなの関係ないと思えてくる。

　理性なんか、かなぐり捨てて、先輩と二人だけの世界に入りたい。

　先輩の浴衣の裾すそをまくり上げ、お尻を丸出しにすると、直接肌に触れて揉もみ始める。

「んあぅ！　あぁ……な、なんて……気持ちいい……の」

　先輩の体を撫で回し、全ての肌を蹂じゆう躙りんしたいという欲望に駆られる。浴衣の前を開はだかせ、白く柔らかな太もも、そしてその上にある小さな黒い下着に手を這はわす。

　そのとき、また足音が近付いて来た。

　咄とつ嗟さに先輩から離れようとした。しかし先輩の浴衣は、襟元がゆるみ、裾も開いて下着が露あらわになっていた。着崩れした姿は煽せん情じよう的で、こんな先輩を他人には見せられない。

　俺は再び、先輩の姿を隠すように抱きしめる。

　隣を通過してゆくのは女性の二人組のようだ。「あれ、見て」「ねえ、あれって……」「やだ、こんなところで」といった囁き声が聞こえてくる。

　先輩の顔を見ることは出来ないが、耳が真っ赤になっているのが良く分かった。

　足音が聞こえなくなったところで、俺は後ろを振り向く。

　人影がなくなったことを確認して、俺は抱きしめていた先輩の体を少し離す。

「……バレバレでしたね」

「ええ。でも、不思議に……気持ちが高揚するわ」

　それは俺も同じだった。

「恥ずかしくはあるけれど、ユートとこんなことをしているのを、どこかで自慢したいと思っているのかしら……」

　またそんな嬉うれしいことを。

「もしかしたら、さっきの女の子たちが覗き見してるかも知れないですね」

　そう耳元で囁くと、先輩の背筋が震えた。

「ええ……魔力の上限を上げるためですもの。仕方がないわ」

　もはやそれは言い訳に過ぎない。

　先輩の瞳には、淫いん猥わいな光が宿っている。ただの悪魔ではなく、淫魔に変へん貌ぼうしているかのようだ。

『魔力の上限が９００００に上昇しました』

　そのとき、アルカナが魔力の上限が上がったことを告げた。

「先輩、目標の10万まであとちょっとです」

「ええ、頑張りましょう……ユートになら、何をされてもいいわ。行くところまでい──」

「こんなところにいたわん？」

　足下にポランがいた。

「うおわぁああああっ!?」

「──きゃっ！」

　俺は慌てて体を離し、先輩を隠すようにポランの前に立ちはだかる。先輩は後ろを向き、浴衣の前を整えた。

「ポッ、ポラン！　どうしてここに!?」

「どうしてじゃないわん。これから花火大会があるのに、ユートたちがいないから、みんな捜してるわん」

「そ、そうか……悪い」

　ちらりと後ろを見ると、決まりの悪そうな顔で先輩がうなずいた。

「よし、それじゃみんなのところに戻ろう。ポラン、案内してくれ」

「まかせるわん！　ポランならはぐれても、匂いで分かるわん！」

　ポランの後に付いて、参道に向かう。

　歩いていると、先輩がさりげなく手を握ってきた。

「先輩？」

「ちょっと……名残惜しいから」

　そんな可愛らしく言われたら、またあの木の陰に戻りたくなる。

　俺は先輩の手を握り返した。




　　　　◇　◇　◇




　それから花火大会を見ようと、人ひと気けの少ない河原に移動した。

　とはいえ、花火大会の会場は河川敷ではなく、少し離れた競馬場だ。

　近くの方が迫力はあるが、毎年もの凄い人出になる。かなり覚悟を決めないと近付くことは出来ない。

　そこで、家の近くにある河川敷から見ることにしたのだ。

　同じように考える人もいるらしく、近くに架かる橋の上には、花火を見ようという人たちが集まっている。

　橋の上の方が見やすいかも知れないが、ポランもいるので人の少ない所の方がいい。

　お祭りでは、なかなか目立っていたしな……まあほとんどの人は、コスプレと思ってくれたようだが。

「わんっ！　わぉぉぉぉおおおおんっ！」

　それにポランも、河川敷が気に入ったらしく芝生の上を駆け回っている。思いっきり走り回れるのが楽しいのだろう。

　耳と尻尾しつぽを立てて、草の上を走る姿。

　──？

　何だろう。

　この既視感は。

　見たことがある、気がする。

　どこで？

　ここで。

　ポランが駆ける姿を。

　そんなバカな。

　でも、ますます、はっきりと見えてくる。

　これは偽りの記憶か？　デジャヴなのか？

　きっとそうに違いない。

　だって有り得ない。

　青空の下、一緒に走り回ったなんて。

　そして、もう一人、記憶の糸がつながっている姿も。

　幼稚園児くらいの背格好なのに、大人びた美しさがあったその少女。

「そろそろ時間ね」

　その娘こが、話しかけてきた。

　いつの間にか、大人の姿に変わっている。

「リゼル先輩」

「なに？」

「俺、ここで昔、先輩と会いませんでしたか？」

　リゼル先輩の表情が固まった。

「……ユート？　あなた──」

　そのとき、ドーンと大きな音が響いた。

　夜空に大輪の花が咲く。

　赤や青に輝く光が広がる。キラキラときらめきながら降ってくる。

「ユート……私は……」

　再び花火が空を明るく照らす。

　──？

　近くの橋が、黒いシルエットになって浮かび上がる。

　大勢いたはずの人影が、いなくなっていた。

　代わりに、欄干の上に立つ姿がある。

　だが、その黒いシルエットは、明らかに見物客ではない。

「邪魔者には帰ってもらったぞ！　こっから力丸ちゃんのショータイム！」

「『力ストレングス』の山王力丸!?」

「さあ『恋人ラバーズ』の盛岡雄斗!!　力丸ちゃんに付いて来てもらうぞ！　その前に手足の二、三本も折らせてもらうけど！」

　リゼル先輩が即座に反応する。

「敵襲よ!!　ネイトはポランを！」

「わかった！」

　ネイトは猛然とダッシュすると、恐怖で動けなくなっていたポランを抱き上げ、そのまま走り去ろうとする。しかし──、

「待てよ。そいつは、この前取り逃がした獲物じゃねえのか？」

　長身痩そう躯くの男──『正義ジヤステイス』のエース、鉢はち巻まき刀とう剛ごうが立ちふさがった。

　その後ろから現れたのは、力丸に良く似た少女。

「こんなところで見つかるとはな……貴様がかくまっていたのか。『戦車チヤリオツト』のネイト・カルナック」

「『正義ジヤステイス』の山王正義……」

　ネイトはポランを抱きしめ、キッと睨にらみ返す。正義は射るようなまなざしで、ネイトを睨む。

「拵こしらえを殺やったのも貴様か？」

「……だったら、なに？」

「それは我の意思に反する行為。すなわち、貴様は悪だ。見逃すわけにはゆかぬ。なぜなら我は！　『正義ジヤステイス』だからだ!!」

　正義が剣を抜いた。

「助太刀するですです！」

　れいなも異空間から愛剣『ぽんちゃん』を抜き、正義に向かって構える。

「おっと、お前の相手はこの俺だ」

　鉢巻も抜刀し、剣をだらりと下げたままやって来る。

「おい、新入り。今度は手を出すんじゃねえぞ」

　少し離れた所に、二に本ほん枠どうソーディアが控えていた。

　鉢巻を見つめるれいなの頬に、冷や汗が一筋流れる。

「強そうです……です」

　鉢巻は剣を肩に担ぎ、ニヤリと笑った。

「お前は見た目弱そうだがな。魔族は見た目じゃわからねー。期待してるぜ」

　言い終わるやいなや、鉢巻はれいなに斬り掛かった。

　二人の間で火花が散る。

　そして鍔つば迫ぜり合いのまま、横へ逃れるように移動して行く。自おのずと、鉢巻がネイトかられいなを引き離す格好になった。

　これで邪魔者はいない。正義は抜き身の剣を構え、ネイトへと歩を進める。

「それにしても、『恋人ラバーズ』だけでなく、取り逃がした獲物に加え、『戦車チヤリオツト』も仕留められるとはは……ふふ。まったく、痴しれ者の姉は強運を持ってい──!?」

　予想外の方向から飛んで来た攻撃を、正義は剣で叩たたき落とした。

　それは矢だった。

「貴様……姫神リゼル！」

　リゼル先輩は離れたところで『弓婚破弾キユーピツト』の弓を構え、山王正義を見つめていた。

「力丸と仲良く参上なんて意外ね？　どういう風の吹き回しかしら？」

「痴れ者の姉とは、たまたま出くわしたに過ぎぬ。我もいささか業腹だ」

「あら、そうなの」

　と、何気なく二の矢を放つ。

　目にも留まらぬ早業で、正義はリゼル先輩の矢を叩き落とした。

「ふ。その程度の矢。我に通用するとでも思ったか？」

　正義の冷たい笑みに、ぞくりと背筋が寒くなった。

　何であれが落とせるんだ……さすがは魔王候補、と感心したとき──、

　ネイトは既にポランを抱え、正義の横を通り抜け、その先にいるソーディアの前も素通りし、戦線を離脱していた。

　リゼル先輩の矢を落とすため、正義はネイトとポランから目を離していた。

「く……っ！　ソーディア、なぜ逃がした!?」

　正義の𠮟しつ責せきに、ソーディアは人形のように返事をした。

「手を出すなと」

　……どうやら、融通はきかないようだ。

　イラつく感情を隠さず、正義はリゼル先輩に向き直った。

「まあ良い。あのような獣、所しよ詮せんは一時の余興に過ぎぬ。それよりも──」

　正義は剣の切っ先を、先輩に向ける。

「貴様の方が獲物としては価値がある」

「狩られるのは、どちらかしら？」

「ほざけ。弓矢など……近付けば何の役にも立たぬ！」

　一瞬の踏み込み。正義は鋭い一撃を叩き込む。

　しかし、リゼル先輩は華麗な身のこなしで、鬼のような一撃を悠々と避よけた。

　そして、まさかの至近距離からの一射。

「っ!?」

　防御魔法を張っても、数十メートルの距離を吹き飛ばされる。

「貴様……」

「ユート、正義はまかせて！」

　そう言い残し、今度はリゼル先輩の方から正義に向かってゆく。

　俺は、橋の欄干の上に仁王立ちで腕を組んでいる山王力丸を見据えたまま、隣にいる雅に話しかける。

「雅、二人がかりで行くぞ」

「りょーかい！」

「あははは！　たった二人で力丸ちゃんを倒そうなんて、ムリムリ！　なぜなら！」

　力丸の姿が消えた。

「──!?」

　花火に彩られる夜空から、力丸の姿が落ちてくる。

「力丸ちゃんが強すぎるからーっ!!」

「逃げろ雅！」

　流星のような力丸の蹴けりが地面に炸さく裂れつした。まるで地上で花火が爆発したような爆音が轟とどろく。草と土が空高く舞い上がった。

　強烈な爆風に体が吹き飛ばされそうになる。

「大丈夫か!?　雅！」

「うん、大丈夫……だけど」

　歯切れが悪く答える雅の方を見ると、そこにはもう一つ人影があった。力丸が巻き上げた砂煙に霞かすむ、バキバキのマッスルボディー。

「夕顔瀬！　今日こそ私は、あんたを超える！」

　──『力ストレングス』のクイーン、石いし割わりフロル。

　雅はうんざりした顔で応こたえる。

「そのセリフもう聞き飽きたよ！　何でそう、勝手にライバル認定するかなーっ！」

「だって、手近な目標として丁度いいし！　簡単に負かせる相手が、私には必要なの。モチベーションも上がるし、気分もいいしね！」

「いい迷惑だって！　勝手にマウント取ろうとするな！」

　雅が拳こぶしを握り、半身に構える。

　これでは雅に応援を頼むのは難しそうだ。

「雅、そっちは頼んだぞ！」

「う、うん。でも、ユート大丈夫？」

「ああ、心配するな！」

　とは言うものの、前回歯が立たなかった相手。果たしてどうやって──、

　力丸は、これから殺し合いをするとは思えない、満面の笑み。それだけ自信があるということだ。俺に負ける要素は一つもない。そう確信している表情だ。

「おい、盛岡雄斗」

　いきなり殴りかかってくるかと思いきや、腰に手を当てて偉そうに話しかけてきた。

「お前、『死神デス』の魔王候補と、どーゆー関係なのだ？」

「何だと？」

「あの男、どーもお前を庇かばっているように見えるしな。友達か？」

　庇ってる……だと？

「何のことか、さっぱり分からないな」

　庇っているというのは、本当に分からないが……しかし、疑問はある。

　何であいつは、わざわざ俺に会いに来たんだ？

　それに、俺たち二人が魔王学園の反逆者って……言いたいことは分かるが、なぜあいつは初対面の俺にそんなことを持ちかけたのか。

　もちろん、俺を騙だまそうとしている可能性はある。

　しかし──、

「力丸……お前、案外バカじゃないな？」

　ニヤリと力丸は口元を緩める。

「はははは力丸ちゃんは、バカじゃないぞー。とにかく、腕の二、三本でもへし折って、それから吐かせてやるから楽しみにしてるんだぞ！」

「悪いが、ごめんこうむる」

　俺は密ひそかに組み上げた魔術式を発動する。

「『雷神雷獣サンダルギア』!!」

　電撃系の上級魔法。俺の前に出現した魔法陣から、雷の怪物が出現する。

　見た目は虎のような光り輝く獣。しかし、実体はなく、電撃で作られた魔獣だ。全身から放電し、唸うなり声のような激しい雷を響かせる。

　いかに力丸の動きが速かろうと、こいつには敵かなわない。稲妻の如きスピードで獲物を追いかけ仕留める。

「炎は押し返すことが出来ても、こいつは出来ないだろ！」

「ははは、雷の獣か！　力丸ちゃんも狩りをしたいと思っていたのだ!!」

『雷神雷獣サンダルギア』が力丸に襲いかかった。

「はぁああああ……」

　力丸は拳を握りしめる。

　まさか……電撃も拳けん圧あつで吹き飛ばす気か？

「はあっ!!」

　拳を地面に叩き付ける。地面が割れ、その衝撃で土が盛り上がって壁になった。『雷神雷獣サンダルギア』は土の壁を蹴散らした。芝生が一瞬で焦げ上がり、土が高熱で湯気を上げる。しかし電気エネルギーの大部分は、地面に流れてしまった。

　力丸は後ろへ飛び、川の中に着地する。膝ひざまで水に浸つかって、すくい上げるようなアッパーカットを放つ。

「な……っ!?」

　川の水が吸い上げられるように、宙へ立ちのぼる。大量の水が『雷神雷獣サンダルギア』に降り注ぎ、電気エネルギーを散らせてゆく。そしてすぐに『雷神雷獣サンダルギア』は姿を消した。

「く……」

「さーさー、今度はこっちから行くのだ！」

　振りかぶった大振りのパンチ。距離は数十メートル離れている。

　にもかかわらず、凄すさまじい衝撃波が俺を襲った。

「ぐ……おっ!?」

　浴衣ゆかたが裂けて、皮膚が切れた。突き飛ばされたように、後ろへ転がる。

「まだまだ！」

　さらに一撃。力丸の拳が炎を放つ。強烈な空気の摩擦が、発火現象を起こしている。

　芝生が燃え上がり、その炎が俺に向かってくる。

「くそっ！」

　転がって、必死に避ける。さっきまでいた場所が掘り返され、草が燃え上がった。

「畜生……『空想物理ストロンゲスト』か！」

　飛び起きて、こちらからも攻撃を仕掛けようとする。しかし──、

「だから遅いと言っているのだ！」

　力丸がすぐ目の前にいた。

「はぁあああああああああああっ!!」

　凄まじいまでの連打。冗談ではなく、拳が幾つにも見えた。

「ぐわぁあああああっ!?」

　防御魔法はもちろん張った。しかし、それでも痛い。『魔障壁バリカーデ』を凹へこませて、拳が俺を容赦なく襲う。

　俺は血ち反へ吐どを吐きながら、草の上を転がった。

「ユート!?」

　リゼル先輩の、心配するような叫び声が聞こえた。

　しかし先輩だって『正義ジヤステイス』の魔王候補と戦っている。助けてもらうのではなく、早く力丸を倒して助太刀に行かねばならないんだ！

　俺は両脚に渾こん身しんの力を込めて、立ち上がる。

「こっちは大丈夫です！　俺を信じてください!!　すぐに片付けて、そっちへ行きます！」

「ユート……」

　リゼル先輩は唇を噛かむ。

「分かったわ。私はユートを信じているから」

　そして、正義に鋭い視線を向けた。

「勝負よ。正義」

　リゼル先輩は『空間転移トランザート』で、一瞬にして橋の上まで移動した。

「なるほど、距離を取って一方的に攻撃を加えようというのか……そうはいかぬ！」

　正義もまた『空間転移トランザート』を使って一気に飛ぶ。しかし、リゼル先輩もまた遠くへと移動した。

「リゼル先輩……」

　気にはなるが、心配する余裕はない。リゼル先輩なら大丈夫。それよりも、自分の事だ。目の前の敵──山王力丸をなんとかしないと！

　その力丸は、勝敗のストレスなど微み塵じんもない顔で笑った。

「あははは、頼りになるカードもどっか行っちゃったな？　ジャマ者が入らずに、ロストのことを聞き出せるってわけだ！」

「何で、お前はそんなにロストのことが気になるんだ？」

　力丸は眉まゆを寄せて、斜め上を見上げる。

「あいつが、ふつーの魔族じゃないからかなー？」

　普通じゃ、ない？

　下級魔族だって、魔族だ。普通じゃないってことは、ないはずだ。

「お前もふつーじゃないからな！　だから仲いいのか？」

「……こっちが訊ききたいぜ」

　俺は爆発系の上級魔法を放った。

「『魔爆粉砕デストラツシヤー』!!」

　瞬間的に河原に火柱が上がる。爆炎が広がり、熱い突風が吹き抜ける。

「!?」

「だから、そんなのはムダなのだ！」

　あっという間に力丸が飛びこんで来る。

　くそ……前回同様、俺の魔法がまったく通用しない。

『恋人ラバーズ』のアルカナに眠る未知の魔法。

　どんなものかは知らないが、もしもそれが使えたら……。

「うりゃりゃりゃりゃりゃりゃぁああああああ!!」

　散弾銃のような打撃が襲って来た。

　防御魔法を使いながら、体術も併用して何とか致命傷を避ける。雅との特訓が役に立った。

　しかし上級魔法を連発したおかげで、もう魔力が残り少ない。

　──となれば、もうやるしかない。

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」

　俺の中で魔力が溢あふれ出す。

「おおっ？　なんだ、なんだ！　急に魔力がでっかくなったな!?」

「ああ、ここからが本番だぜ！　力丸!!」

『魔導力マキシマイズ』『駿足鬼ストライド』『装甲鬼アルマード』を同時に起動。

　魔法が通用しないのなら、こちらも物理！　格闘モードで勝負だ!!

「うおおおおおおおお!!」

　雅との特訓を活いかして、トリッキーな動きで細かいパンチを繰り出してゆく。

「あははは！　ぜんぜんダメだな！」

　力丸は簡単に俺の攻撃をさばいてゆく。そして隙を見つけると、何気なく手を前に出した。その掌底が、胸に当たる。

「ぐはっ……!!」

　肋ろつ骨こつが悲鳴を上げた。

　立ったまま、俺の体が後ろへ数メートルぶっ飛ばされる。

　くそっ！　『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』で生み出す魔力は膨大でも、それを活かす魔法がない！

『魔導力マキシマイズ』もそれなりにパワーは上がってはいる。しかし、『空想物理ストロンゲスト』の前では、歯が立たない。

　どうしたら──いいんだ!?

　そうして迷っている内に、限界時間が迫ってきた。

　絶望感に襲われそうになった、そのとき──、

「ユートくんっ!!」

　堤防の上から、何かが飛び出した。

　それは二頭のスフィンクス。そしてその二頭が引く、武装された古代の戦車。

　その手綱を握り、決死の表情を浮かべているのは──、

「ネイト!?」

　猛然と走ってくる戦車から、ネイトが手を伸ばす。俺はその手を掴つかみ、戦車へ飛び乗った。そこには、振り落とされないように座席にしがみついているポランもいた。

「どうして戻って来たんだ!?」

　するとポランは決死のまなざしで見上げる。

「ネイト様とユートは、ポランを助けてくれたわん！　本当は恩返ししたいけど、何も出来ないわん！」

「ポラン……」

「だから……せめて、足手まといになりたくないわん！」

　目に涙を一杯浮かべ、叫ぶ。

　手綱を握るネイトが、ふふっと笑い声を漏らした。

「どうしても戻ってくれって、駄だ々だをこねられちゃった」

　ネイトが俺を見て微笑む。

「自分のせいで、ユートくんが死ぬのは嫌だって」

「ポラン……お前って奴は……」

　俺はポランの頭を撫なでてやった。ポランはうれしそうに目を細める。

　ネイトの戦車は堤防を乗り越え、車道に下りた。どういうわけか、車が一台も走っていない。どうやら、川に沿って人払いの結界を張ってあるらしい。丁度いいとばかりに、ネイトは戦車を凄まじい速度で走らせた。

　気になって振り向くが、力丸の姿は見えない。さすがにこいつには追い付けないか。

　しかし、このまま逃げるわけにはいかない。

「ネイト」

「うん、わかってる。でも、その前にお願いがあるの」
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　鉢巻刀剛はその長身から、鋭い太刀を振り下ろした。

　れいなは真っ正面からその剣を受け、弾はじき返す。

「へへっ！　コイツを受けきるとはな！　小せえ体のくせに、重い剣だ。やっぱ、やるじゃねえか！」

　鉢巻は大きな体で剣を風のように振り回す。れいなは、自分の体よりも長い剣で、それを全て迎撃する。

　体の小さいれいなは、まるで大きな刀に振り回されているようにも見える。しかし、それがれいなのスタイル。『ぽんちゃん』との強い絆きずなが、見事な連係を作り上げている。

　れいなはまるでプロボクサーのようなフットワークを見せ、トリッキーな動きで長剣を鉢巻の近くまで運ぶ。

　そして、重く鋭い斬ざん撃げき。

　受けた鉢巻は、その衝撃で後ろへ下がる。

「なるほどな……破壊力のある剣を、スピードのある小さな体で運ぶのか。だがな」

　鉢巻は剣を目の高さに構え、腕を引く。

　その姿勢は、まるでライフルを構えているかのようだ。

「行くぜ『３３３スリーズ』」

　れいなの背筋がぞくっと震えた。

『魔障壁バリカーデ』を張り、防御の構えを取る。

　鉢巻が突っ込んで来た。

「うおおおおおおおおおおおおおお!!」

　突き、そして突き、さらに突き。

　三段突き。そして──、

　さらに前に出る。

　何とか三連撃を受け切ったれいなが、わずかに気を抜いたところへ、再び三段突きが襲った。

　──そんな!?

　れいなの『魔障壁バリカーデ』が砕け散る。

　しかし、ここから体勢を立て直せば、そう考えたとき──、

　三度目の三段突きが、無防備なれいなを襲った。

「きゃぁああああああああああああああああああああああああっ!!」

　浴衣ゆかたが斬り裂かれ、れいなの小さな体が草の上を転がった。

「三段目まで持ちこたえるとは、大したもんだぜ」

　満足したように、鉢巻は剣を鞘さやに納めた。

「う……」

　苦しげな声を上げるれいなに、鉢巻は声をかける。

「そのまま寝てろ。おめーのとこの魔王候補は、もうすぐ力丸の旦だん那なが片付ける。お前までそれに付き合うこたぁねえ」

「そんなこと……ないです、です」

　れいなは両手を使って、体を起こす。

「ほお……その意気込みは買うぜ。どうだ？　『正義ジヤステイス』に来ないか？　おめーの姉弟子だっているんだしよ」

「それは……」

　れいなは立ち上がると、自分の姿を見おろした。

　ズタズタに裂けた浴衣が目に入る。

「……」

「ん？　どうした。悪い話じゃ──」

「許せない、です……です」

「あん？」

　鉢巻は顔をしかめた。

「この浴衣は、ママが作ってくれたです。ママが、れいなのために……それを……」

　れいなの瞳ひとみがぎらりと光った。

　全身に殺気がみなぎる。

「こいつは恐れ入ったな……魔力も、殺気も、段違いじゃねえかよ」

　鉢巻の額に冷や汗が浮かぶ。

「だが、面おも白しれえ」

　れいなは剣を片手で持った。剣を肩に担ぐようにして腰を落とし、低い姿勢で構える。

「いくです!!」

　れいなの足下が爆発した。

　鉢巻もスタートダッシュを決める。『３３３スリーズ』の最初の三連撃を撃ち出すため。

　しかし──、

　まるで視覚が距離感を見失ったかのようだった。

　れいなが既に、射程範囲にいる。

　──こいつ!?

　れいなのスピードは鉢巻よりも速い。

　一気に間合いを詰められた。

　突きを出す前に、れいなが突進しながら、肩に担いだ剣を振り下ろしている。

　──やべえ。

　そう思った時には、斬られていた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　肩から一直線に真下に向かって斬られた。

　血が派手に噴き出す。

　しかし、致命傷ではなかった。もう戦うのは無理だが、死にはしない。

「く……くそ」

　自分を倒した、小さな剣豪を見上げる。

「ち……まさか、おめーみたいなちびっ子に……殺られるとはな」

　覚悟したように、鉢巻は大の字になった。

「殺れよ」

　しかしれいなは、刀を下ろした。

「あなたは、あなたはれいなを助けてくれようとしたです」

「……あん？」

「だから、れいなも助けます」

「あのな……んなこと言ってると、すぐに殺されるぞ？」

　しかしれいなは、優しい笑みを浮かべた。

「浴衣を破られたから殺したって言ったら、ママに𠮟られちゃうですです」

「……」

　鉢巻は呆あきれた顔で、自分を倒したちびっ子を見上げていた。もう、バカバカしくて何も言う気になれなかった。

　そのとき、近付いてくる新たな魔力を感じ、れいなは顔を上げる。

　河川敷を、筋肉の集団がやって来る。恐らく『力ストレングス』のカードたち。

「れいなは用事が出来ました。ではでは」

　再び剣を構え、走り去った。

　一人取り残された鉢巻のところへ、目隠しをした少女が近付いてくる。

「おめー……なに一人で観戦してやがんだ」

「手を出すなと言われていたので」

「そうだけどよ……」

「追撃しますか？」

　鉢巻は顔を横に向け、『力ストレングス』のカードと戦うれいなの後ろ姿を見つめた。

「……いい。それよか、手を貸せ。俺は帰る」

　ソーディアは、黙って鉢巻の体を抱き起こした。
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　停車した戦車の上で、ネイトは俺をじっと見つめていた。

「ユートくん……あたしを、あなたのカードにして欲しい」

　──え？

「……」

　思わずあっけにとられ、ネイトの顔を見つめ返した。

　ネイトを……俺のカードに？

　意味が理解出来ず、頭が混乱した。

　落ち着け。えっと……。

『戦車チヤリオツト』の魔王候補であるネイトが、『恋人ラバーズ』のカードになりたいと言っている。

　……想像の斜め上の展開だ。

　そもそも、そんなことが可能なのか？

「ネイト、どうしてそんなことを……？」

「前にも言ったよね？　あたしじゃ魔王大戦に勝ち残るのは無理だって……でも、どうしようもないし、あきらめるしかないなって、そう思ってた。でも、ステラとリゼルから連絡があった。夏休みにビーチを借りたいって」

　ネイトは少し目を伏せた。

「あたしが話が出来るのは、ステラとリゼルくらい……だから、これは何かの導きかと思った。どちらかに力を貸すのがいいんじゃないかって」

　まさか、ネイトがそんなことを考えていたなんて……。

「ステラとリゼル。どうしようかと思ってたけど……合宿でリゼルと同じコテージに住んで、色々話す機会があったの。それに、みんなの実力も見ることが出来た。『恋人ラバーズ』は最弱だっていわれてきたけど、今回は違う気がする。それに……」

　ネイトの頬にすっと朱が差した。

「ユートくんと話をして、ユートくんなら、あたしの望みも叶かなえてくれるんじゃないかって思ったの」

「ネイト……」

　ネイトは再び顔を上げると、汚れのない瞳を俺に向けた。

「ユートくん。あたしもカルナック家を守らなきゃいけない。領地と領民の人たちを守らなきゃならない。他の魔王候補は、魔王になった後どうするか分からないけど、ユートくんなら信用してもいいと思う。だから……みんなの命と自由を守ってくれるなら、あたしはユートくんに賭かけたい！」

「ポランからもお願いするわん！」

　大人しく床に座っていたポランが、立ち上がった。

　純粋な瞳が、祈るように俺を見上げていた。

「ネイト……ポラン……」

　肩にさらに二人分の重みがのしかかった気がした。

「ネイト……」

　ごくりとネイトの喉のどが鳴った。

「俺もこの戦いを通して思い知った。俺にはまだ力が足りない。もっと強くなるため頑張ってはいるが、今はまだダメなんだ。力丸と正義との戦いに、勝つことが出来ないかも知れない」

「ユートくん……」

　ネイトの顔が不安に曇った。

「……だから俺には、ネイトが必要なんだ」

　ネイトの目が見開かれる。

「もしネイトがカードになってくれるなら、俺は力丸に勝ってみせる！　それに、ネイトの願いも必ず叶えてみせる！」

「……ユートくん」

　ネイトの顔が、花が咲いたように明るくなった。

「ネイト！　俺に力を貸してくれ！」

「はいっ！」

　俺はネイトの二の腕に手を添える。

「それじゃ……契約の儀式だ」

「……はい」

　俺はネイトに顔を近付けた。

　褐色の肌がほんのりと赤く染まり、青い瞳は涙がたまってうるみきっている。

　近くで見ると、こんなに睫まつ毛げが多くて長かったんだな、と初めて気が付いた。

　その瞳が閉じられ、俺も自然と目を閉じる。

　唇が柔らかいものに触れた。

　ネイトとのキス。

　唇が開き、ネイトは積極的に舌を伸ばしてきた。

　少し驚いたが、俺もその気持ちに応こたえる。ネイトの舌を迎え入れ、表面を撫なでるように絡めてゆく。

　頭の中で、アルカナの声が響いた。

『ネイト・カルナックが組札スートカードの《Ⅶ》になりました』

　唇を離し、ネイトと見つめ合った。

　契約を済ませたせいか、不思議とネイトの顔が違って見える。距離感が近くなったというか、より親しみ、愛情を感じる。

　それに、前から綺き麗れいではあったけど……より可愛くなったような……ん？　Ⅶ？

「おい、アルカナ。何でⅦなんだ？　ネイトは魔王候補だぞ？　エースやプリンスだって空いてるのに」

『契約者の心から希望を感じ、採用しました』

「ネイトが？」

　見ると、ネイトは恥ずかしそうに手を胸に当てた。

「だって……エースじゃリゼルより上になっちゃうし……プリンスなんて凜り々りしくもないから……『戦車チヤリオツト』は魔王のアルカナの七番目……だから」

　まあ、ネイトが望んでいるのなら、仕方がない。相変わらず謙虚というか、控えめというか──。

　唐突に、ネイトは制服の上着をたくし上げた。白いブラに包まれた、褐色のおっぱいをさらけ出す。

「なっ!?　ネ、ネイト!?」

「カードになったからかな……ユートくんが苦しんでるのが分かる。特訓していた、あれだよね？　『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を使いすぎたんでしょ？」

「あ、ああ……良く分かるな」

「だってずっと見てたもん。ずっと……うらやましかった」

「へ？」

　ネイトは肩越しに振り向くと、

「ポランは後ろを向いて、耳をふさいでてね」

「ネイト様のお願いなら！」

　ポランはくるりと背を向けると、頭の上にある耳を両手でぺたんと寝かせた。

　すかさずネイトはフロントにあるホックを外す。

「急がないとね……」

　勢いよくブラが外れ、初めて見るネイトのおっぱいが飛び出した。

　褐色のおっぱいに、色の薄い乳首。

　その美しさに、思わず見み蕩とれてしまった。しかし、すぐに我に返る。

「あ、あの？　ネイトさん？」

　控えめで恥ずかしがり屋のネイトは一体どこへ!?

「あたしが『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をしてあげるね？」

「で、でも……」

「ユートくんのカードなら、当たり前のことでしょ？」

　そう言いながら、俺の手首を掴つかむと自分の胸に導いた。

「あ♥」

　手の平に、ぴたりとネイトの肌が張り付いた。

「き、気持ちいい……♥　触られただけなのに、すごい……こんなに、なんて」

　それはこっちのセリフだ。

　もっちりとした触り心地は独特で、何とも言えない気持ちよさ。

　そして、流れ込んでくる魔力に驚いた。

　恐ろしく凝縮された高密度の魔力。それが体に流れ込んでくると、全身に拡散し柔らかくいたわってくれるような感覚。こんなのは初めてだ。

　これが……魔王候補の魔力か。

　おっぱいに触れただけなのに、あっという間に俺の魔力量の上限に達し『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を限界まで使ったダメージが回復してゆく。

「合宿の間……ずっと、あたしも、したかった……」

　快楽にとろけそうな顔で、ネイトが告白した。

　俺は胸から手を離すと、ネイトを抱きしめた。

「でも、これからはネイトも一緒だ」

　ネイトも俺の背中に手を回した。

「うん……」

　わずかな抱擁。そして、俺たちは体を離した。

「チャージ完了だ。戦場へ戻るぞ、ネイト」

「うん！　まかせて!!」

　ネイトはポランの手を耳から離してやり、戦車の床に伏せているよう言い含める。

「それじゃ、飛ばすよ！」

　ネイトがムチを振るった。

　スフィンクスが後ろ足で立ち上がった後、一気に駆け出す。

「奇襲をかけるぞ！　やれるか？　ネイト」
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「やってみる！」

「俺もここから『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』解放だ！」

　俺の体の奥から魔力があふれた。その光が、ネイトの戦車に吸い込まれるように消えてゆく。

「……何だ？　これは──うわっ!?」

「きゃっ!?」

「うわんんんっ!?」

　信じられないようなロケット加速が、全身を襲った。

　飛行機の離陸時の加速よりも凄すごい。

「な、な、な──」

　ネイトもびっくりしたように、目を見開いている。

「ネ、ネイト!?　どうしたんだ急に！」

「わ、わからない……けど、これって、ユートくんの『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』が、あたしの『覇道最速トツプランナー』に流れ込んでるみたい」

　まさか……。

　俺の魔力が……ネイトの固有魔法をパワーアップさせている？

『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』に、そんな力があったのか？

　でも、もしそうなら──、

　力丸の『空想物理ストロンゲスト』にも勝てるかも知れない！

　一瞬で川沿いの道を駆け抜ける。

「行くよ、ユートくん！」

「ああ！　頼むぞネイト!!」

　ネイトの戦車は川の堤防を乗り越え、大きくジャンプ。空に舞い上がる。

　河川敷の空を滑空し、落下してゆく。

　その先にいるのは──、

「っ!?」

　腕を組み、仲間の戦いぶりを見つめる山王力丸。その不意を突いた。

　振り向いた力丸の顔に浮かぶ、驚きと恐怖。

　しかし、それはほんの一瞬。

　撥はね飛ばされた力丸の体が宙に舞った。

　落下する力丸を狙って、戦車がさらに加速する。戦車の脇に備え付けられた槍やりが、跳ね上がり、力丸を貫くべく前に伸びる。

「く……っ！」

　落下しながら、力丸は体を回転させて拳こぶしを放った。

「なめるなぁああああああ!!」

　戦車の右側面で大爆発が起き、車が宙に飛ぶ。

「うおおおおおお!?」

　しかし、スフィンクスは咄とつ嗟さに向きを変え、車の向きをコントロール。空中で一回転して、車は見事に着地した。

　戦車の後方では、力丸の体が地面に落下し、バウンドしていた。普通の人間なら大ケガだが、力丸は器用に宙返りをすると、体操選手のように地面に立った。

　しかし、額から血が流れている。

「よくも、この力丸ちゃんに……」

　あふれ出る殺気を叩たたき付けるように、力丸が大振りのパンチを放つ。

　衝撃波が地面を割り、こちらに向かってやって来る。

「はっ！」

　ネイトが手綱を波打たせ、ムチのようにスフィンクスの背を打つ。

　間一髪で戦車は駆け出し、パンチの衝撃波から逃れる。

　しかし、力丸はムチャクチャに腕を振り回し続けた。そのうち一発でも当たれば、即死間違いなしの威力だ。

「うらぁあああああああああああああ!!」

　渾こん身しんの一撃が川を割り、橋を揺らした。

　寺の鐘を幾つも連続で突いたような音が響き、何かが割れる音が重なる。

　そして、信じられないことに、鉄骨とコンクリートの橋が、真ん中から折れた。

「……っ！」

　橋脚を残し、コンクリートが川に落下してゆく。

　結界のおかげで、車が走っていないのが不幸中の幸いだ。しかし、見境をなくした力丸は、周囲の一般家屋まで潰つぶしかねない。

『「無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ」の限界まで、あと十五秒』

　アルカナの警告に、腹をくくる。

『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の魔力放出をさらに上げ、俺は叫んだ。

「ネイト！　勝負をかけるぞ！」

「はいっ！」

　ネイトがスフィンクスの背で手綱を鳴らす。

　たちまち戦車はジェット機のような加速力で、力丸に向かって駆ける。

『空想物理ストロンゲスト』の馬鹿力が勝つか、『覇道最速トツプランナー』の突進力が勝つか──勝負だ!!

　力丸が両手を前に出し、鬼の形相で叫ぶ。

「かかってこい！　『戦車チヤリオツト』!!」
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　ネイトが咆ほう哮こうを上げる。

「蹴け散ちらせぇええええええ!!」

『空想物理ストロンゲスト』と『覇道最速トツプランナー』が激突した。

　爆発音が轟とどろき、衝撃波が川に大きな波を立てる。地面が揺れて、河原の石が一斉に宙に撥ね上げられる。

「ぬおぁあああああああああ!!」

　力丸は、二頭のスフィンクスを左右の手で押さえていた。

　くそっ！　何て馬鹿力だ!!

「この程度……力こそ正義……力こそパワァアアアアアアアア!!」

　スフィンクスが被かぶっている仮面にヒビが入った。その下から、悲鳴のように軋きしむ金属音が響き渡る。

「ユートくん！　お、押されてる!!」

　くそっ！

　何かないか？

　今の俺には、強力な攻撃魔法がまだない。

　まだ夏休み中盤。修業の行程は半分。

　リゼル先輩のような武器が──、

　いや、

　俺にもあるじゃないか。

　魔法の槍が。

　武器ではないが、強力な魔法が。

　しかし、危険な魔法だ。

　今までは限定的な範囲でしか使ったことがない。

　魔力の上限が上がった今、どれだけの破壊力が出るのか？　そして、直接相手に使ったとき、果たしてどうなるのか──、

『「無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ」の限界まで、あと五秒』

　迷っているヒマはない！

　俺は、禁断の未解決魔術式を引っ張り出す。




「『世界崩落ワールド・フオール』!!」




「なんだと!?」

　さすがの力丸も目をみはった。

　俺の左腕に展開した未解決魔術式『世界崩落ワールド・フオール』。俺はその手を──、

「させるかぁああああああああっ!!」

「な!?」

　力丸は強引に戦車を放り投げた。

『覇道最速トツプランナー』の突進を受けきり、投げ飛ばした。

　二つのアルカナの固有魔法の勝負は、『空想物理ストロンゲスト』の勝ちだ。

　──しかし、

「俺たちは一人じゃない！」

　いち早く戦車から飛び出した俺は、力丸の真上から襲いかかる。

「力丸ちゃんだって、一人なんかじゃないんだぁああああああああああああっ!!」

　俺に向かって拳を突き上げる。

　その衝撃波は俺に命中し、空を裂き、天を割った。

　──が、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「!?」

　パンチの衝撃波を『世界崩落ワールド・フオール』が崩壊させる。俺はそのまま落下し──、

　力丸の拳を砕いた。

「──が!?」

　力丸の胸を貫き、体の半分を崩壊させる。

　俺はそのまま地面に激突した。『世界崩落ワールド・フオール』を発動させた左腕がそのまま地面に埋まる。しかし、その瞬間に『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の限界が来て、魔術式が崩壊した。

　──やったか!?

　俺はふらつく頭で立ち上がり、力丸を見つめた。

　力丸は信じられないものを見るような目で、半壊した自分の体を見おろしていた。

「なん……だ、これ？」

　そして足下から黒い液体が滲にじみ出る。

「おい、やめるのだ──こんなの、何のじょーだんだって……？」

　どろりとした液体が体を這はい上がり、力丸の体を地の底へ引きずり込む。

「力丸ちゃんは『力ストレングス』の魔王候補なんだぞ!?　何で『恋人ラバーズ』なんかにやられなきゃならないのだ!?　こんな、こんなの……」

　力丸の体が、地面に沈んでゆく。

「せーぎちゃん……ごめん──」

　頭の先まで沈むと、黒い沼も地面に吸い込まれるように消えた。

　──勝った。

　そう安あん堵どした時だった。

　足下の地面が波打ち始めた。

「これは……何が？」

　地震とも違う、奇妙な震動。ちょうど俺が『世界崩落ワールド・フオール』で穴を開けたところを中心にして、草が捻ねじれて渦を巻き始める。

　これは、まさか──？

『世界崩落ワールド・フオール』が、河川敷を崩落させようとしている？

　背筋がぞっと震えた。

　──いや、まさか。膨大な魔力を必要とする机上の空論の魔法のはず。

　それを強引に使っても、崩壊させる範囲は狭い。

　だから、俺の腕が届く範囲を崩落させるのが関の山。

　そのはず──!?

　がくん、と体が下に落ちる。

　地面が数メートル沈下した。そして地割れが四方に伸びる。

「ユ、ユートくん!?」

「ちょっ!?　なんだわん!?」

　ネイトとポランの悲鳴が聞こえた。

　地割れはさらに広がり、力丸が破壊した橋の橋脚も地面に沈み始めた。

　川の水は渦を巻いて、凹くぼんだ場所に流れ込む。

　そして堤防が音を立てて、崩れ落ちる。

「アルカナ！　一体、何が起きているんだ」

『解析──「世界崩落ワールド・フオール」が暴走。効果が連鎖反応を起こしています。崩落が拡大中』

「……な」

　まずい。

　何とかして止めなければ!!

「この崩落は、一体どこまで広がるんだ!?」

『魔力の減衰と連鎖反応が相殺されるのは、惑星表面の八十％ほどと予測』

「……はぁ!?」

　惑星!?

　町一つが壊滅どころの騒ぎじゃない。

「止める方法は!?」

『不明』

「な……そんな……バカな!?」

『世界崩落ワールド・フオール』が本当に世界を崩落させるだと!?

　これが──未解決魔術式か。

　今まではうまく使えていた。全て解明して、使いこなせる気になっていた。

　──甘かった。

　全容を解明出来ていなかったんだ。

　大量の魔力を使用したときには、動作条件が異なり、違った結果になる。不安定で、暴走しやすくなり、魔力を消費しなくても効果が広がる。

　こうしている間にも、連鎖反応は際限なく続いている。

　竜巻のような突風が吹き荒すさび、空には雲が渦を巻いていた。

　こんなことで、世界が終わってしまうのか？

　俺のせいで──、

　俺は、何てことを──、

　絶望に打ちのめされ、俺は広がってゆく崩壊を見つめた。

「……？」

　堤防の向こうには住宅地が広がっている。しかし、倒れている家は一軒もない。

　見渡すと、ちょうど堤防を境にして、崩壊が押し止とどめられていた。

　おかしい。

　さっきの勢いなら、とっくに町が呑のみ込まれているはず──、

「まったく……ちょっと、やんちゃが過ぎるぞ？　ユート」

　──え？

　いつの間にか、俺の背後に背の高い男が立っていた。

　無精髭ひげを生やし、眠そうな目をした、ちょいワルオヤジ。

　吹き荒れる風に軍服風の服をなびかせて、皮肉な笑みを浮かべている。

「……岩がん洞どう、校長」

「ま、それぐらいの方が見込みがあるがな！」

　そう言って、手を前に出すと、見えない何かを掴つかむような仕草をした。

　すると、『世界崩落ワールド・フオール』の範囲が押し込まれるように、狭まってゆく。

「これは、校長が……？」

「ははは、こう見えても『力ストレングス』の魔王候補だったんでね！」

「『力ストレングス』の……」

　でも、力丸はこんなことは出来なかった。あいつの力も凄すごかったけど、今校長がやっていることは次元が違う。

　校長は憐あわれみのまなざしで、力丸が黒い沼に沈んだあたりを見つめた。

「力丸も、バカだが可愛い奴だったんだがなあ……」

　しかし──、

「『力ストレングス』のアルカナの力を全然引き出せちゃいねえ。負けて当然だ」

　一転して、冷たく斬り捨てるような言い方に、胸の内が冷える。

　鋭いまなざしが、俺を捉とらえる。

「いいか？　魔王のアルカナはそれを持つ者によって、価値が変わる。大切なのは、いかにアルカナと向き合い、アルカナと己の中に眠る価値を引き出せるかだ」

「価値を……引き出す」

　れいなが教えてくれた、剣の価値を引き出すという話を思い出した。

「力丸は、蹴けったり殴ったりのエネルギーが全てだと思い込んでいた。だが『力ストレングス』の能力はそんなものじゃない。この世に存在する全ての力を操ることが出来る。こうして、物質の素粒子間に働く力を操作すれば──」

　そして校長は、握った拳こぶしを振り回すようにして、天に突き上げる。

　その瞬間に、『世界崩落ワールド・フオール』の効果が全て消えた。

　風は止やみ、地面の揺れも止まった。

　それはこの世の全てを指揮する、指揮者のように思えた。

「──『力ストレングス』は無敵だ」

　魔王、岩洞バルバトスは、ニヤリと笑った。

「だが、それは全てのアルカナに言える。要は使いよう、そして相性だ。だが、今までまったく、箸はしにも棒にもかからなかったアルカナがある」

「……『恋人ラバーズ』」

「そうだ。だがそれは、まだ誰も発掘出来ていない宝が埋まっている、ということでもある」

「宝……」

「人間の盛岡雄斗に、そいつが見つけられるかな？」

　現魔王にして、魔王学園校長。

　軽いノリで、いつもふざけてアニメの話ばっかりしている。

　でも、本当にそうだろうか？

　この人は自然体でいて、飾らないようでいて、そのどれもが本当ではないようにも思える。薄っぺらい表面をめくると、その内側には恐ろしい深しん淵えんが口を開けているのではないか、という気がする。

　それに今、初めて実力の一端を見た。

　どうやっても勝てる気がしない。俺が今まで見た魔族の誰よりも、強い。

「……校長は、なぜ魔王大戦を始めようとしたんですか？」

「なに？」

「引退するには早過ぎるじゃないですか。力だって……昔の校長は知りませんけど、今でも最強クラスなのは間違いない。それなのに、なぜ？」

「あー……」

　校長は顔をしかめ、首を傾けた。

「……魔王大戦を開くと、どういうわけか、その世代に強い魔族が現れる」

「強い、魔族？」

「単にやる気が出るからなのか、魔王大戦に向けて鍛えるからなのか、その理由は分からないが、とにかく統計的にそうなってる」

「それで……どうして、強い魔族が必要なんですか？」

　急に校長は、不良少年のような笑みを浮かべた。

「俺は、俺の敵が欲しいんだよ。それも、とびきり強い奴がな」
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『世界崩落ワールド・フオール』の騒ぎで、それぞれの戦いも休戦状態となった。

　そして、力りき丸まるが敗北したことが分かると、

「そんな……」

　石いし割わりフロルが、雅みやびと戦う大義名分がなくなった。

「ここまでだね、フロル」

「そんなの……関係ないわ！　私は、あんたをボコボコに出来れば──」

　雅と熾し烈れつな戦いを繰り広げたのだろう。全身あざだらけで、肩で息をしている。

「それじゃ魔王大戦じゃなくて、ただのケンカじゃん。そんなの、アタシはお断り」

　雅の方も、かなりやられたらしく、浴衣ゆかたはボロボロ、生傷だらけだ。

　一方、れいなの方は──、

　こちらも浴衣がだいぶ斬られているが、大きなケガはないようだ。

　聞けば、鉢はち巻まき刀とう剛ごうも二に本ほん枠どうソーディアも撤退したという。それに、『力ストレングス』のカードも大半は倒したらしい。我が妹ながら、恐ろしいと言うか頼もしいと言うか。

「あとは先輩か……」

　正せい義ぎと一騎打ちをしていた先輩が、まだ戻って来ていなかった。

「先輩に限って大丈夫だとは思うけど……」

　するとネイトが、

「あたし捜しに行ってくる。ポランが匂いを覚えてるし」

　と言ってくれた。頼もうとした、その時──、

　爆発音が響き、河川敷に煙が上がった。

　その煙の向こうには力丸に良く似た少女。騎士のような服を着て、剣を手にしている。

「……正義」

『正義ジヤステイス』の魔王候補、山さん王のう正義が一人で戻って来た。

　まさか、リゼル先輩が……いや！　そんなこと、あるはずがない！　バカなことを考えるな!!

　正義の顔には勝利の笑みはなく、焦燥にあふれている。

「ね……姉様……姉様はどこだ？」

　肩で息をしながら、不安に満ちた声でつぶやいた。

「姉様の魔力を感じなくなった……どうした？　撤退したのか？」

　険しい顔で、フロルを睨にらむ。

「おい、石割フロル。姉様はどこへ行った？」

　フロルは視線を落とし、悔しそうにつぶやいた。

「力丸様は……『恋人ラバーズ』の盛もり岡おか雄ゆう斗とに、敗れました……」

　眼球が飛び出そうな程、正義の目が見開かれる。

「嘘だ……」

「私も信じられません。でも……」

「嘘だ。そんなこと、有り得ぬ」

「力丸様は最後まで、ご立派で……」

「うそを言うなぁあああああああああああああああああ!!」

　正義の剣が走り、フロルの胸を斬り裂いた。

「フロル!?」

　声も上げず、フロルがその場に倒れる。雅が駆け寄り、体を抱き起こした。

　だが正義は、自分がフロルを斬り倒したことにも気付いていないようだった。

　夢遊病者のようにおぼつかない足取りで、ふらふらと歩いてくる。そして、虚うつろなまなざしで俺を見つめた。

「姉様は、次の魔王になるはずだ……こんなところで、ましてや貴様如きに敗れるなど、あるはずがない。そう……あってはならぬ。冗談が過ぎるであろうが」

　その不気味な迫力に圧倒された。

　姉様って……力丸のことだよな。力丸に対する態度が、いつもと全然違う。

　こいつ、本当は力丸のことが好きだったのか？

　呆ぼう然ぜんとする俺に代わって、校長が答えた。

「山王力丸は死んだ。ユートに負けたんだよ」

「……っ!!」

　正義の顔から、表情が消える。

　唇が小刻みに痙けい攣れんした。

「……『恋人ラバーズ』」

　突如として、正義の全身から魔力と殺気が噴き出した。

　鬼のような形相で、俺に向かって足を踏み出す。

「殺す、殺す、殺す、殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す!!　ラバァアアアアアアアアアアアアアアアアアアズゥウウウ!!」

　正義は剣を天に掲げ、絶叫した。そして──、

「『６６６シクサーズ』──」

　固有魔法を発動しようとした瞬間、

「ぐっ!?」

　剣を持った右腕を、矢が貫いた。

「──な」

　上腕から血が噴き出ている。

　矢は腕を貫通し、地面に突き刺さった。

　あれは、リゼル先輩の『弓婚破弾キユーピツト』の矢!?　ということは！

　俺は矢の飛んで来たと覚しき方角を見つめる。

　しかし、どこにも人影はない。

　正義の食いしばった歯が、ギリギリと音を立てた。

「おのれ……姫ひめ神かみリゼル……」

　剣を左手に持ち替え、正義は同じく矢の飛んで来た方角を見つめる。

「!!」

　何か光った──と思った時には、既に矢は正義に到達していた。

「ぬああっ！」

　正義は驚くべき反射速度で、剣の腹で矢を受けた。

　爆発が起こった。

「ぐぁあああああああっ!?」

　矢が大爆発を起こしていた。

　俺はごくりとツバを飲み込んだ。あれが弓矢？　まるでミサイルだ。

　倒れた正義は、剣を支えに立ち上がる。

「おのれ……卑ひ怯きよう者ものが、姫神リゼ──」

　さらに矢が着弾。

　猛烈な爆風が正義の体をさらに弾はじき飛ばす。

　壊れた人形のように、地面を転がった。

　目を覆いたくなるような惨状を見て、岩がん洞どう校長は楽しそうに微笑んだ。

「どこから射うってくるのか分からない。狙いは正確無比。矢のスピードが速すぎ、逃げることが出来ない。仮に防いだとしても、爆発する矢であればそれも無意味だ。相変わらずいいねえ、リゼル君」

　正義は剣にしがみつくようにして立ち上がる。

　血みどろの顔で俺を睨にらんだ。その二つの瞳ひとみから、涙が止めどもなく流れている。

「盛岡雄斗……貴様だけは、殺してゆかねば！　煉れん獄ごくで、姉様に合わす顔がないのだ!!」

　歯を食いしばり、泣きながら、体を引きずるようにしてやって来る。

「……正義」

　だがそこへ、リゼル先輩の無情な矢が飛来する。

　先輩が狙いを外すことはない。

　今度こそ──、

　正義に引導を渡す矢が、飛んで来た。

　体を貫き、命を止め、魔王大戦からの退場を確定させる。

　その矢が、正義の頭に突き刺さる──直前、

　矢が消えた。

　空気を斬り裂く音と共に。

「……なに？」

　どこへ──、

「うふふ、相変わらず陰険な攻め方ですこと。でも、とどめは頭に一撃。わたくしはお見通しよ」

　いつの間に現れたのか、黒のボンデージに身を包んだ、妖よう艶えんな姿がある。

　──『吊された男ハングドマン』の早はや池ち峰ね夜よ鷹たか。

　その手にはムチがある。そのムチに、リゼル先輩の矢が巻き取られていた。

　まさか……あのムチで飛んでいる矢を捕まえたのか!?

「それと、見えない場所から射ってくるときは、必ず目を飛ばしているはず」

　夜鷹は矢を捨てると、ムチを真上に向かって振るう。

　暗い空で鋭い破裂音が響いた。そして、はらりと緑色の羽のようなものが落ちてくる。

　それは真っ二つにされた蝶ちようのようだった。

　これは……リゼル先輩の髪飾り？

「邪魔が入ったと思ったら……やっぱり、あなたなのね」

「リゼル先輩!!」

　空中にリゼル先輩の姿が現れ、ふわりと芝生の上に降り立った。

　その姿を見て、夜鷹は目を細めた。

「ええ。山王正義の情報で、魔界のビーチを襲ったのですけど、もぬけの殻でしたわ。それで、今まで捜すのに手間取りましたの」

　正義は地面に膝ひざをつき、無言のままうつむいていた。

　あの様子なら、もう正義は戦えない。早池峰夜鷹……どんな力を持っているか分からないが、たった一人なら──、

　そう思ったとき、夜鷹の背後から三つの人影が現れた。

　リゼル先輩の目が、一層鋭くなった。

「邪魔をしに来たのは、あなただけじゃなさそうね……」

「まったく。獲物を独占しようとしたのかい？　それでやられてちゃ、世話ないなあ」

　──『死神デス』浄じよう土どヶが浜はまロスト。

　その横に立つのは『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』下しも鹿か妻づまりんね。

　反対側には、『太陽サン』のサンサ・サマーズ。

　ロストは岩洞校長がいることに気付き、ジロリと視線を向けた。

「子供同士の話だから、大人は席を外してくれないかな？」

「えー？　先生、仲間はずれにされるの、ちょっと寂しいなあ……」

　同情してと言いたげに、いじけたようなことをつぶやく。

「早く」

　ロストに冷たくあしらわれると、校長はしょんぼりと背中を丸めた。そして背中を向けると、かき消えるように姿を消した。

「さて……それじゃ、第二ラウンドといこうか」

　俺の頬に冷や汗が流れる。

　こっちはもう散々戦って、傷付いているし、疲弊している。

　向こうは、消耗しているのは正義だけ。他の四人は、恐らく万全の態勢。

　魔王候補の人数だけでも、五対二。

　どうやっても敵かなうはずがない。

「でも、その前に──最後の質問をしておこうかな」

　ロストはふっと優しく微笑むと、俺に歩み寄った。

　そして、他の連中に聞こえないような声で囁ささやく。

「僕の仲間になりなよ。ユート」

「……ロスト」

「二人でこの世界をぶっ壊そう。腐った世界を破壊し、作り直すんだ」

　俺はロストと至近距離で見つめ合う。

　なぜか、その誘いに心奪われそうになる。

　いや、誘いにじゃない。

　多分、ロストと一緒に何かを成す、というところに心惹ひかれるのだ。

　なぜ？

　それがなぜかは、分からない。

　何かとても懐かしく、切ない気持ちが胸の中で暴れている。

　でも──、

「それは出来ない」

「え？」

　ロストは意外そうな顔をした。

　聞いた言葉が信じられない、とでも言うように。

「俺は、みんなが笑顔で平和に暮らせる世界を作りたい。そのために、今いるものを全て壊すのは、間違っていると俺は思う。だから……お前の仲間にはなれない」

　ロストは一瞬、悔しそうな目をした。

「……やっぱり、あの女のせいか」

「え？」

　あの女……って？

　ロストは踵きびすを返すと、俺から離れてゆく。

　しかし立ち止まる。

　振り返る。

　いつも穏やかに微笑んでいた顔が、歪ゆがんでいる。

「いいの？　キミはここで死ぬよ？　圧倒的な戦力差だ。勝ち目はない」

　みんなの命がかかっている。

　俺が判断していいのか？　そんな迷いもある。それでも──、

「みんなを裏切ることは出来ない」

　ロストの表情が引きつった。

「そう……そんなに死にたいなら、それもいいか」

　そして、皮肉な笑みを浮かべる。

「ここは、それに相応ふさわしい場所かも知れないしね」

　──なに？

「ロスト、どういう意味だ？」

「もうお喋しやべりは終わりだよ」

　ロストの雰囲気が変わった。

　その体から、不気味で禍まが々まがしい魔力が溢あふれ出した。

「殺してあげる」

　ロストが感情のない声で告げたとき──、

「この俺様に断りもなく、勝手なことを言うな」

　──え？

　堤防の方から歩いてくる影がある。夜でも分かる、白い制服に灰色の髪。

「その男はこの俺が殺すことになっている。出しゃばるな、無礼だぞ」

「お前……」

　そいつは俺の横に並ぶと、尊大な態度でロストたちを睥へい睨げいした。

「ひざまずけ下郎ども！　この『世界ワールド』のアスピーテにな!!」

「アスピーテ！　お前……」

「貴様も無礼だぞ、盛岡雄斗。戻ったら、俺のもとへ来るように伝えていたはずだ」

　え？

「悪い……多分、母さんが忘れてたんだ」

　ちっ、と舌打ちすると、嫌なことでも思い出したように顔をしかめた。

「まあいい。それよりも、これで三対五。いや、この俺様一人で三人分にも匹敵するだろう。すなわち、互角ということだ」

　相変わらずの性格だが、心強い。

「──じゃあ、ボクを入れたら、上回っちゃうね？」

「……ルキ!?」

　セーラー服を着た美少女……いや少年が、手を振りながらやって来た。

　俺の側に来ると、恨めしそうに頬をふくらませる。

「もーひどいよ、ユートくん。ボク、ハワイでずっと待ってたんだから」

「あ……わ、悪い」

　いや、約束とかしてなかったよな？

「でも、いいのか？　ルキ」

　そう訊きくと、機嫌が直ったように、にっこり微笑んだ。

「うん。だって、ボクとユートくんは特別な関係だもんね♥」

　……言い方。

「これで四対五。それにリゼル先輩もいる。十分に戦える」

「……」

　ロストが一点を見つめて、固まっている。

　どうかしたのか？

　その視線を追うと──、

　ネイト？

　いや、

　ネイトが抱いているポランもまた、目をまん丸に見開いていた。

　小さな口が、震えるように開く。

「生きて……いたわん……？」

　──なに？

　思わずロストに視線を戻した。

　ロストはいつも、フードを被かぶっている。

　そのフードを下ろしたところは、見たことがない。

　ロストの眉み間けんにしわが寄り、そこを汗が流れ落ちる。

「……ポラン、か？」

　なぜ、名前を。

　ロスト、お前──まさか、

　ポランの目から涙がこぼれ落ちた。

「良かったわん……ロストにいちゃん」
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あとがき






　元気があれば何でも出来る！　久く慈じマサムネです！

　新型コロナウイルスには本当にうんざりですが、対策をルーチン作業として行っていれば、必要以上に恐れる必要はありません。不特定多数の人が密集し、マスクをせずに至近距離でしゃべりまくる場所は避けるべきかも知れませんが──それに比べて、なんと本屋の危険度の低いことか！　一人で楽しめるし、今こそ本の楽しみが見直されるべき！

　このあとがきを書いているのは、いよいよ夏本番というタイミング。本編の旅行は、僕の旅行したいという欲望がダダ漏れですね。ただ、美少女四人と一緒にリゾートで過ごすツアーはどこにもありません。旅行会社の怠慢だと思います。Ｇｏ Ｔｏ魔界キャンペーンを今すぐ企画すべきですです！

　そんな魔界のビーチで出会うのは、『力ストレングス』の力りき丸まると『正義ジヤステイス』の正せい義ぎ（ややこしい）。プロット段階では割と薄いキャラだったのですが、書いている内にどんどん深みのある、面白いキャラに変へん貌ぼうしてしまいました。カバーのイラストは、力丸と正義にすべきだったのではないか？　と、後になって思ったくらいです。今回カバーに登場している新キャラは、早はや池ち峰ね夜よ鷹たか。リゼル先輩のライバル的な存在です。露出度がほぼゼロなのにエロいのが凄すごい。今回はそこまで出番は多くありませんが、今後の活躍に期待してください！

　あと、今回はなんといってもネイトですね！　もしや……『恋人ラバーズ』に待望の新カード参戦か!?　でも、ネイトも魔王候補ですからね……無理かな？　でも、もしかして!?　果たしてどうなるかは、読んでからのお楽しみです。

　そして面白かったら、ぜひＳＮＳや口コミで広めてくださいね。長期シリーズにするために、ぜひ君の力が必要だ！

　そして今月は『魔王学園の反逆者』がもう一冊出るのだ！　それは、コミックスの第一巻!!　月刊ドラゴンエイジで溝みぞ口ぐちぜらちん先生が連載しているコミカライズが、待望のコミックスになります！　こちらもぜひよろしく!!

　それでは謝辞を。今回は進行でも無理をお願いしてしまいました。本当に素晴らしいデザインとイラストをありがとうございます！　ｋａｋａｏ先生!!　毎度の事ながら今回も最高過ぎます！　こちらも燃えてきます!!　このイラストに相応ふさわしい物語となるよう、これからも全力で頑張ります!!　編集ナカダさん。その他出版に関わって頂いた全ての方々。いつも熱い応援をくれる読者のみんな!!　本当にありがとうございます！

　それでは第五巻も、最強を蹴け散ちらせ!!


久慈マサムネ





















魔ま王おう学がく園えんの反はん逆ぎやく者しや４




～人じん類るい初はつの魔ま王おう候こう補ほ、眷けん属ぞく少しよう女じよと王おう座ざを目め指ざして成なり上あがる～
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